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　──気をつけろ。その道は魅み入いられているぞ──




　たとえば、やけに人通りの少ない脇わき道みち。

　妙みように薄うす暗ぐらくて、人目にもつきにくい。いつも通りの生活を送る上では、どこへ行くにも利用する機会がない。そんな道。

　毎日そんな道の前を通っていると、いつしかこんな気持ちになってくる。

　……もしかしたらこの道は、自分にしか見えていないんじゃないか？

　そう考えたら、少し肌はだ寒ざむい思いがして──

　けれどどうしてか、同時に湧わき上がる好こう奇き心しんが抑おさえきれない。

　そんな道を見かけたら、注意した方がいい。

　そこは、誰だれかが意図的に人を近づけないようにしている道なのかもしれないのだから。

　普ふ通つうの人間に関心を持たれない場所というのは、普通でない人間に目をつけられやすいものなのだから。

　恐おそらくその先は、「ここではない場所」へと繫つながっている。

　きっと、俺たちの通う──宙立、聖セントアルマゲスト学園のように。

「校長ー？　どこいったー？　……ったく、めんどくせェなぁ」

　だけど、それはあくまで人間の話。人間以外の動物となると、また事情が異なってくる。

　そんなふうに人工的に「閉とざされた」空間であっても、動物であれば、たとえば朝の代名詞たるあの小鳥たちでさえ、いつの間にか学園内に紛まぎれ込んでしまう。

　朝、寮りよう生せいが目を覚ましたとき、窓の外から小鳥の声がした──なんてのは、そのいい例。

　人と異なる感覚を持つ動物たちは、ふとした弾はずみで結界の網あみの目から入り込んでしまう。

　そうなってくると、古くから魔ま術じゆつと関かかわりがあると言われている猫ねこなんか、尚なお更さらだ。彼女たちは、神秘の匂においを嗅かぎわける鼻を持つのだから。

　──そう、だから。

　だから、聖セントアルマゲスト学園へと続く、その脇道──俺たちにとっての「通学路」には、野の良ら猫ねこたちがひっそりと住み着いてしまっていた。

「キミたちも入学希望？」なんて、面おも白しろがる生徒たちに『猫の学校』なんて呼ばれて。

「あーもう。校長ー？　校長センセー？」

　そして俺、君きみ月つき秋あき生おはとある夕刻──その『猫の学校』にて、一いつ匹ぴきの猫を捜さがしていた。

　その猫の名前は、『校長』という。

「飯、持ってきたぞー。ここんところ来れなかったから、拗すねてんのかー？」

　捜している理由は、野良猫そいつのエサやりだ。

　本当はいけないんだろうが、懐なつかれてしまうとどうにも……ここの猫は警けい戒かい心が強くてなかなか人間に近寄らないんだが、俺はその中の一匹に、どういうわけだか懐かれてしまっていた。

　というのも、この学園の生徒はそのほとんどが寮生なので、この「通学路」は学園の外に出るとき以外には利用されないんだが──

　俺はつい最近まで自宅から通っていた少数派。毎日、この道を利用していた。そうしている内に、いつの間にか……というわけだ。

「どこ行っちまったんだ？　いつもなら、この時間は腹空すかしてるのになぁ」

　しかし、俺もようやく念願の寮住まいが認められて。

　その上、俺の「ご主人様」である魔女ユキハが特訓やらなにやら言い出して──要は訪おとずれる機会が減った上に忙いそがしくなって、なかなか来られなくなってしまったのだ。

　その間もなんとか時間を見つけては足を運んでいたものの、肝かん心じんの校長と顔を合わせることはなく……食べてくれることを祈いのって、エサだけ置いていったりもしてしまったが。

　とはいっても、俺がいないと飯にありつけないような奴やつじゃなかったから、心配するようなことはないと思うけど。

「あ、そうだ。あそこかも」

　俺は、あいつが寝ね床どこにしていた場所を思い出した。

　そこは通学路に面したブロック塀べいが崩くずれていて、家屋の壁面が丸見えになっている。

　人が住んでいるのかどうかはわからないが、相当古い家のようで──老ろう朽きゆう化した建物のトタンの壁と、地面の上に無造作に積み重ねられた廃はい材ざいとの間に、奇き妙みようなスペースができあがっていた。

　丸見えといっても、中は真っ暗だ。丁度、廃材が隙すき間まを塞ふさぐ格好になっている。

　しかし、だからこそ猫にとっては──校長にとっては安全で居い心地ごこちのいい場所らしく、よくそこで眠ねむっていたもんだ。

「校長、いるか？　今日はお詫わびに奮発しといたぞ？」

　俺は穴の中に手を突つっ込んで、キャットフードの上に校長の好物であるカマボコを載のせた皿をちらつかせた。

　カマボコは猫用に塩分など調整されたやつだ。人間でいえば、ご飯の上にふりかけがかかった状態だろう。要は主食＋α。いつもより美味おいしそうに見えるはず。

　けれど、穴の中からの反応はなかった。

「腹減ってないのか？　それとも、こっちの方がいいか？」

　そこで俺は秘密兵器、猫じゃらしを取り出した。ペットショップで売っていた、トンボの形をした憎にくいヤツである。

　もうすでに満腹であるというのなら、お次はこいつの出番──食後はコレで腹ごなしをするというのが、あいつの流儀スタイルだ。

「ほーらほら」

　突き入れた猫じゃらしを、俺はゆらゆらと揺ゆらしていく。

　俺からは奥の様子は暗くてよく見えないが、猫は夜目が利きく。もし見ているのなら、まずは動く物体を目で追っているはずだ。

　そして興味を持ったのなら、もうすでに構えていて──

　ぱしっ、と。そうして、猫じゃらしの先せん端たんが弾はじかれた。

「おっ」

　ぱしぱしっ。どうやら当たりだったようだ。

　その手て応ごたえが嬉うれしくて、俺は猫じゃらしをさらに激しく動かした。

　左右だけではなく、上下に。ときに壁に張りつくように。ときに地面の上を滑すべるかのように。猫はそんな、トリッキーな動きを好む。

「なーぅっ、なーぅっ」

　いいぞ。校長も興奮してきたようで、声が昂たかぶっている。

「よーし、次は新しん技わざを披ひ露ろうしよう。なんとこっそり特訓した、消える猫じゃら……って」

「なーぅっ」

　しぱぱぱぱぱっ。肉球連打。早くしろと催さい促そくするかのような動き。

　どうしてって、俺が止まっていたからだ。

　……いや、そりゃ止まるだろ。

　だって猫の手じゃないぞ、あれ。

　肉球がない──っていうか、明らかにサイズがおかしい。

「新技はどうしたっ？」

　そうしてそいつは、待ちきれなくなったかのようにそう言った。顔を紅潮させて。

「なに……してんの？　あんた」

　見えたものの正体に、俺は啞あ然ぜんとした。

　そいつは人間だった。それも同年代の女の子。

　興奮したその少女と、硬こう直ちよくしたままの俺とは、しばらく顔を見合わせていたが──

「……よっこいしょっ、と」

　こほん、と。少女はやがて、ひとつ咳せき払ばらいをして。のそのそと、その隙間から出てきた。

「ふむ。どうやら、危険を冒おかして潜せん入にゆう捜そう査さを行った甲か斐いがあったようだな」

「えっと……」

「皆みなまで言うな。わかっている」

　そうか、助かるよ。正直、なんて声をかけていいのか見当さえつかなかったんだ。

　聖アルマゲスト学園ウチの制服を着ているところを見ると、どうやら同じ学園の女子生徒のようだが──見覚えのある相手ではなかった。

「──オマエだな？」

「なにが？」

「ふふ、皆まで言うな。わかっている」

　そうか、ヤバイな。もしかしたらなにか受信してる人かな。なんだか得意げだ。

「では、許可しよう」

「だよな」

　すげー適当に合わせておいたが、これも作戦だ。こういう場合は、ダッシュだよな。このテの輩やからからは、隙を見て逃にげ出した方がいい。せーのでいこう。

「──オマエが上官わたしの側そばにいることを許可しよう」

「せーの、って……はぁ？」

　しかし少女は、俺の葛かつ藤とうなどお構いなしで──真まっ直すぐにこちらを見つめて、唐とう突とつにそんなことを言ってきた。

「上官わたしは、オマエをずっと捜していたのだ。こうして逢あえて嬉しいぞ」

「な、なんだよ？　それ」

　そんな、あまりに唐突な言い草に、俺は戸と惑まどってしまって。

「俺は……お前なんか、知らないぞ」

「オマエが知らなくとも、上官わたしは知っている。オマエが優やさしい人間だということもな」

「へ……？」

「好意を抱いだいているといってもいい」

　戸と惑まどいの上にさらに戸惑うようなことを重ねられた結果、俺の頰ほおは色を変えていった。

　なぜなら夕焼けに照らし出された少女の肢し体たいは、あまりにもしなやかで──

　細身ながら、華きや奢しやというには強い躍やく動どうを感じさせる、しっかりとした肉付きも。

　その弾だん力りよくが結集したかのような、身体からだを動かす度たびに揺ゆれ動うごく胸元も。
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　頭の側面で結った、まるで毛づくろいをしたあとのような長い髪かみも。

　愛らしい顔立ちながら、どこか気高さを感じさせる瞳ひとみも。

　淡あわい夕日の朱あかさを絵の具に俺の頰を染めるには、十分すぎたから。

　だからまさかの不意打ちに、なんて言っていいかわからなくて──

「な、なんだよそれ。告白かっ？」

　あとから考えてみれば、それこそ赤面ものの返しをしていたわけだが。

「──告白？　ふむ、確かに告白だな。違ちがいない」

「え」

　けれど少女は、それに素す直なおに頷うなずいて。

「今日は逢えてよかった。また後日改めて、オマエを訪ねるとしよう」

　そう言い残して、去っていった。

　…………。

　……え？

　告白……された、のか？　……俺？




　──それは、〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉が始まる一週間前の出来事だった。







　一滴目 生成──贋がん物ぶつの矢







　　　　１




「──告白されたぁ？　キミオくんが？」

　それが、そんな昨日の話を聞いたそいつの第一声。

　季節は五月の上じよう旬じゆん──入学してから一ヶ月が経たち、新しい学校にもほんの少しだけ慣れてきたところで突とつ入にゆうする、黄金週間ゴールデンウイーク。

　いわゆる、素晴らしき解放の日々である。

「へー、すごいわねー」

「いやユキハちゃん、なんて心の籠こもってない声を出すの。今、告白がウソだって決めつけるまでに、じつに一秒もかかってなかったよ？」

　そんなせっかくの連休だってのに、わざわざ制服に着き替がえてまで教室にやってきて、隣となりの席の女の子に「解放」どころか「アンタには介かい抱ほうが必要ね」とでも言わんばかりの目で見られていたのは、俺、君きみ月つき秋あき生お。

「だって、りゆ。キミオくんよ？　あのキミオくんなのよ？」

『キミオ』っていうのは俺のあだ名だ。名付け親は、まさにその隣の席の女の子。

「キミオくんといえば、入学した途と端たん、瞬またたく間まに最下層の成績を手中に収めた底辺の王。その身は常に生気とは無む縁えんにして、直視した者の気力さえも奪うばう能力を持つという──」

　なんだか無む駄だにカッコイイ言い回しをされているような気もするが、その実、微み塵じんも褒ほめられていない。

　その少女の名は、ユキハ──東あずま雪ゆき羽は。

　あの夜空に浮うかぶ星座に選ばれた〈魔ま女じよ〉のひとりであり、そして〈使い魔〉たる俺の「ご主人様」だったりする。

　魔女と使い魔といえば、主従関係にはあるものの、自分の分身も同然の存在。

　ご覧の通り、俺たちふたりもまた、とても深い信しん頼らい関係で結ばれている──

「どうすりゃいいのかねェ。はぁ、めんどくせェなぁ……」

「とか言いながら、キミオくん、アンタなにちょっとニヤけてんのよ？」

「は？　別にンなこと……」

「アンタが起きながら寝ねてるのは勝手だけどね、その上で余よ裕ゆうぶって見せるとか……いよいよ末期ね。むしろずっと寝てた方がいいわ」

「えっと。とりあえずキミオちゃんの話を聞いてみようよ、ユキハちゃん」

　そんなとてもお優しいご主人様の側で、さっきから一いつ生しよう懸けん命めいに俺のフォローをしてくれているのは、クラスメイトの斑まだら保ほりゆ。

　マイナスとプラスは引き合う性質があるということか、やはり猛もう毒どくの側には解毒作用のあるものを置かなければ世の中は成り立たないと、神様は知っているわけで。

　このふたりが親友同士なのは、つまりはそういう世界の摂せつ理り。

　ちなみにりゆは、ちっこい。とにかくちっこい。どう考えてもまだ義務教育中としか思えない頭身の女の子なんだが、これでもれっきとしたクラスメイトだ。

「聞くだけ無駄でしょ。どんなに暇ひまだったとしても、こんな起こるはずのない妄もう言げんに付き合うくらいだったら、砂さ漠ばくで砂の数を数えている方がまだ有意義よ」

　でもちょっと毒の方が強すぎるかな、なんて思うんですよ神様。

「仮に。仮によ？　もしそれがキミオくんの脳内出身のエア彼女じゃなく、実在する人間の女の子だったとしたら、そんなの罰ばつゲームでやらされてる以外にありえないわけで──っていうか、それって罰として厳しすぎない？　いったいなにをしたらそんな罰を与あたえられるっていうの？　はっ、もしや、イジメ……？」

「あのな。仮定で進めるなら進めるで、最後まで言い切れよ……」

　なに自分で仮定した要素に途と中ちゆうで食いついてんだよ。しかも憤ふん慨がいしてんだよ。

「──というわけで」

　しかし、ユキハは俺の言い分など聞いていない。

「私たちがするべきことは、キミオくんの話を聞いて無駄な時間を過ごすことじゃなく、人生という坂を転がり落ちようとしているそのコを救ってあげることじゃないかしら？」

　そして、さも「良いこと言った」みたいな、このどや顔である。

　けれど困ったことに、ユキハって少女はそんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんなふてぶてしい態度すら、いちいち様になってしまうのだ──

　ユキハはまあ、その、なんだ。美少女だ。

　なんて言葉じゃこいつの魅み力りよくは到とう底てい語りつくせないと、俺ですら思うくらいの美少女だ。

　夜空の星々が互たがいの輝かがやきを持ち寄って作り上げた、たった一つきりの──『奇き跡せき』。

　なんて呼ばれてしまうほどに。

　つまり神様、マジ設計ミス。

　いくら最高の外装ハードを用意しても肝かん心じんの中身ソフトがこれじゃ、苦情クレームの嵐あらしってもんですよ？　おもに俺から。

　とまあ、そんな感じで。

　俺たちの関係は、相変わらずだった──




　　　　２




　けれど、少しだけ変わった関係もある。

　俺とユキハとりゆ。入学以来、俺たち三人はこうして一いつ緒しよにいることが多かったが──

「すみません。遅おそくなってしまいまして」

　そこにもうひとり、仲間が加わった。

　それは、りゆに匹ひつ敵てきするくらい、小こ柄がらな女の子。

「委員長」

　俺たちのクラスの学級委員長──焰ほむら悠ゆ里り。

　その少女は、焰なんて猛たけ々だけしい苗みよう字じとは裏腹に瞳ひとみは冷たく、また言動にも感情の起き伏ふくが感じられなかった。

「キミオさん。お身体からだ……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　けれど、俺の冴さえない顔色を見て真っ先に体調を心配してくれるような、そんな優しい娘こだ。

「なに言ってんの焰さん。キミオくんが人生ナメた態度なのは、いつものことじゃない」

「せめてダルそうって言えよ……」

　そして、委員長は俺がそうである原因を知っている、数少ない人物でもある。

　彼女が思わずそう口にしてしまったのは、それが理由だろう。

「大丈夫。キミオくんは朝から妄言を垂れ流す程度には、いつも通りだから」

「妄っ……⁉」

　しかし、そこで予想外のところに食いつくのが委員長。

　さきほどまでとは打って変わって、その瞳はきらきらと輝き、期待に満ち満ちていた。

「それはどんな妄言ですかっ？　キミオさんが日常的にどんな性的願望を抱いているのか、興味ありますっ」

「いや、あのな委員長……」

「キミオさんはＳなんでしょうかＭなんでしょうかＳならちょっとイジメられたい、ではなくてどっちなんでしょうかっ？」

　日常的な性的願望をバラしちゃってんのあんたじゃないですかね。委員長。

　俺の知っている呟つぶやき系美少女の焰サンはいったいどこへ？

「……そうですか。誤解でしたか……」

　事情を説明すると、露ろ骨こつにテンションだだ落ちな委員長がそこに。おいユキハ、二次被ひ害がいでてんぞ。責任取れ。
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「さて、それじゃ焰さんも来てくれたところで──」

　あれ？　なに何事もなかったかのように進めてんの？　ここに無意味に名めい誉よを傷つけられた少年もいるんだけど？

「ふたりとも、早さつ速そくだけどいいかしら？」

　ユキハはふたりに確かく認にんする。ふたりってのは言うまでもなく、委員長とりゆのことだ。

　そうして俺たちは、四人そろって教室を出た。

　うん。

　……なにかおかしいよね？　間ま違ちがいを探してみよう。







　休日だっていうのにこうしてみんなが集まったのは、ユキハのためだった。

　全員が制服を着ているのは、みんながみんな同じ寮りようではないので、集合場所をわかりやすく教室にしたため。

　そしてその後、移動。ひとまず校舎から出て、学園の各施し設せつを繫つなぐ遊歩道を歩いた。

　遊歩道は模様も鮮あざやかな石いし畳だたみと、周囲の景観も整えてある、学園自じ慢まんの設備のひとつだ。

「そういや委員長、もう用事はいいのか？」

　前々から決まっていたことなので、みんな今日は予定を空けていたはずだったんだが、委員長に急な予定が入ってしまった。なんでも──

「生徒会だっけ？　委員長、生徒会の役員まで務めてたんだな」

　なんでも突とつ然ぜん、話があるとかで呼び出されたらしい。

「ええ。でも、用件はすぐに済みました。……わかっていたことでしたから」

　四月に入学したばかりの一年生をして五月に生徒会の役員とはやや違い和わ感かんがあるが、この学園の生徒会役員選出の方法は少し変わっており、入学した時点で特定の生徒が役員と定められているとか……。

　……まあ恐おそらく、〈旧家〉絡がらみなんじゃないかと思う。

　委員長の家、焰家は──この魔術界の貴族とも呼ばれる、〈旧家〉の重じゆう鎮ちんだ。そのあたりと無関係ではないだろう。

　現に「生徒会」と聞いて、ユキハの表情が少し険しくなった。

「丁度、みなさん集まっていますし……生徒会に関して、わたしからみなさんにお話があります」

　なんて考えていたら、急に委員長がかしこまった。

「わたしの所属していた、〈序はじまりの生徒会〉ですが──」

「待って、焰さん」

　けれど、それを制したのはユキハだった。

「じつは、キミオくんにはまだちゃんと話してないのよ。だから、もうちょっとだけ待ってもらえない？」

「……そうでしたか」

「ごめん。今日にでも話すから」

「承知しました」

　なんだ？　俺？

「まずは用事を済ませちゃいましょ。今からやることだって、それと無関係なことでもないし」

　そう言って、ユキハは先頭を歩いていく。

　いったいなんだろう。〈序の生徒会〉とか言ってたけど──

「それじゃお姉ちゃん、やっぱり……？」

　振ふり返ると、俺とユキハの後ろで、りゆが委員長に駆かけ寄っていた。心配そうにしながらも、俺たちに遠えん慮りよするかのように小声で話しかけている。

「うん」

「そっ……か」

「平気。覚かく悟ごしていたことだから」

「お姉ちゃん……」

「それより今は、東さんの頼たのみ事を果たそう。それが彼女の望みなら」

「うん、わかった。お姉ちゃん」

　……お姉ちゃん、か。

　話の内容はよくわからなかったが、その言葉が耳に残った。

　以前のりゆだったら、そこにいるのが自分たちふたりだけだったとしても、学校内であれば決してその言葉を口にしなかっただろう。誰だれに聞かれるかわからないと、彼女は人前で姉に話しかけることすら自制していたのだから。

　けれど今は、少しだけ違う。少なくとも、俺たちの前では気にしないようになった。

　ほんの少しだけ変わった、ふたりの関係──







　聖セントアルマゲスト学園は広大な敷しき地ちを有している。

　しかし一口に「広大」といっても、実際はどれぐらいの広さなのか？

　──それは、わからない。

　というと馬ば鹿かみたいだが、これが本当に誰にもわからないのだ。

　なぜかというと、この学園は日々、わずかにだが大きくなっていっているからだ。

　学園への「通学路」に代表されるような、人通りのない道──「人々にとって存在が希き薄はくな場所」。そういった虚うつろな存在こそが、この学園を構成している「材料」だ。

　星は昼夜を問わずに存在しているのに、夜にしかその姿を見つけることはできない。

　つまり星の輝きを成立させるためには、夜空という目立たない存在が必要となる──魔ま女じよも同じだ。魔女を育成するための学園とは、即すなわち魔女を輝かせるための学園。だから、そういった「夜空」と同じ性質を持つものが材料として引き寄せられてくる。

　具体的には、人々が生活していく上で、日々、忘れ去られていくもの──その中でも道や建物などが、この学園に組み込まれていく。

　普ふ通つうの生活をしているだけでは興味の対象とならないから気づかないだけで、じつはそういったものはものすごく多い。

　だからこの学園は広大だ。組み込まれたあとは様々に形を変えて学園を構成していくから、もとがなんであったのかは知る由よしもないが──

「魔術展開クラリオン」

　ユキハ、委員長、りゆ。

　魔女三人がそれぞれその言葉を唱えることで、ユキハの「お願い」は始まった。

　場所はそんな学園の中でも、人目につかないところを選んだ。なんだか皮肉だが。

　しかし広いだけあって、そういった場所は簡単に見つかる。各施設間を行き来する遊歩道から外れてしまえばいいのだ。

　そこは茂しげみの中にぽっかりと空いた広場のようなところで、特になにに使われている様子もなかった。

「では」

　短く委員長が告げると、次の瞬しゆん間かん、彼女の身体から蒼あおい炎ほのおが立ち上った。

〈牡羊座アリエス〉の《蒼炎メサルテイム》──それは供く物もつに選ばれる羊の如ごとく、自分自身を焼き焦こがす。

「それじゃ、いっくよー」

　続いて〈龍座ドラコ〉のりゆが、その手の平に赤い火球を生み出した。

　蒼と赤、ふたつの炎が並び揺ゆらめく様は、壮そう観かんの一言だった。

　なにせ前に見たときは敵だったからな……こうして味方としてその魔術を目まの当たりにすると、頼もしいことこの上ない。

　と、感傷に浸ひたってる場合じゃなかった。委員長はともかく、りゆの限界は早い。しかも、前回彼女が魔術を使ってから、そう日数も経たっていないのだ。普段、魔女であることを隠かくすことで力を高めているとはいえ、そう「溜たまって」いない。

　本題はここから。

「──《アタマンティスの闘とう技ぎ場じよう》──」

　委員長の言葉とともに、彼女の身体からだから立ち上っていた《蒼炎メサルテイム》の形状が変化していく。

　やがて委員長から分ぶん離りしたそれは、向かいに並んだ俺とユキハ、ふたりをまとめて取り囲む巨きよ大だいな円形の囲い──まさに『闘技場』となった。

　分離したとはいっても、委員長の炎は彼女から完全に離はなれることはないので、一部は繫がったままだったが。

　ともかく、そうして俺たちを取り囲む壁かべと化した炎は、対象を逃にがすまいとさらに燃え上がる。縦ではなく横に。

　それは、回転する炎の渦うず。

　その渦の中に、りゆの姿がいつの間にか溶とけ込んでいた。

　そして彼女が火球を放つと──赤かったはずの炎は、『紫むらさき』へとその色を変えた。その威い力りよくは、さきほどまでの火球が持っていたそれの何倍にも膨ふくれ上がって──

　以前も一度見た、この魔術。

　俺たち四人が一いつ緒しよにいるきっかけともなった、委員長とりゆ、双ふた子ごの姉し妹まいの襲しゆう撃げき。

　あのとき、委員長が展開した「闘技場」型の蒼き炎の中──りゆが赤き炎の魔術を展開することによって、赤と蒼、ふたつの炎は混ざり合い、こうして『紫し炎えん』が生まれた。

　それは委員長とりゆ、ふたりの魔術が合わさった、合体技わざ──







「──いえ、そういうわけではありません」

　と思ったんだが。

　あの事件のあと、みんなで話をしていた際、委員長は俺の考えを否定した。

「まるでふたりの魔女の合わせ技にも見えたかもしれませんが、あれは『魔女の』魔術なのです」

「そりゃまあ……魔術なんだから、魔女の魔術だよな」

「ええと、そうではなく」

　委員長の言わんとすることがわからずそう返した俺に、彼女はこう言い直した。

「『魔女と使い魔』という二人組コンビにおける、『魔女側の』魔術なのです」

「……つまり、あれは魔女いいんちようの魔術であって、使い魔りゆの魔術じゃないってことか？」

「そうですそうです」

　どうやら、それが委員長の言いたかったことらしい。

「なぜならあれは、使い魔がいなくては使えない魔術なのですから」

　委員長は「ふたりの魔女が使用した魔術」を否定し、あくまで「魔女と使い魔」であってこそ使用可能な魔術であることを強調した。

「なんか、あたしのせいでややこしくなっちゃったね。ごめんね」

　そう言ったりゆは、魔女にして使い魔という変わり種だ。

　だから混乱しやすいが、普通の魔女と使い魔の関係に当てはめてみれば話は簡単。

　魔術を使えるのは魔女だけであり、使い魔は魔術を使えないのだから──そのまま考えればいい。

「あれはわたしが使用した、『使い魔を強化させる』魔術なのです」

　そう委員長は言う。「主の魔女が従の使い魔に魔術を施ほどこした結果」なのだと。

　そうして使い魔であるりゆの力が増ぞう幅ふくされ、『紫し炎えん』になった──と。

「それこそが、十二魔女にとっての使い魔とは『武器』である、ということなのです」

　確かに委員長は、以前もそう言っていた。

　使い魔とはよく「魔女が詠えい唱しよう時間を稼かせぐため」の『盾たて』と見なされるが、そもそも詠唱時間を必要としない十二魔女にとってはその限りではない。

　だから使い魔とは『武器』なのだ、と。

「あたしの場合は魔女だったから魔術の威力が強化されたみたいだけど、もしもあたしが男の子みたいに身体を鍛きたえてこその使い魔だったら、そっちが強化されたんだろうね」

　りゆもまたそう補足した。

「魔女が己おのれの使い魔を使し役えきする、こうした魔術を《御使魔術ゲーテイア》と言います。これは魔女にとって、使い魔がいることの利点のひとつといえるでしょう」

　逆に言えば、《御使魔術ゲーテイア》は使い魔がいない魔女には使えない──使い魔を従えている魔女が持つ優位性アドバンテージに他ほかならないのだと。

「じゃあ、私にも使えるってことよね？」

　その話を聞いたユキハがそう尋たずねた。じつは俺も、そこが気になっていた。

「はい、もちろん」

「ふーん。キミオくんを強化ねぇ……」

　ユキハはその姿を想像しているようだった。

　俺が強化されたら、いったいどうなってしまうというのか──？

「視力が上がるとか……かしら？」

「あれ？　なんで俺が強くなるイメージが湧わかないのかな？」

「え？　じゃあ……まさか、耳が遠く……？」

「なんでバージョンダウン？　とりあえず五感から離れてみない？」

　おのれユキハめ。自分の使い魔をザコとしか思っていやがらない。

「いえ、東さんの場合はそうはなりません」

　そこで委員長のお優やさしい一言。

　と思ったら、俺ではなくなぜかユキハの場合は、だった。

「使い魔は武器であるとは、あくまでわたしの認にん識しき──なぜなら『使い魔の強化』は、あくまで〈牡羊座アリエス〉が《御使魔術ゲーテイア》を使った場合の効果なのですから」

「それって、魔女によって効果が異なるってこと？」

「そうです、東さん。夜空に浮うかぶ星座は、ひとつずつその特性が異なる──自分の契けい約やく星座がなんであるかによって、魔女の得手不得手も変わってくるでしょう？」

　委員長は「たとえば〈牡羊座アリエス〉の魔術は、防ぼう御ぎよに特化しています」と、自分の星座の特性を挙げた。それこそが、〈牡羊座アリエス〉の最大の強みであると。

　けれど、長所と短所は表ひよう裏り一体。それは同時に、〈牡羊座アリエス〉の弱点をも示している。

「そっか。焰さんの場合、攻撃が苦手だから……だから使い魔であるりゆの攻撃力を上げることで、それを埋うめ合わせようとするのね？」

「その通りです」

　さすがはユキハというべきか、委員長の言わんとすることをすぐに察したようだ。

　確かに、実際に戦ったからわかる。

　委員長の操あやつる魔術は防御面に優すぐれている──それはもはや『絶対防御』と呼べるほどの高みにある代しろ物ものだった。

　その反面、攻撃には向いていなかった。

　彼女の操る炎は、その威力こそ絶大だが、攻撃速度が極きよく端たんに遅おそい。あれでは格下相手には使えても、同格の相手には当てることさえ難しいだろう。

　だから委員長は、その防御能力を有効に活用する戦い方をしていたが──

　その短所を、使い魔を使って埋め合わせる。それこそが《御使魔術ゲーテイア》だと、彼女は言っているのだ。

　まさに、「使い魔とは『武器』である」の言葉のままに。

「それじゃ、ユキハの場合は……」

　俺がそう言ったら、ユキハが不敵な笑えみを見せた。

「そうね。せっかくだから、キミオくんがどれだけ私の星座の特性を捉とらえているか、試ためしてみるとしましょうか」

「おいおい、いいのか？　お前の弱点が白日のもとにさらされてしまうわけだが」

「面おも白しろいじゃない。やってみなさいよ」

　ユキハはさらに不敵な面つら構がまえで、俺を挑ちよう発はつしてくる。

「あ、いえ。《御使魔術ゲーテイア》は、必ずしも短所を埋め合わせるというわけではなく──」

「まあまあ。いいからキミオくんに言わせてみせましょうよ」

　委員長がなにやら言いかけたが、ユキハは面白がるようにそれを制した。やれやれ、後こう悔かいするなよ？

（ユキハの弱点……）

　となると、やっぱり──

　十二魔ま女じよと普ふ通つうの魔女。その実力の差は歴然としている。普通の魔女から見れば、ユキハには弱点なんて呼べるものは存在しないだろう。

　けれど、十二魔女同士であればどうだろうか──ふたつの魔女の差を決定的にしているのは、十二星座に選ばれた証あかしである〈宮サイン〉の有う無むだ。

　ユキハはその〈サイン〉を受け継ついだばかりで、まだ使いこなしているとは言い難がたい。

　早い話が、経験値の不足──

「それは認めるけど、それって〈射手座サジタリウス〉の弱点と関係なくない？」

　言われてしまった。あからさまに「馬ば鹿か？」と言いたげな視線のおまけつきで。

　くそ、やっぱり普段は頭の回転が鈍にぶいな。

　よく考えろ。経験からくるものではなく、ユキハの本質的なものだ。

　本質──つまりあらかじめ決まっており、どうにもならないもの。

　どうにもならないもの……。

「……胸のなさ……とか」

　轟ごう。

　あれ、おかしいな。質問に対して自分の考えを言っただけなのに、なにやら矢のようなものがものすごい音を発しながら俺の頰ほおをかすめていった。

「次は当てる」と、矢を放った獣けものが目で語っている。

「ええと、いいでしょうか」

　そこへ再度、委員長の助け舟ぶね。

「短所を埋め合わせる形で《御使魔術ゲーテイア》が働いたのは、〈牡羊座わたし〉だからです。〈牡羊座わたし〉のように明確な弱点がある星座であればそういう傾けい向こうが強いのですが、それだって必ずではありませんし、逆に長所を伸のばす場合もあります」

　星座ごとに特性が異なるように、《御使魔術ゲーテイア》がどう働くかもまた、星座ごとに異なるのだそうだ。

　つまるところ──

「やってみなきゃわからないってことよね」

　ユキハの言う通りなわけである。

　そうして俺たちは〈射手座サジタリウス〉の特性を確認しあいつつ、それじゃ後日やってみようということで、その日は解散となった。







　──というわけで、こうして実じつ践せんしてみる運びとなったわけだ。

　まずは感覚をつかむために、委員長たちにお手本をお願いして──

　そうして《御使魔術ゲーテイア》によって強化されたりゆが放った魔術は、やはり「溜ため」が足りなかったのか、前回よりも威い力りよくが落ちていた。持続時間も短い。

　けれど、お手本としては十分だった。

「それじゃいくわよ、キミオくん」

　ユキハも入学以来ずっと〈星結ゆいの儀ぎ式しき〉にかかりっきりで、《御使魔術ゲーテイア》のことはよく知らなかったらしい。

　まあ、もともと姉に言われて俺を使い魔にしただけだ。使い魔を使う魔術になんか、興味なかったんだろう。

「……仕方ない。ちゃっちゃと試して帰るか」

「ずいぶん余よ裕ゆうじゃない。まだ、どんな魔術かもわかってないってのに」

「つったってお前、別に死ぬわけじゃあるまいし」

「ま、そうね。遺い憾かんながら」

　台詞せりふの最後が引っかかったが、それほど構えるようなものじゃないだろう。

　あ、でも〈牡羊座アリエス〉みたいに使い魔を強化する系統だったら、あとで身体からだが痛くなったりするんだろうか？

　普段より身体を酷こく使しした分、あとから地じ獄ごくのような筋肉痛がやってくるとか？

　りゆに聞いておけばよかったな……ってあれ？　ちょっと待て。

「──《御使魔術ゲーテイア》──」

　ユキハは基本、魔術を使うときは弓を構える体勢を取る。

　そうしなければ魔術を使えないのか、そうすることで精神の集中が図はかりやすいのかはわからないが、とにかくその体勢から弦つるを引き絞しぼる動きをする。

〈星結いの儀式〉を通してついに継けい承しようした、弓の形をした宮サイン──〈人じん馬ば宮きゆう〉。

　今回も《御使魔術ゲーテイア》の魔術を使うべく、その〈サイン〉を引き絞っていたんだが──

「おい？　ちょっと？」

　なんかその動きに合わせて俺の身体が後ろに引っ張られているような？

　丁度、弓のような形で。

　よく伸びるゴムを引っぱって。

　引っぱって引っぱって。

　ほら離はなすよ？　離しちゃうよー？　みたいな。

「──いざ。覚かく悟ごしてね、キミオくん」

「おおおい？　ちょっと待っ──」

　なんか嫌いやな予感がする、っていうかこれってもしかして。

「……なんか……死んだらごめん」

「おいちょっとなにボソッと呟つぶやいてうおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお⁉」




　飛んだ────




　跳とんだじゃなくて飛んだ。

　あ、なんかこれ映画で見たことあるわ。過去から未来に飛んだりするときに、目の前の景色が目まぐるしく変わっていくの。

　丁度、そんな感じ──

　いや状じよう況きよう説明とかどうでもいいって！

　やっぱり俺が矢として撃うち出される術かよおおおおおおおおおおおおっっっっっっ‼

　──そして俺は激げき突とつした。茂しげみに。

　練習場所に選んだのが、人目につかない場所であったのが幸いしたようだ。

　俺が突つっ込んだ茂みは深く、伸のび放題の木の枝がクッション代わりになり、その向こうにはなにかに使う予定でもあったらしき、積み上げられた柔やわらかい土があった。

　もしこれがなければ、俺は大おお怪け我がをしていたことだろう。

　飛ばされてから激突するまで、身動きひとつできなかった。まるで金かな縛しばりにでも遭あったかのように、指先すら動かせず、受身さえも取れない。

　つか受身もなにも、ぶつかった場所がコンクリートだったりしたら、確実に俺という名の赤い花が咲さいていたところだ。

　しばらく、その場にいた全員が絶句していた──

　そして、俺をそんな事態へと導いた張本人であるユキハはというと。

「……………………………………………………」

　その顔色は真っ青で。完全に、硬こう直ちよくしていた。

「わ、わた、し……」

　口がカタカタ動いてる。

「ほ……ほんとにひとを、殺し……」

「いや、死んでねーから」

　起き上がった俺を見て、ユキハが目を丸くした。

「キ、キミオ、くん……無事……なの？」

「ああ。お前にとって残念なことに」

　おいおい。なにそれ。涙なみだ目めとか、ちょっと調子狂くるうんですけど。

「そ、そう……」

　なんか、心底ほっとしてるように見える。

　てっきり「ふーん。こういう魔術かー」と、俺を無視してじつにあっさりとしたサイコパスっぷりを発揮すると思っていたから、ちょっと意外だった。
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「──よし。それじゃ、もう一回いってみましょうか」

「あれ？　この短い間にどんな心境変化が？」

　うちのご主人様の立ち直りが早すぎる。

「なんかキミオくん、真まっ直すぐ飛ばなかったじゃない？　どうも、失敗しちゃったみたいなのよね」

「失敗？　まあ確かに、とんでもない方向に飛んでいったな」

　普通に考えて、あれは向かい合っていた委員長たちに向かって飛んでいく魔術だろう。

　なのに、まるで暴発でもしたかのように、俺は明後日あさつての方向に飛んでいった。

「だからもう一回やってみようかなって。キミオくん平気そうだし。どんな魔術なのかも、さっきの一回じゃよくわからなかったから」

「わからなかった？　人間爆ばく弾だんだよ、人間爆弾。使い魔の命を、それはもうゴミのように投げ捨てる画期的な魔術だよ」

「なにそれ？　それになんの意味があるのよ」

　俺としてはたっぷりの皮肉を込こめて言ったつもりだったんだが、ユキハは納なつ得とくがいっていないようだった。

「使つかい魔まを矢として飛ばす魔術なんて、まったくの無意味じゃない。肉の塊かたまりを投げつけるくらいなら、普通に魔力で編んだ矢を撃った方が断然威力が高いわよ」

　おかしいな。なんかこの人、もう完全にいつも通りの顔だよ。なにその冷静な分ぶん析せき。もうちょっと動どう揺ようを隠かくせないでいるべき状況シチユエーシヨンなんじゃないの？

「それを確かめるために、俺に今度こそ死ねと？」

「そんなこと言ってないでしょ。少し冷静になりなさいよ、キミオくん」

「お前が誰だれより冷静なことに、なんだか納得がいかなくてな」

　あ、わかった。これってもしかして、使い魔に対する必殺技わざなんじゃないの？

　日ひ頃ごろムカついてる使い魔を、魔術の事故を装よそおって葬ほうむるにはじつに最適。それに気づいたユキハは、早く試ためしたくてウズウズしている、と。

「さっきはどんなものかわからなかったから普ふ通つうに撃ったけど、今度は威力を抑おさえて撃てばいいだけじゃない。キミオくんが心配してるようなことにはならないわよ」

「……そうかぁ？」

「私を信じなさいって」

　いやーなんか頼たのもしいね。

　ついさっき前ぜん途とある若者をひとり殺しかけた奴やつの台詞とは思えないわ。







　しかし、まあ、なんだろう。

　その後、何度やっても《御使魔術ゲーテイア》は失敗した。

　威力を抑えているから事故というほどにはならなかったものの、俺はやっぱり明後日あさつての方向に飛んでいくし、何度か飛び出すことさえなかったこともあった。

　そうして得たものといえば、その付近一帯に俺の顔型が作られたということと、俺の「地面の味」熟練度がぐんぐん上がっていったということぐらいだった。

　──すでに日は落ち、黄昏たそがれが来訪する時間帯となっていた。

「ああもうっ！」

　ユキハもまた、消しよう耗もうしきっていた。なのに怒おこる元気はあるのだから、人間って不思議なものだと思う。

「いやー、やっぱり最初からうまくなんていかないものじゃないかな。今日はもう休んで、また明日あした、がんばろうよ？」

　なんてりゆは励はげましていたが、彼女たち姉し妹まいとしてはじつに退たい屈くつだっただろう。

　なにせ一向に自分たちのところに飛んでこないのだ。ただ突っ立って、俺の公開処刑フライングシヨーを見ていただけ。

「ユキハ。今のりゆの台詞は、『そろそろ飽あきたから帰りたい』という意味だと俺は思うんだが」

「……ごめんね、ふたりとも。せっかくの休みの日に付き合ってくれたのに」

　おかしいな。一番の功労者がその『ふたり』に含ふくまれていない気がする。半日近くあっちこっちに投げ飛ばされるのって、ものすごく体力を消耗するんですけど？

「……違ちがったらごめんね、ユキハちゃん。なんか、焦あせってる？」

　すると不意に、りゆがそんなことを言い出した。

「な、なんでよ。りゆ」

「なんか、さっきからユキハちゃんっぽくないっていうか……気になったら納得いくまで追究せずにはいられないのはユキハちゃんらしいんだけど、普段なら、失敗したらしたでもうちょっと失敗の原因なりなんなり考えてから、やり直すでしょ？」

　なのに、今日はずっと成功するまでやり続けようとした。

「だから、なんか焦ってるのかなって……〈継承〉のときと、少し似てたから」

「…………」

　ユキハは否定しなかった。

　……なるほど、言われてみればそうかもしれない。さすがはりゆだ。よく見ている。

〈継承〉を思い出す──ということは、つまり。

「また、ユキハちゃんの目的に……お姉さんに関係すること？」

〈サイン〉を得るために必要だった〈星結ゆいの儀ぎ式しき〉──通つう称しよう〈継承〉。

　そしてその〈人馬宮サイン〉は、これから始まる彼女の戦いのために必要だった。

　とすれば、《御使魔術これ》もまた……？

「東さん、もしや生徒会が？」

　すると委員長もまた、なにかに気づいた様子だった。

「さきほど、わたしが生徒会の話をしかけたとき、あなたはご自分の用事とも……つまり、《御使魔術ゲーテイア》とも無関係ではないと……」

「……ええ」

　ユキハは頷うなずいた。

「言われたのよ。もしこちらに入る意志があるのであれば、せめて《御使魔術ゲーテイア》くらいは習得してからにしてほしいって。……使い魔がいるのなら、それが最低条件だって」

「では、やはりもうひとつの生徒会が──〈終ついの生徒会〉が接せつ触しよくしてきたのですね？」

「ええ。焰さんに《御使魔術ゲーテイア》の話を聞いた、すぐあとだったわ」

「なるほど。となると、〈終の生徒会あちら〉もあなたが〈人馬宮サイン〉を得るタイミングを待っていたわけですね」

　なんだ？　〈終の生徒会〉？

　さっきは〈序はじまりの生徒会〉って言ってたと思ったんだが──生徒会ってふたつあるのか？

「…………」

　委員長はなにやら考え込んでしまった。

　いったいなんの話なんだ？

「キミオくんにもちゃんと話すわよ。もともとアンタには、〈継けい承しよう〉が終わったら話そうと思ってたのよ。ただ、〈人馬宮サイン〉を得るまでは私にその資格はないって、そう思っていたから」

「資格？」

「ええ。〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉に参加する資格よ」

〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉──魔術界の頂点、次期〈天てん帝てい〉を決める戦い。

　やはりここで、その言葉が出てきた。

「でも今、私は〈人馬宮サイン〉を得た。経験の足りない私はまだまだ未熟だけど、これで他ほかの十二魔女に対たい抗こうできる。少なくとも、圧あつ倒とう的てきな力で捻ねじ伏ふせられることはないわ」

　いくら十二魔女とはいえ、〈サイン〉がなければその力は普通の魔女のそれとそれほど変わるものじゃない。その違いを決定的にしているのは、〈サイン〉の有う無むなのだ。

「その戦いの上で、《御使魔術ゲーテイア》が関係してくるっていうのか？」

「戦い……というか、うーん、なんて言えばいいのかしら。確かに、《御使魔術ゲーテイア》自体は戦う上で有効な手段になると思うわ。でも、今はそういうことを言ってるんじゃなくて……」

　ユキハはどう説明していいものか、考えあぐねているようだった。

　確かに俺は、〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉に関してほとんどなにも知らない。

　ただ「十二星座の頂点に立つ者が魔術界の頂点に立つ」ということくらいしか──十二魔女自身はもちろん、〈旧家〉の関係者であれば、もう少し具体的に知っているようなんだが……。

「んじゃ、まあ……とにかく《御使魔術ゲーテイア》を成功させることが、お前の目的を果たす上で必要ってことなんだな？」

「ええ。そういうことになるわね」

　──まずはそこだ。ひとまずは、それがはっきりしてくれればいい。

「はぁ、とりあえず説明はまた今度でいいや。もうこんな時間だし、腹も減ってきたし」

「ほんとアンタはいつもいつも……」

　話は今度、時間のあるときにでもゆっくりとしてもらおう。

　さすがに今日は、ユキハも疲つかれただろう。

　──それぐらいは、俺だって顔を見ればわかる。







　そうして俺たちは寮りようへと戻もどる。りゆだけは別の寮なので、途と中ちゆうで別れた。

「東さん、少しいいですか？」

　すると帰路の途中、ずっと黙だまっていた委員長が、考えをまとめるようにしてユキハに尋たずねた。

「東さんは、なぜ《御使魔術ゲーテイア》が失敗したと思ったのですか？」

「なんでって……どう見ても失敗じゃない？」

「どう見ても、とは？」

「だって、真っ直ぐ飛ばなかったし」

「真っ直ぐ飛ばなかったら失敗なのですか？　もしかしたら、動作としてはあれで正しいのかもしれませんよ？　まだ気づいていない効果があるだけで」

「…………」

「失敗したという実感があったのですか？　星の奇跡に応えられなかったという感覚が？」

「っていうか、なんか……」

　委員長はどうしてそんなことを訊きくのか──

　ユキハもまた不思議に思ったようだが、首を傾かしげつつも彼女は答えた。

「なんていうか、ちょっと『違う』って感覚が……あったのよね」

「『違う』、ですか？」

「うん。うまく言えないんだけど」

　委員長はその言葉になにか引っかかるものがあったのか、珍めずらしく食い下がった。

「もう少し、具体的に言えますか？」

「具体的に？　うーん、なにかが足りない……いや、違うわね。なにかが『おかしい』というか……」

　ユキハは言葉を選びつつ、自分の感覚を伝える。

「偽物を本物だと思っているような……そのせいで計算に間違いが生じているような……そんな『違い和わ感かん』、かしらね」

「偽にせ物ものを本物だと……」

　うーん。でも魔ま術じゆつを使うのに、本物とか偽物とかあるのか？

　そもそもこの魔術は使い魔を使ってのものだから、偽物もなにも──

　……ん？

「東さん。その『違和感』というのは、これまでに感じたことがありましたか？」

「これまでっていうのは、これまで魔術を使ったときってこと？」

「はい。これまで感じなかったものを、今日に限って感じたのですか？」

「そうね。こんな違和感を覚えたのははじめてよ」

「やっぱり……」

　ちら、と。委員長が俺を見た。

　……え。

「でも、それがどうかしたの？」

「いえ、たいしたことではないのです。すみませんでした」

　そう言いながらも、委員長は俺になにかを訴うつたえかけている様子だった。

　えっと……もしか……して？

「あ、いけね。忘れ物しちまった」

　寮に着いたとき、俺はそう言って踵きびすを返した。

　ユキハは呆あきれている様子だったが、それから寮の前でこっそり待っていると、しばらくして委員長が出てきた。

　俺はその場を離はなれるべく、委員長の手を取ると、素す早ばやく建物の陰かげに隠かくれた。







「すまないな。委員長」

「いえ、気づいてもらえて助かりました」

　心なしか委員長の頰ほおが赤い。なんか、さっきまで俺が握にぎっていた手を自分の胸に当てて、もう片方の手で大切に包み込むようにしている。

「で……さっきユキハが言ってた『違和感』ってのは、やっぱり？」

「はい」と、委員長が頷く。

「これまで魔術を使ったときには感じたことがなく、今日に限ってなにかが『違う』と感じた……その違和感の正体とは、キミオさん。恐おそらく、あなた自身です」

　……やっぱりか。

「これまで東さんが使用してきた魔術というのは、彼女ひとりで行うものだったはずです。自分の体調さえ万全であれば問題がなかった。しかし、今日の魔術は……」

　──「使い魔を使う」魔術だった。

「東さんは、はじめて使う『キミオさんに』違和感を覚えたのです」

　偽物を本物だと思っているような、とユキハは言った。

『偽物』──その心当たりはある。

　なぜなら俺は、自分を偽いつわっている。

　本当の実力を隠して『偽者』を演じている──『本物』ではない。

　つまり。

「何度やっても《御使魔術ゲーテイア》がうまくいかなかったのは、俺のせい……か？」

　俺の言葉に、委員長が再び頷いた。

「でも、どうしてそんなことになっちまうんだ？」

「キミオさん。東さんの使い魔となったときに、〈主従契けい約やく〉を交かわしたでしょう？」

「ああ、やったな」

　それは使い魔が己おのれの主人を決めるときに交わす誓ちかい。

　騎き士しが王に忠誠を誓う際、剣けんを預けるように──

　というと聞こえはいいが、実際は逆。

　魔女が使い魔という下げ僕ぼくを定める際につける首輪、という表現の方が正しい。

　要は「こいつはあたしの使い魔よ」と印をつけることで、他の魔女がそいつを使い魔にできないようにするのだ。

「その際、使い魔の情報は魔女の中に登録されるのです。《御使魔術ゲーテイア》使用時には、そのときの情報がもとになりますから──」

「……そういうことか」

　魔女の中に使い魔の履り歴れき書みたいなものが登録されているとしたら、いざ《御使魔術ゲーテイア》を使おうとしたときに、「誰だれお前？」みたいになる。

　いや、むしろ同一人物だからこそややこしいのだろう。明らかに別人だったら、話はもっと簡単だったはずだ。

　その感覚を、ユキハは『違和感』と言った──

「たとえるなら、あの機関銃マシンガンのように撃うち出される無数の矢バレツトの中に、ひとつだけ材質の違ちがう、オモチャの矢バレツトが混ざるようなものです」

　規格は同じなのに、ひとつだけ鉄製じゃなくプラスチック製になっているような。

「そうなれば当然、明後日あさつての方向にも飛び出すでしょうし、下手をすると──」

「……暴発の可能性もあった、か」

　まだ俺があっちこっち突つっ込むだけで済んでよかったってことか。ユキハを巻き込まずに済んだのだから。

「じゃあ、俺が自分の正体を隠し続ける限り、《御使魔術ゲーテイア》は成功しないってことか？」

「そうなります」

「そっ、か……」

「……やはり、東さんに打ち明ける気はないのですか？」

　委員長はじっと俺の目を見つめた。

　確かに、それが一番の方法なんだろう。

　けど──

「前にも言ったように、できるだけ俺の正体を知っている人間は少ない方がいい……その考えは今も変わらない」

　ユキハを信しん頼らいしてないわけじゃない。

　でも、それとこれとは話が別だ。俺は──

「東さんは優ゆう秀しゆうな魔女です。こんなことを続けていれば、遠からず『違和感』の正体に気づいてしまうでしょう。それでもですか？」

「…………」

「……そうですか」

　委員長は少し残念そうだったが、それ以上、追つい及きゆうはしなかった。

　彼女はいつもそうだ。一歩引いたところで、俺たちを見守ってくれている。俺は申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「では問題の解決には、『キミオさんの状態がどうあれ、いかなる銃じゆうにも適応する弾たまとなる』必要がありますね」

　それであれば、ユキハが違和感を覚えたとしても正常に撃ち出される。

　動作が正常であれば、違和感があったとしてもしばらくは誤ご魔ま化かすこともできるだろう──と。

「そんなことができるのか？」

「ひとつだけ方法が……なくもないです」

　その言い回しが、それを達成するための困難を示しているように感じられた。

　でも、選せん択たくの余地はない──ユキハは自分の目的を果たすために《御使魔術ゲーテイア》が必要だと言った。そして、それを妨さまたげているのは俺自身の都合。

　ならば、それがどんなに困難でも、やらなければならない。

「とっ……」

　そのとき、俺の携けい帯たい電でん話わが鳴った。

「悪い、委員長。──はい、もしもし？」

　かけてきたのはユキハだった。前に「一応」と念を押された上で、お互たがいの番号を登録しあった覚えがある。

　この学園はちょっと特殊な場所にあるとはいえ、生活していく上での一通りの設備が整っている。携帯電話の電波に関しても然しかりだった。

　ちなみに俺の携帯電話についているストラップは、とあるテーマパークのマスコットキャラクターなんだが……ま、それはどうでもよろしい。

「アンタにお客さんよ。さっさと帰ってくれば？」

　それだけ言って、電話は切れた。

　……お客さん？




　　　　３




「──うむ、来てやったぞ」

　委員長には、またあとで話を聞かせてほしいと頼たのんで──戻もどった寮りようの部屋。

　そこにはなんと、昨日『猫ねこの学校』で出会った、あの少女の姿があった。

「って、お前……」

「なにを動どう揺ようしている。後日改めて、と言ったではないか」

　そりゃ動揺するだろう……まずは自分の奇き行こうを思い出してみようか。

　いや、それはともかく、どうして俺の部屋が……？

「そんなもの、匂においをたどってきたに決まっているではないか」

　うん。まさか奇行の上うわ塗ぬりをしてくるとは。

「ねえ、キミオくん。もしかして、この娘こがその……例の……告白、の……？」

「……まあ、そういうアレだな、はは」

　ユキハが耳打ちしてきた。どうやら彼女も、昨日の話の相手と気づいたようだ。

　いや、浮うかれてる場合じゃないんだが。

「じゃあ彼女が、キミオくんのＰＣに住んでるっていう……？」

「おかしくね？　いざ実物を前にしても仮想と言い張るとか？　その恐る恐る聞く感じが、なんだかとってもムカつくんですけど？」

　どうやら、どうあっても認めないつもりらしい。

　まあ、その気持ちはわからないでもない。なぜって、誰より俺が信じられないのだから。

「告白？」

　すると、俺たちの会話が聞こえてしまったようだ。昨日の彼女は、その言葉に反応した。

「ああ、そういえば昨日、告白がどうとか言っていたな。もしかしてオマエ、上官わたしがオマエに愛の告白をしたとか勘かん違ちがいしていたのか？」

「え？」

「それでその態度なのか……可哀かわい想そうな奴やつだな。愛情に飢うえているのか？　友達でよければなってやろうか？」

　あ、あれ？　なんで俺が同情される話の流れになってんの？

「あーやっぱりね。うん。どうせそんなことじゃないかと。うん」

　なんか、ユキハがすごく納なつ得とくした顔をしてる。すごく。

　は？　なにが？　別にわかってたし？　がっかりとかしてないしぃ？

「そんな可哀想なオマエよ。まずはひとつ、訊ききたいことがある」

　その呼び方はなんだよ。あと、その目やめろよ。俺、別に可哀想じゃねえよ。やめろったら。

「オマエに選ばせてやろうと思うのだ。この多大なる恩情に感謝せよ」

　つかこいつ、さっきから態度が偉えらそうだな。俺を見下すかのように踏ふん反ぞり返かえってる。

　そういえば、出会ったときからなんだか偉そうだったな。

「選ばせる？」

「知れたこと。オマエをなんと呼ぶのかをだ」

　は？　俺をなんて呼ぶのかって……。

　……ああ。要するに、俺の名前を知らないから名乗れって言ってんのか。

　こんな上から目線で名前を訊かれたのは、はじめてだ。

「俺は、君月秋生」

「きみつき、あきお」

　一言一句を確かく認にんしていくかのように、声に出していく。

「どういう字を書く？」

「君主の君に、お月様の月。季節の秋に、生きるって字だ」

「ふむ。むつかしい漢字ばかりだな……ひらがなで覚えておこう」

　なにを言ってるんだろう。もしかしたら、可哀想なのはこいつの方なんじゃないだろうか。

「……ん？　『きみつきあきお』？　はて、どこかで聞いたような……」

　と思ったら、なにやら首を傾かしげた。いったいなんなんだよ。

「まあいいか。ではオマエのことは、これより──うむ、キミオと呼ぶとしよう」

　なに、俺の呼び名はそうなるようにみんなで示し合わせでもしてるの？

「ではキミオ、こうしてオマエを訪ねた理由だが──」

　どうやら、ようやく本題らしい。

「上官わたしはな、オマエに恩返……ちょ、ちょっとした頼み事があってな」

「頼み事？　俺に？」

「うむ。それなのだが……ん？」

　と、言いかけた昨日の少女は、そこで言葉を切ると、

「ときにキミオ。ひとつ尋たずねるが──この性しよう悪わるそうな女は何者か？」

「えっと……誰のことだ？」

　とはいっても、この部屋には俺たちの他ほかにユキハしかいないわけだが。

「なんなのだ、この邪じや悪あくな生物は。さきほどからニヤニヤと……」

　ユキハは俺の状じよう況きようがよほどおかしかったらしく、まだ半笑いだった。どうやら、それが彼女の癇かんに障さわったらしい。

　ユキハが邪悪って、こいつ──

「──もしかしてお前、すごくいい奴なのか？」

「おいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ⁉」

　俺の問いに、ユキハが憤ふん慨がい。というか、爆ばく発はつした。

「いきなりなんなのよ！　初対面の相手に！　性悪って！　しかも邪悪？」

　そして昨日の彼女（いい人）に食ってかかった。

「初対面の相手をニヤニヤと笑いながら見ていたのはオマエだ。不ふ愉ゆ快かいなのはこちらなのだが？」

　言われて、ユキハは二の句が告げられずに押し黙だまった。

「それはちょっと、キミオくんの……なんでもない。確かに……そうね。私が悪かったわ。ごめんなさい」

「ふん。それでキミオ、こいつはいったいなんなのだ？」

「ああ──暴力が仕事のひと？」

「おいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ⁉」

　なんかみんな正直な想おもいをぶつけ合ってるみたいだから俺も正直に答えただけなんだが、ユキハが再び爆発した。

「なにサラッと言ってんのよ！　そんな紹しよう介かいってある？」

　だが、正直者は痛い目に遭あった。おかしいな。正義は死んだのか。

「キミオをイジめるのはやめろ。暴力が仕事のひと」

「そのおかしな名めい称しようで呼ばないで！」

　昨日の彼女（正義の味方）が庇かばってくれた。やっぱりいい人だ。

「え、えっと。一応、自己紹介しておくわね」

　それでもユキハはひくひくと口元を引きつらせながら、会話を続ける努力をしていた。

　そういえばユキハ、外そと面づらはよかったんだよな。俺には極ごく悪あくきわまりない本性しか向けてこないから、すっかり忘れてたけど。

「私はこの、君月秋生くんの魔ま女じよで──」

「ん？　するとキミオ、オマエは使い魔だったのか？」

　しかし昨日の彼女（マイペース）はユキハの話をぶった切る。ユキハが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

「ああ、まあな」

　つか、この学園にいる男って時点で、使い魔以外にありえないような……。

「うーむ。意外だったな。上官わたしはてっきり、この学園にいる男なのだから使い魔かなにかだと……ん？」

　……うん。やっぱり、ちょっと残念な娘みたいだ。自分で自分の言葉に首を傾げてる。

　しかし、しばらくすると彼女の中で結論が出たらしく、こんなことを言った。

「──ということは、キミオ。話をまとめるとだ。つまりオマエは、この極悪非道な魔女に日々こき使われる可哀想な使い魔、ということだな？」

「そうだな。だいたい合ってる」

「おいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ‼」

　ユキハ山は三度、噴ふん火か。

「ふむ、承知した。どうやら、頼み事のついでができたようだ」

「ちょっとちょっと、キミオくんの言うことなんか真に受けないでよ。迷めい惑わくしてるのは、むしろ私の方で──」

「ふん、なんと易やすい噓うそか」

「なによ噓って」

「さきほどからキミオは、オマエと対等の口の利ききようではないか。魔女と使い魔の関係において、そのようなことがあるはずなかろう？」

「そ、それは……」

「それこそ、オマエの使し役えき環かん境きようが劣れつ悪あくということの動かぬ証しよう拠こ。使い魔の反はん抗こうがここまできてしまうまでに、な」

　……ちょっとやりすぎたかな。

　本来、使い魔は魔女に絶対服従。

　そもそもが魔女あってこその使い魔なので、下僕扱あつかいが普ふ通つうだ。タメ口なんて以もつての外。

　けれど、ユキハは性格はまあアレなものの、これで一本筋の通った考えを持つ魔女だ。

「魔女だから」とか「使い魔だから」とかは気にしない。

「…………」

　じろり、とユキハに睨にらまれた。

　やりすぎたな。うん、やりすぎた。

　こういったことで誤解を受けるのは、ユキハとしても不本意だろう。

　俺もお陰かげで肩かた肘ひじ張はらない使い魔生活を送れていることだし、そこに関する誤解は解いておこうか。

「いや、悪い悪い。なんか誤解させちまったな」

「誤解だと？」

「ああ。どうも悪い方に受け取られちまったみたいだけど、それって俺たちにとっちゃ当たり前のことだからさ。別に問題ないんだよ」

「……当たり前？」

「まあこいつにとっちゃ愛の鞭むちっていうか、俺ももうそれなしじゃ生きていけないっていうかだな」

　だからそれぐらい、俺たちはうまくいってるんだと──言いたかったんだが。

「…………」

　あれ？　なにこの空気。

「なんということだ……」

「あ、わかってくれたか？」

「わかった。わかったとも。そうとも、オマエは間違っていない。みんなみんなオマエの言う通りだとも」

「いや、あれ？」

「もう、なにも……言うな」

　なんでちょっと上を向きつつ眉み間けんに皺しわを寄せてるの？

　それは涙なみだを堪こらえるときの仕草じゃなかろうか？

「ふふ、まさかな。もう二度と泣くまいと、あの星と交かわした誓ちかいが……キミオの苦く渋じゆうに満ちた日々を思うだけで、こうも容易たやすく破られようとはな……」

　なんかとんでもないもの破っちゃったらしいけど？

「いや、だからな」

　と、俺が昨日の彼女（ちょっと残念）を本格的に説得しようとしたとき。

「──キミオさんいますか？」

　そこに、委員長のノックの音が響ひびいた。

　しまった。もうそんな時間か。

　ユキハから電話でお客さんなんて聞いたときには、心当たりもなかったし、すぐに終わると思って委員長と約束してたんだ。

　いつまでも来ないから迎むかえに来てくれたんだろう。悪いことをした。

「おお、ユリユリ」

　けれど意外だったのは、扉とびらの隙すき間まから顔を見せた委員長の姿に、昨日の彼女（気さく）が反応したことだった。

「あ、これはこれは、為い槌づちの。どうも……ユリユリ？」

「焰悠里だから、ユリユリだ。どうだ、いいあだ名だろう？」

「……そう、ですね」

　どうやら、委員長的になかったらしい。

「気に入らないのであれば、〈牡お羊ひつじ座ざ〉から取って『おひっつん』というセンもあるが、どうだ？　なんだかお腹が空すいてくる、いいあだ名だろう？」

「……ユリユリでいいです」

　委員長は諦あきらめたようだった。目が泳いでる。

　いや、それはともかく。

「知り合いなのか？　委員長」

「あ、はい。彼女は──」

　答えようとしたとき、委員長は一いつ瞬しゆん、戸と惑まどいを見せた。その目が、ユキハを案じるように見つめている。

　え。まさか……。

「ああ、上官わたしか」

　けれど、昨日の彼女（嫌いやな予感）はそれを受け継つぎ、自ら答えた。名乗っていないことに気づいたのだろう。

「上官わたしの名は、為槌いまり──〈獅子座レオ〉の十二魔女だ」

　その言葉に、部屋中が静まり返った。

　俺たちは息を吞のむ。

　……最初に反応したのは、ユキハだった。

「〈獅子座レオ〉？　ということは、アンタ──〈旧家〉の人間？」

「そうだが？」

　まずい。まずいぞ。

　りゆと委員長だけは例外として認めたようだけど──ユキハは姉を追い込んだ〈旧家〉を許さない。

　怒いかり。それこそが、彼女が聖アルマゲスト学園ここにいる理由だ。

「あっそう。ふぅん。さっきまでは我が慢まんしててやったけど、〈旧家〉となれば話は別ね」

「我慢？　オマエが？　面おも白しろいことを言う。使い魔に我慢を強しいていた、の間違いではないのか？」

「その話はもういいわよ。誤解してたきゃ勝手にしてなさい」

「開き直ったか、クズ魔女が。まさにクズだな。クーズクーズ」

「はん──」

　その侮ぶ蔑べつを、ユキハは鼻で笑う。

「陳ちん腐ぷ」。ただ一言、一いつ笑しように付すかのように。

　そして「本物を見せてやる」とでも言わんばかりに、口を開いた。

〈獅子座レオ〉の魔女、為槌いまりを下から上まで舐なめるように見て──一言。

「アンタってさぁ、なんか太ってもいないのに豚ぶたに似てるわよねぇ」

　おいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！

　は？　なに？　いきなりなにそれ⁉

「ぶ、豚？」

　言われた当人も戸惑っている。恐おそらくは、生まれてはじめてそんなことを言われたのだろう。どう対応していいのかわからない様子だ。

「ええ、周りから言われなかった？　なんか臭においが……あ、ごめん。なんでもないの」

「え……に、臭い？」

　ひどい！　ひどすぎる‼　女の子に対してなんてことを！

「臭い……」

　おいなんか気にしちゃってるじゃん！　懸けん命めいに自分の臭いを嗅かごうとしちゃってるじゃん！

　ちょっと言い返した方がいいって。為槌いまりだっけ？　今は〈旧家〉とか関係なく、とりあえず言い返した方がいいって！

「べ、別に変な臭いなどしないぞ。そもそも上官わたしは、毎日ちゃんとお風ふ呂ろに入っている！」

「げほっ！　ごめ、ちょっと目に染しみ……げほっ！　げほげほっ！」

　目じゃねーのかよ染みたの！　なんで咽むせてんだよ⁉

　なんなの？　鬼おに？　鬼なのこの人？

　為槌いまりときたら、もうすでに涙目じゃねーかよ！

「ううう、ウソをつくなっ！」

「──でさあ。そういやアンタ、最近ちょっと太った？」

　聞いてねえし！

　つかお前、さっき初対面って言ってたじゃねーかよ！　最近って！　便乗してなに言ってんだよ！

「え……そ、そう……か？」

　ってそっちもそっちでなんでまた傷ついてんだよ！　まんまと乗せられてるよ！　お前さっきからずっとユキハの掌てのひらの上だよ！

「……あ」

　と、為槌いまりもさすがに不自然なことに気づいたようだ。

「お、オマエ、上官わたしがアホだと思って、からかっているだろう？」

「あら？　自分でアホだと認め──」

「──上官わたしはアホではないっ！　オマエが上官わたしよりちょっぴり頭がいいだけだっ！」

　ああ、この娘こ……うん。

　無理だよ。お前じゃ無理だ。ユキハには勝てないよ。

　なんだよこの戦力差。あんまりだよ。つか、もうどっちが悪役だかわかんねーよ。

　そもそもユキハはキングオブ毒どく舌ぜつ王。キングと王で二回王者になっちまったが、つまりはそれぐらいの毒舌を標準装備した、毒舌界の住人だ。

　普ふ段だんは俺以外に発揮されることのないその装備だが、相手が〈旧家〉とあってはユキハが遠えん慮りよなどするはずもない。

「う、うう……ん？」

　しかし為槌いまり選手、ここでとんでもないことに気づいてしまいました。

「……オマエの胸、やけに小さくないか？」

「はああああああああああああああああああああああっっっ？」

　すごい！　すごい破は壊かい力！　爆ばく心しん地ちはここです！　救助を！

「むねっ、胸とかむねっ、関係ないでしょ！」

　あ、ユキハに動どう揺ようが。意外と脆もろいな。

　確かに、為槌いまりは服の上からでもわかるほどの豊満な胸をしている。ユキハと比べると、その差は絶望的な──いや、比べるとか失礼だよな。無論、ユキハにではなく。
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「ふふん。どうやらオマエの勤務先は、内地と見える」

　内地？　って……。

　……ないち？

　…………ないちち？

「はいいいいいいいいい？」

　意味を察したらしきユキハが過か剰じような反応を見せる。

「しかも、平野のようだ」

「ちょおおおおおおおおお？」

「いや、更さら地ちか」

「はああああああああああ？」

「ん？　窪くぼ地ちだったか？」

「くぼむかあああああああああああっ‼」

　意外だ。結構、いい勝負になってきた。

　やるな、為槌いまり。

「まあ、気にするなナイチ。胸があっても肩かたが凝こるばかりで、いいことなどなにも……それにしても肩が凝ったな、ナイチ」

「きー！　なにそのカタカナっぽい響ひびき！　つか、なに慰なぐさめてんのよ！」

　……でもどうすんだこれ。収拾つかねーぞ。

「えっと、キミオさん」

　と、そこで事態から取り残されていた委員長が、俺に耳打ちしてきた。

「ちょっと意外な展開になってしまいましたが、彼女です」

「なにが？」

「さきほどお話した、《御使魔術ゲーテイア》をなんとかできるかもしれない相手──それが、あの為槌いまりさんなのです」

「……へ？」




　　　　◇




　────さあ。見立てを、始めよう。




　　　　４




　──そこには『時間』があった。




　そこには『酸素』があり、『重力』があり、『音』があり、『光』があった。

　その空間には、この世の如何いかなる場所とも等しく、それらが存在していた──

　にもかかわらず。

　それらはすべて、この世の如何なる場所ともその在あり方が異なった。

　万物に平等に分け与あたえられるはずのすべてが、そこでは平等ではなかった。

　それが『すべて』であるからこそ、それは平等ではなかった。

『時間』も『酸素』も『重力』も『音』も『光』も。

　この空間にあるすべては──跪かねばならなかったのだ。

　ならば、知っている。

　ならば、人はそれをなんと呼ぶのか知っている。

　本能で。あるいは、今日まで生きてきた知ち恵えとして。書物で触ふれる知識よりも、遥はるかに色いろ濃こく識しっている。

　この世のすべてを眼下に据すえるその存在こそを、人は──




　──『帝みかど』、と呼ぶのだ。




　故ゆえに生徒会室そここそが、『謁えつ見けんの間』と呼ばれるに相応ふさわしい。

「────」

　ならば部屋の主は、帝の座が約束された星でなければならない。

　今こそが、世代交代の時代ときなれば。

　魔術界を統すべる偉い大だいなる〈天てん帝てい〉が玉座を退き、はや十数年。

　その間、十二星座をはじめとする星座たちは、新たな後こう継けい者しやたちに次々と受うけ継つがれていった。

　そしてついに、出で揃そろった──十二星座が出揃ったのだ。

　ならばこそ、始まる。

　次代の〈天帝〉を決める戦い──




　──〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉が。




　そこに最も近き存在として、魔ま術じゆつ界の貴族たる〈旧家〉があり。

　その中にあって「帝の座が約束された星」の姿は、まさにその立場に相応しく、下りた御み簾すの向こう側にあって見えない。

　いや、誰だれもその姿を見た者などいなかった。

　そしてその生徒会室へやは、まるで宇宙そのものに直結でもしているかのように──永えい劫ごうの暗がりに包まれていた。

　そこには上下もなければ左右もなく。

　それもまた、その君の力の為なせる業わざであったのだろうか。

「────」

「……承知いたしました」

　ただその声だけを、御簾を挟はさんでこちら側に控ひかえた従者が伝えるのみ。従者の顔もまた、頭から被かぶった頭ず巾きんで見えない。それはまさに、黒くろ子こであった。

　その前には、ひとつの星座が跪ひざまずいていた。まるで、すでに〈天帝〉である者の御お前まえであるかのように、うやうやしく。

「──〈射手座サジタリウス〉の件は承知しているな？」

　黒子の言葉に、跪いた星が頷うなずく。黒子に人格はない。否いな、その人格など認められてはいない。故に、それはここに存在してもいない。

　ただ、黒子の言葉は御簾の向こうの君の言葉だということだ。

〈射手座サジタリウス〉の件──それは、〈旧家〉という磐ばん石じやくに入ったわずかな亀き裂れつ。

　亀裂自体はたいした問題ではない。しかし古き歴史を持つ彼女たちにとっては、亀裂が入った、ということそのものが問題だ。

「ならば、奔ほん放ぽうな獣けものの内を用いて、その弓を折れ」

　──命は下った。

　跪いた星は、その場から搔かき消えた。影かげさえ残さず。




　それこそが──〈序はじまりの生徒会〉。




　　　　５




　委員長は言っていた。

　どうすれば、上手うまくユキハに合わせることができるのか──

　俺が今の状態を保ったまま《御使魔術ゲーテイア》を成功させる、そんな無茶を。

　無茶でなくさせることができるとしたら、それはこの学園にただひとりしかいないと。

　為槌いまり。

　つまり、彼女の力ちから添ぞえがなくてはならないと。

　……それってどうなのよ？

　俺はユキハの〈使い魔〉。そして彼女は、ユキハが嫌きらっている〈旧家〉の人間。

　しかも、〈獅子座レオ〉の十二魔女。

　……それってどうなのよ（二回目）？

「で、話というのは？」

　そうして悩なやむ俺の前には、今、その為槌いまりの姿がある。

　場所は喫きつ茶さ店てん──それも、いかにも純喫茶といったたたずまいの店。言ったら悪いが、あまり客が入っているようには見えない。

　学園内にもカフェなんかがあるにはあるが、あえて学園の外の、こういった店を選んで待ち合わせた。

　なぜって、学園の中や、女の子が好みそうな小こ洒落じやれたカフェなんかで話していて、もし万が一にもユキハと鉢はち合あわせたら──

　というわけで、ここまでご足労いただいたわけである。

「えっと……為槌、さん？　様？」

　この魔術界で、魔女は絶対の存在──しかも相手は、〈旧家〉のご令れい嬢じようにして十二魔女。

　委員長だって、クラスメイトたちから「焰様」なんて呼ばれている。本人はできればやめてほしいみたいだけど。

　しかも頼たのみ事をしようっていうんだ。普ふ段だんなら気にしないが、それが礼れい儀ぎだというのなら、外すわけにはいかないだろう。

　しかし彼女は、そんな俺を見て「ふん」とひとつ鼻を鳴らすと、

「いまりでいいぞ、キミオ。オマエには上官わたしをそう呼んでいい権利を与える」

　などと言い放った。

　なんだよ権利って。と思ったが、俺もまとめて敵視されているわけではないことに、ひとまず安あん堵どする。嫌われては元も子もないのだ。

「その……昨日のことはすまなかった。あいつも悪気はないんだが……」

　いまりはどうにも、〈旧家〉というにはあまりにもらしくない。

　ユキハを狙ねらってきたという節もないし──

　……というより、ユキハが東雪羽だと気づいていないのか？

　どちらにせよ、その委員長にも通じる「らしくなさ」があるからこそ、こうして話せているわけなんだが──

「別に構わんさ。オマエの言う、あいつの暴君ぶりが実感としてわかった」

「それも、だな……」

　……この誤解を解くのは容易じゃないな。というか、ますます強固なものになってしまった感すらある。

「ふん。で？　そんな話をしに来たのか？」

　その声には、やや苛いら立だちが混じっていた。どうやら、いまりのご機き嫌げんを損そこねてしまったらしい。

　仕方がない。今はユキハの件は置いておこう。話がややこしくなる。

「じつはだな」

　とはいえ、頼みづらいことには変わりがない。

　ユキハにも後ろめたいし、いまりにもなんだか申し訳ない──どっちに対しても誠意がない。

　だけど──

「なんだ？　キミオ」

　ええい──もう言ってしまえ！

「お前に頼みがあるんだ」

「頼み？　オマエが上官わたしに？」

「ああ。大事な用なんだ」

「ほう……」

　いまりは驚おどろいた表情こそ見せたものの、値ね踏ぶみすることもためらうこともなく、

「そうか。構わないとも」

　と、あっさりと承しよう諾だくしてくれた。

「え。いいのか？」

　その態度に、俺は拍ひよう子し抜ぬけ。

「もちろんだ。上官わたしはもともと、オマエに恩が……頼み事があって来たのだ。オマエが頼むというのに、否やのあろうはずがない」

「前にもそんなことを言ってたな。それ、どういうことなんだ？」

「それは今はいい。大事な用なのだろう？　オマエの頼みを先に聞こう」

　ありがたい申し出だった。

　……こうなったら、腹を括くくろう。

　気をつけなきゃいけないのは、ユキハにバレないようにすることだ。

　結局は、いまりに頼まないとどうにもならない──だったらせめて、ユキハにはバレないようにしなければ。

　それがユキハの使い魔として、せめてもの義務ってやつだろう。

「ま、おおよその見当はついているがな」

「え？」

「ふん。オマエの豪ごう胆たんさには恐おそれ入るということさ」

「……なんの話だ？」

「謙けん遜そんするな。いかに虐ぎやく待たいされているとはいえ、このような姿をあえて主人にさらすなど、なかなかできるものではない」

「……は？」

「──見せつけているのだろう？　後ろのソレに」

　いまりに言われて、俺は後ろを振ふり向いた。

　すると、そこには見覚えのある鬼おにの姿が──

「……なぜ、ここに」

　鬼ユキハはお供りゆと一いつ緒しよだった。

　場の空気を逸いち早はやく察したりゆが、申し訳なさそうにこう言った。

「ご、ごめん。あたし、ここの名物『「狼おおかみ少年」というと噓うそつきの代名詞だが、「狼少女」というと「狼に育てられた少女」を連想する不思議ドリア』が好物でよく来るんだけど、今日はたまたまふたりで食べに来ようってことになって……」

　それどんな料理なんだよ超ちよう気になるよ！　いや、つか突つっ込むべきは、それを食べたいがために足あし繁しげく通うりゆの方か？　もうどっちでもいいわ！

　……とりあえず、前を向き直した。

　なにごともなかったかのように。

「主人の見ている前で、その使つかい魔まが、あえて主人が嫌う相手に頼み事をする──これは相当なものだ。なんという反はん抗こう心しん。ああ、それほどまでに辛つらい使い魔生活とは」

「あっそう。あーっそう。そういうことなの、キミオくん」

　このふたり誰のことを言ってるんだろう。キミオ？　知らないなぁ。と、俺も辺りを見回してみる。

「見たかナイチ。つまりキミオは、こう言いたいのだ。もうオマエの使い魔など、この世のどこにも存在しないのだと。ここにいるのは、オマエの使い魔などではないと」

「ふーん。あーっそう。よくわかったわ。そういや私の使い魔は、×月×日に二階級特進したんだったわ、忘れてた」

　それ今日の日付だろやばいぞおい。

「えっ……と」

　俺は追いつめられた犯人のように、ゆっくりと席を立ち、ふたりに話しかける。

「……よく聞けよ？　じつはこれには、深いわけがあってだな」

「はーん」

　……怖こわい。怖すぎる。台詞せりふがそれだけってのが、怖すぎますユキハさん。

　そして、いまりはといえば。

「いいだろう、キミオ。この為槌いまり、オマエの頼みを全力で叶かなえようではないか」

　なんだかとても嬉うれしそうだ。

　あれあれ？　これ、考えられる限り最悪のパターンじゃね？




　　　　◇




　────一いつ滴てき目。これがはじまり。




　　　　◇




　……ユキハにはすっかり嫌われてしまった。

　こういったとき、普通なら「あーあ、明日あしたあいつに会うの気まずいなぁ」とか、「どうやってあいつと仲直りしよう」とか、一いつ旦たん、時間を置いて考えるものなんだろうが──

　……こうして帰る場所が同じ場合は、いったいどうしたらいいんでしょうか？

「うわ」

　寮りようの部屋に戻もどってみると、バリケードがしてあった。

　どこから持ってきたのか、ユキハのベッドを中心に椅い子すを積み上げて俺の侵しん入にゆうを阻はばんでいる。しかも有ゆう刺し鉄てつ線せんまで設置してある徹てつ底ていぶり。当人はふて寝ねしているようで、部屋の電気も落ちている。

　それでも部屋の隅すみ──俺の寝ね床どこにたどり着けるだけの道は辛かろうじて残されていたあたりに、ほんのちょっとの情けみたいなものが感じられはしたが……。

　といっても、爪つま先さき立だちで辛うじて通れるギリギリのラインだったが。

（……追い出されなかっただけマシか）

　嘆たん息そくし、たどり着いた部屋の隅で毛布を被かぶって丸まった。

『さきほどからキミオは、オマエと対等の口の利ききようではないか──』

　そうしていると、いまりのそんな台詞が思い出された。

　いまりが指し摘てきするのも当然だ。確かに、俺たちの関係は変わっている。

　いや、変わっているなんて言葉で片付けていいのか──いかにユキハがそういう考えを持つ魔女とはいえ、そもそも俺がそれを受け入れてしまっているのがおかしい。

　たとえば使い魔おれたちは魔女の護衛としてだけではなく、魔女の執しつ事じのように言われるときもあるが──

　執事が雇こ用ようされる際、雇やとい主ぬしが「気き兼がねなく接してくれ」と懐ふところの深いところを見せてくれたからといって、その言葉をそのまま額面通りに受け取る奴やつがどこにいる？

　主人を呼び捨てにするような執事が、いったいどこに？

　そんな奴は執事失格だ。「仕える」ことの意味がわかっていない。

　それが「正解」だ。俺だってそう思う。

　だけど。




　──『あの子』は変わった魔女だった。




　俺のもとのご主人様。

　魔女と使い魔は対等。そんなことを、本気で口にしてしまうような人だった。

　俺が従者らしい態度で接すると、いつも拗すねた顔をしていた。そうすると、「守っている側が『従』なのはおかしい」とか、「世の中、ギブアンドテイクで成り立っているものだ」とか、そんなことを言い出し始めて。

　俺がこうなってしまったのは、あの子の影えい響きようだ。

　いや、本当のことを言うと……合わせていた。

　俺にとって彼女は主人で、そして恩人だった。だから、それもまた使い魔としての役目なんじゃないかと、彼女が望む使い魔おれを演じていた。

　もちろん、すべてがすべてそうというわけじゃないけれど──

　それほどあの子は、俺にとって「特別」だったんだ。

（抜けなくなっちまったよ……クセ）

　そして運良くと言っていいのか、その考えを許容してくれる魔女の使い魔になることになって──

　だから。

　ユキハが望むのなら、俺はその願いを叶えたいと思う。

　俺にできることなら、そのすべての願いを。

　俺がこの学園へ来ることができたのはユキハのお陰かげなのだから。

　一度は諦あきらめた、この学園への入学──

　あの雨上がりの夜に差し伸のべてくれたその手に、報むくいられるように。




　　　　６




　──時にみんなは、どんな体勢で目覚めることが多いだろうか？

　仰あお向むけ？　横向き？　うつ伏ぶせ？

　西洋には「王様は仰向けに、賢けん者じやは横向きに、金持ちはうつ伏せに寝る」という、古いことわざがあるそうだ。

　ちなみに俺は、うつ伏せ派だ。金に縁えんはないが。

　まあ時々、いったいどんな寝返りを打ったらこうなるんだよって体勢で目が覚めることもあるが。

　でも、だからといって──

「おい、ユキハ……」

　──さすがに目が覚めたとき、うつ伏せはうつ伏せでも、女の子に馬乗りされてのうつ伏せだったってのは、生まれてはじめての経験だった。

「……なにしてんの？」

　最初はなにがなんだかわからなかった。いきなり顔を布ふ団とんに押しつけられているような状態で。

　ただ、顔の左右にあるのが誰だれかのふとももだってわかったとき、それが見覚えのあるパジャマで、いつもユキハが着ているものだと気づいたとき、ああユキハが俺の頭に馬乗りになってるんだなってわかって──

　って、わかったからなんなの？　なんなのこれ？

　なんか両手で頭をわしゃわしゃとされながら押さえつけられてるんだけど？

「…………さま」

　そんな俺の耳に届いた、かすかな呟つぶやき。

「……え……さま……」

　それは切なげで。

　けれど、甘えるような声こわ色いろ。

　まるで心から信しん頼らいする者にすべてを捧ささげるかのような──無む垢くなる態度。

（まさかこれは──）

　だが騙だまされるな。

　眠ねむったはずのユキハがこうしたわけのわからん行動を取るときは、ある特定の夢を見ている可能性が非常に高い。

「姉様……♥」

　そう──『姉様』。

　ほわわーんと幸せそうな笑え顔がおを浮うかべている通り、ユキハは大のお姉ちゃん子だ。

　今まさに、彼女は大好きなお姉ちゃんの夢を見ている。そりゃ甘えて当然。信頼しきった様子なのも然しかり。

　ユキハの姉さん。

　ユキハにとっては、両親のいない彼女の親代わりであり──そして魔術界にわずかでも関かかわる者なら知らぬ者のない、〈卿ヘル〉の称しよう号ごうを持つ偉い大だいなる魔女。

　枚挙に暇いとまのない無数の功績を打ち立て、生きたまま『伝説』とすら呼ばれた存在。

　そんな天才、東卿ヘル・アズマとの思い出の日々──

　しかしだ。天才って奴は、天才であるがゆえに性格がぶっ壊こわれているものらしい。

「んんん……♥　姉様……♥」

　ユキハ自身はそりゃあもう幸せそうではあるが、だからといってそれが世間一いつ般ぱんでいう「幸せ」の定義に該がい当とうするかどうかはまた別問題。

　要するになにが言いたいかというと──ん？　動いたぞ。

　今日はなんだ？　いったい、どんな状況シチユエーシヨンの夢を見てるんだ？

「え？　姉様、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ってくれるの？　ええっ？　髪かみを洗ってくれる？」

　風呂？　風呂だな？　髪を洗ってもらう？

　そうか。つまりこの体勢は、髪を洗う体勢だったわけだな？

「えへへ。姉様、ありがとう……」

　って納なつ得とくいくかっ。なんで俺が髪を洗われる側なんだよ？　姉に頭を洗ってもらってる夢を見てるなら、体勢が逆だろ。なんでお前が洗う側になってんだよ？

「あっ……ん、気持ちいい……」

　まあ、寝てる奴と酔よっ払ぱらいに理り屈くつは通用しないけどな……ていうかエロイ声出してんじゃないよ。青少年には毒なんですよ、毒。

「んあっ……は、ぁふぅ……ん、んんっ……！」

　うぐっ。毒がっ。毒が回る……っ！

　おいユキハ。ユキハさん？　お前今、どれだけとんでもない格好でエロボイス発してると思ってんの？

『男の頭に馬乗りになりながら、気持ち良さそうに喘あえぎつつ男の髪をわっしゃわっしゃ』してるんだぞ？　むしろ言ってて恥はずかしい。

「えっ、あ、ちょっ……！」

　──なんてやってたら。

「っ……ん、姉様、そんなところ洗っちゃダメッ……んっ……！」

　なんか……流れが変わった。

「ダメッ、そこ違ちがっ、姉さっ……！」

　違う……違うといえば、パッケージにイメージ画像を載のせているタイプの商品で、「実物と全然違うじゃねえか」とクレームが入るのを恐おそれて、パッケージに描えがいてあるイラストに「これはイメージです」の注意書き、しかしやっぱりクレームが入ったのか、今度はパッケージに写真を載せたけれども、そっちも結局「これはイメージです」との注意書きがついている、画像にも写真にも注意書きがされている商品を見たことがあるんだけど、それってさすがに違うと思うんだ。うん、すごくどうでもいい話なんだけど。

「し、下はっ……ぁ、だ、め……っ」

　そんなどうでもいいことで現実逃とう避ひしている間に、なんだかとんでもないことになっていた。

「……あれ？　なに、このシャンプー……？」

　ん。ユキハの動きが……止まった。

「うん、姉様が洗せん髪ぱつしてくれたあとに使った……そ、そう、下に……なんか、さっきのシャンプーと違うような……」

　詳くわしい状況説明をありがとう。就しゆう寝しん中とは思えないくらい滑かつ舌ぜつがいいな。

「え？　脱だつ毛もう剤ざいと間違えた？」

　……おい。
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「ちょ、ちょっと姉様、あっはっはってそんな嬉うれしそうに……」

　蒼あお褪ざめつつ──それでも、どこかへらへらしているユキハ。

　どうやら今日も、これだけの目に遭あわされながら「優やさしいお姉ちゃんとの心温まるエピソード」ぐらいに思っているらしい。

　こいつって……もしかして相当なドＭなんじゃないだろうか……？







「……やれやれ」

　ようやくユキハ夢地じ獄ごくから脱だつ出しゆつした俺は、部屋の外で扉とびらを背に、ひとつ嘆たん息そくした。

　まあ、あの姉し妹まいの関係はなんだかよくわからないが──

（東卿ヘル・アズマって……今は逃とう亡ぼう中って話だよな）

　以前、ユキハは言っていた。

「姉は〈旧家〉によって追いつめられた」と──そして、「いなくなってしまった」と。

　どうしてそんなことになってしまったのか？

　──それは、優秀すぎたからに他ほかならない。




〈十二魔ま女じよ〉。




　八十八の魔女の最高位に君臨する、たった十二人の魔女。

　その座には、これまで〈旧家〉──「魔術界の貴族」と呼ばれる者たちしか就つくことができなかった。

　即すなわち、最上の血統と最高の教育を与あたえられてきた者たちにのみ許された特権だったのだ。

　なのに、〈旧家〉に縁も所縁ゆかりもない──ただの魔術掛がかりの家に生まれたに過ぎない東卿ヘル・アズマが、そのひとりに選ばれた。選ばれてしまった。

　それは〈旧家〉にとって、許されざることだった。

　決して許してはならない──「罪」であったのだ。

　……そしてなにがあったのか。

　辛つらそうに語るユキハに詳しく問い質ただすことはできなかったが、ただはっきりしているのは、最終的に東卿ヘル・アズマは逃とう亡ぼうし──彼女の「座」は、妹に受け継つがれたということ。

　十二星座のひとつ、〈射手座サジタリウス〉の座が。

　すると〈旧家〉は、今度はその妹をも狙ねらい始めた。

　ひとつは、〈旧家〉に非あららざる十二魔女を処しよ罰ばつするために。

　そして、もうひとつは──

（……取り逃にがしてしまった東卿ヘル・アズマの行方ゆくえを探さぐるために、か）

　そうして、もうじき開始される〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉。

〈射手座イレギユラー〉をひとり、含ふくんだ状態で。

　本来ならば、〈旧家〉出身の十二魔女のみで行われるはずだった〈十二星間戦争それ〉──

　──次の〈天てん帝てい〉を決める戦いが。

　だからこそ、思う。




〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉ってのは、いったいなんなんだ──？







　二滴目 潜伏──古き水の澱おどみ







　　　　１




　あの子は「笑え顔がおを見ろ」と、そう言っていた。

　仲良くなりたい相手がいるのなら、そいつがなにに対して笑いかけているのかよく見てろって。

　笑顔は噓うそをつかない。そいつがなにを大切にしているのか、よくわかるって──




　──でも、あの子はもう、笑わない。




　子供の頃ころから、俺の将来は決まっていたように思う。

　俺は代々〈使つかい魔ま〉を輩はい出しゆつしてきた家系に生まれて。

　そして使い魔というのは、魔女の家に古くから関かかわりのある家いえ柄がらの男が選ばれる──うちにも、古くから付き合いのある家があって。

　だから俺も、納得してたんだ。

　もしもあの子が魔女になったら、俺はその使い魔になるんだって。

　そしてあの子は魔女になった──




　──けれど、あの子は今も、眠ねむり続けている。




〈城の魔女〉。

　あの子から、すべてを奪うばったあいつ。

　明日を、未来を、希望を、夢を……生きているということさえも。

　あの子は今、まるで死んでいるかのように扱あつかわれている。

　まるでこの世に存在しないかのように。

　赦ゆるさない。

　必ず。

「必ずお前を…………」

　きっとあの子は、夢を見ている──




　俺のこの身体からだを使って、夢の続きを見ているんだ。




　　　　２




「──それでは、〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉について説明させていただきます」

　そうして翌日。俺たちは再び、休日の教室に集まっていた。

　当然のことながら無人の教室には、俺たち四人以外は誰だれもいない。

　今日は、前にユキハが言っていた話の続きを聞かせてもらうはずだったんだが──説明役として壇だん上じように上がっているのは、どういうわけだか委員長。

　最初はユキハが説明しようとしていたんだ。でも昨日の件もあって、俺たちの仲は険悪で。

　険悪というか俺が一方的に嫌きらわれているだけなんだが、とにかく説明にならなかった。もう始まった直後から、なにかにつけて俺に絡からんできて。

　そこで、見かねた委員長が代わってくれたというわけだ。

　さすがは委員長。ぼくらの学級委員長、焰ほむら悠ゆ里り。

「〈十二星間戦争それ〉について語るには、そうですね……まずはこの聖セントアルマゲスト学園の生徒会、〈序はじまりの生徒会〉について知らなければなりません」

「〈序の生徒会〉って、この前、委員長が言ってた生徒会だよな？」

「はぁ？　アンタ、そんなことも知らないの？」

　──横からユキハの罵ば声せいが飛んでくる。

「あのな……」

　これじゃさっきと一いつ緒しよだ。委員長が代わってくれた意味がない。

「……あの、昨日、あのあとやっぱり……？」

　りゆが居た堪たまれないといった様子で尋たずねてくる。りゆは別の寮りようだから、一昨日おとといは《御使魔術ゲーテイア》を試ためした直後で別れており、寮での一件を知らないが──誰より空気の読める娘こだ。昨日の一件で、ある程度の察しがついているのだろう。

「別に。なんでもないわよ」

「そ、そっかー。ユキハちゃんの『なんでもない』は、だいたいキミオちゃんに対して怒おこってるときだからなぁ……」

　さすがはユキハの親友だ。手に取るようにわかってらっしゃる。

「…………」

　委員長も気にしているようだ。

　別に委員長のせいじゃないんだが、彼女はユキハといまりがケンカを始める場に居合わせている。彼女もまたその後の顚てん末まつまでは知らないはずだが、恐おそらく発ほつ端たんがそこにあることは想像がつくのだろう。

　なにせ、問題の解決には、いまりの助力が必要だと教えてくれたのは委員長だ。

　しかしそのせいで、どうにも自分のせいだと思ってしまっている節がある。

「悪いな、委員長。続きを頼たのめるか？」

「あ、はい」

「それで、その〈序の生徒会〉っていうのは？」

　気を取り直してもらうよう、説明を促うながす。

　わざわざそう言うくらいだから、ただの生徒会ってわけじゃないんだろう。

「〈序の生徒会〉とは、すべての十二魔女が所属する組織──言わば、八十八の魔女の頂点に君臨する機関です」

　その言葉に。ぞわっと、背筋を駆かけ抜ぬけるものがあった。

　十二魔女が全員……？

　以前の、ユキハと委員長の戦いを思い出す──その実力に戦せん慄りつしながら。

「ですから生徒会に所属することは、この学園の生徒にとって最上のステータス。ただの魔女でも、使い魔でも、決して得ることのできない──十二魔女の証明であり特権、といったところでしょうか」

　説明として律りち儀ぎに付け加えてくれてはいるものの、委員長自身はそれ自体にあまり興味がなさそうだった。

「十二魔女が全員ってことは、委員長も……それに、ユキハも？」

　その言葉に委員長は頷うなずいたが──ユキハは、ふん、と面おも白しろくなさそうに顔を逸そらした。てっきり怒っているせいかと思ったんだが、そこには別に理由があった。

　その理由はあとでわかるんだが、今はひとまず置いておこう。

「そして〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉とは、十二魔女が一堂に会する場である〈序の生徒会〉──それ自体をも意味していました」

　十二の星座が揃そろうとき、〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉は開始される──そのための〈序の生徒会〉。

　それは十二魔女となる女の子たちの年ねん齢れいが近いこと、将来を自分で決められる年齢に達したと見なされることなど、様々な条件が重なってのことだったという。

　もちろん年齢的な例外も存在したが、それも含めて〈序の生徒会〉と呼ぶのだそうだ。

「……ん？　意味していた？」

「はい。今回の〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉は、そうはならなかったのです。誰もが予想もしていなかったことが起こったために」

　それは、ひとりの魔ま女じよの出現がきっかけだった。

『魔導超理論』や『星界二型ボイド測定法』など──それまでの魔ま術じゆつ界の常識を大きく塗ぬり替かえる新理論をいくつも発見、構築した、ひとりの天才ジーニアス。

　あるいは、ひとつの天災カラミテイ。

「それって……」

「そうです、東卿ヘル・アズマ──この世ではじめての、〈旧家〉以外の十二魔女の誕生です」

　そう──ユキハの姉、東卿は一いつ般ぱんの家庭出身。ただの魔術掛がかりの家に生まれた、〈旧家〉とは縁えんも所縁ゆかりもない、歴史上はじめての「一般人の十二魔女」だ。

「ご存知の通り、これまで十二魔女には〈旧家〉出身者しかいませんでした。それは即すなわち、〈序の生徒会〉にも〈旧家〉出身者しかいなかったことを意味します。つまり──」

「〈天てん帝てい〉もまた〈旧家〉出身者ばかりだった……ってことだよな」

　委員長は頷く。だがそんな中に、異分子イレギユラーが入り込んだ。

「魔術界の貴族」たる〈旧家〉にとっては、これまで気に留める必要もなかった「庶しよ民みん」が、自分たちと肩かたを並べる存在として入り込んできたのだ──

　その結果、どうなったか。

「──東卿ヘル・アズマを受け入れるか否いなか、〈旧家〉内に対立が生まれてしまったのです」

　意外だったのは、〈旧家〉の中にも「東卿ヘル・アズマを受け入れよう」という意見があったこと。

　それはあくまで少数派の意見に過ぎなかったが──しかし、東卿ヘル・アズマは枚挙に暇いとまがないほどの偉業を達成してきた逸いつ材ざい。魔術界に対する貢こう献けん度は計り知れない。

　確かに例のないことかもしれないが、そんな魔女をただ「〈旧家〉の血に非あらざる者」というだけで認めないなどと──と、擁よう護ごする者たちが現れたのだ。

「しかしそれは、形けい骸がい化した〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉への反逆を意味していました」

「形骸化？　中身のないものになってたってことか？　〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉が？」

「そうです。キミオさん、これまで十二魔女は〈旧家〉出身者ばかりでした。そしてまた、〈旧家〉には序列があります。それはご存知ですか？」

「ああ。そんな詳くわしいわけじゃないけど」

「では、〈天帝〉は常に序列第一位の家に生まれた者が就いてきたことはご存知ですか？」

「……え？」

　それは揺ゆるぎなき階級社会ヒエラルキー。

　魔術界せかいの頂点は、いつだってはじめから決められていた。

「それじゃ……」

「そうです。〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉とは、世間に対する体ていのいいアピール──〈天帝〉とは、実際は序列第一位の家による世せ襲しゆうによって成り立ってきたのです」

　つまりは、ただの出来レース。

　あらかじめ決められている勝者をただ勝たせるためだけの「戦争」──

「それが、〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉の正体……？」

「はい。これまでは」

　その言葉を、委員長は繰くり返した。

「今世代の十二魔女において、〈天帝〉となる定めにあったのは〈乙女座ヴアルゴ〉──〈序の生徒会〉の現生徒会長です。今回の〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉は、彼女が勝つ『予定』でした」

　しかしそれは、成らなかった。

　東卿ヘル・アズマを──〈旧家〉の血に非ざる者を受け入れるか否かで、〈旧家〉に生じた論争。

　それは「本来は資格のある者から、その資格を取り上げるか否か」ということ。

　その問題はつまり、「天帝となる資格を持つ他ほかの十一人の十二魔女から、その資格を剝はく奪だつしてきた」世襲の問題となんら変わりなかった──

「東卿ヘル・アズマの問題は、恐らくきっかけに過ぎなかったのでしょう。この形骸化した〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉に不満を持っていた者たちは、少なからずおりました。その不満が、ついに爆ばく発はつしてしまったのです」




　──我々は等しく星に選ばれた魔女。

　なのになぜ、競きそい合うこともなくその頂点を譲ゆずり渡わたさねばならないのか──




　それまで水面下でしか行われていなかった対立が、ついに表面化。

　そして東卿ヘル・アズマを擁護していた〈天秤座リブラ〉をはじめとする十二魔女たち数人が、〈序はじまりの生徒会〉から脱だつ退たいしてしまったのだ。

「脱退……？」

「そうです。それは、序列による天帝世襲の否定を意味していました。そうして──」

　──彼女たちは『真の生徒会』を謳うたい、〈終ついの生徒会〉を作り上げた。

「その『真の生徒会』とは、生徒会が設立された本来の理由に立ち返る在り方もの。即ち、〈天帝〉は十二魔女によって競われるべきだという──その実じつ践せんです」

　次の〈天帝〉を決めるべき『生徒会』が、ふたつに分かれた……？

「でも、いくら十二魔女といっても、数人が嫌いやだと突つっぱねた程度でこれまでのやり方が変わるわけじゃないだろ？　残る奴やつらが賛成したのなら、〈天帝〉は変わらず、その序列第一位の〈乙女座ヴアルゴ〉が継つぐだけなんじゃ……」

「それが、そうはならないのです。なぜなら〈天帝〉とは、自分を含ふくむ十二魔女全員の承しよう諾だくがあってこそ、はじめて就つくことが許されるのですから」

　──〈天帝〉とは、新たな星座。

　あの夜空に輝かがやく八十八の星座に、新星が加わることを意味する──八十九番目の星座として、大いなる力を手にすることに他ならない。

　それゆえに、天帝の選別には「すべての十二魔女の承諾」が必要とされる。

　つまり、奪うしかなくなったのだ。

　力ずくで。

　あるいは、知略で。

　己おのれこそが覇は者しやであるという、その『資格』を。

　自らに宿った〈魔術〉という名の大いなる奇き跡せきで──

「…………」

　俺は絶句していた。

　そのとき、この世界を駆け抜けた衝しよう撃げきは尋じん常じようではなかっただろう。

　これまでずっとずっと変わらず続いてきた、序列の破は壊かい者が現れたのだから。

「でも、そんなこと──」

「これほどの大事件なのに誰だれも騒さわいでいないと？　それはそうでしょう。『生徒会の分ぶん裂れつ』は、世襲で決着をつけてきた〈旧家〉としては大事件ですが、世間から見ればこれまでとなんら変わりない〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉なのですから」

　そうか。大多数の人間にとっては、俺自身がそうであったように、「〈天帝〉は十二魔女によって争われる」程度の知識しかないんだ。

「じゃあ、今、本当の〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉は──」

「はい」




　──それは、〈序の生徒会〉と〈終の生徒会〉との激げき突とつ。




〈序の生徒会〉は旧来の伝統を重んじ、〈乙女座ヴアルゴ〉を〈天帝〉の座に就かせるべく。

〈終の生徒会〉は悪しき慣習を破壊し、〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉を在あるべき姿へと戻もどすために。

　双そう方ほう、それぞれが信じる正義のために戦う──大魔術戦争。

「ふたつの……生徒会……」

　そうか──でなければ、そもそもユキハにチャンスなんかなかったんだ。

〈終の生徒会〉が行動を起こさなければ、すべては世襲で決着をつけられていたのだから。

「じゃあ、ユキハが『天帝を目指す』って言ってたのは……」

「そ。〈終の生徒会〉に参加するってことよ」

　ユキハは答えた。

〈終の生徒会〉は現在、〈天秤座リブラ〉が暫ざん定ていリーダーを務める形でまとまっているそうだ。

　だが、基本は所属魔女による合議制だという。

　打だ倒とう〈序の生徒会〉が成った暁あかつきには、改めて〈終の生徒会〉メンバーで競い合い、〈天帝〉を決めるつもりなのだとか。

　だからこそ、ユキハにもチャンスが生まれる。

　もともと東卿ヘル・アズマを擁護していた人たちだ。ユキハが〈旧家〉外の出身だからって差別は起こらないだろうし、確かに、そこに身を寄せるのが最良の選せん択たくだろう。

「…………」

　ただ、ユキハの口調はどこか精せい彩さいを欠いていた。

「どうかしたのか？」

　まあ、まだ昨日の件を怒おこっているせいだろうが……なんだか「迷っている」ようにも感じられた。

「別に。ああ、〈終の生徒会〉へ参加するに当たって、ひとつ条件が示されたの」

「条件？」

「そ。使い魔がいるのなら、せめて《御使魔術ゲーテイア》くらいはできるようになってからにしてほしいって」

　そうか。それでユキハは、一昨日おととい……。

「でも、東卿ヘル・アズマを擁護してた人たちだろ？　なのに、そんな条件とか……」

「彼女たちが擁護していたのは、あくまで姉様。私じゃない。妹だからって関係ないわよ」

「そういうもんか？」

「そりゃね。……それに、本当に擁護してたのかどうかも怪あやしいもんだし」

「どういう意味だよ？」

「世襲による〈天帝〉の継けい承しように不満を持ってたんでしょ？　そんなときに、姉様が現れて〈旧家〉が擁護派と排はい斥せき派に分かれた──これ幸いと便乗して作られたのが、〈終の生徒会〉かもしれないじゃない」

「おい、そりゃつまり……」

　つまり──東卿ヘル・アズマの騒ぎを利用しただけってことか？　隠かくれ蓑みのとして？

「〈終の生徒会〉だって〈旧家〉なのよ？　ほんとのところはわからないわよ」

　やはりユキハは、頭から〈旧家〉を信用していない。

　しかし、ユキハはすぐにハッとして、

「ご、ごめん。りゆと焰さんは別よ。信じてるわ」

　慌あわててふたりに謝った。ふたりは特に気にしていないようだが……。

　やはり、ユキハの〈旧家〉に対する不信の根は深い──無理もないことだが。

「ま、まあ、《御使魔術ゲーテイア》の件は、要するに魔ま女じよとして経験不足だって言われてるのよ。こればっかりは事実だし、仕方ないわね」

　俺がまだ微び妙みような顔をしていたせいか、ユキハは続けた。

「彼女たちだって必死なんでしょ？　足手まといが加わっても迷めい惑わくなのはわかるわよ」

　俺が気にしていたのは、そこじゃなかったんだが……まあ、ユキハが納なつ得とくしてるのなら、それは別にいい。

　でも、〈終の生徒会〉への参加か。だとしたら、なおさら《御使魔術ゲーテイア》を成功させないといけないな。

　これ以上ユキハを怒らせないように、上手うまいこといまりに──

「ん？　いま……〈獅子座レオ〉はどっちの生徒会なんだ？」

　訊きいた途と端たん、ユキハに睨にらまれた。

「……どっちなんだ？　委員長」

「為い槌づちさんは、〈序の生徒会〉ですね」

「そっか……」

　もしかして、ユキハはそれを知っていて絡からんでいたのか。

「彼女を庇かばうわけではありませんが、それが当たり前なのです。〈旧家〉出身で十二魔女となった者は、入学すると同時に〈序の生徒会〉に入ります。そこに疑問を持つことなど、本来はありません」

　そういうもんか──いや、確かに当たり前のことかもしれない。普ふ通つう、生まれついた家に疑問を持ったりはしない。

　そういう意味では、〈旧家〉の在り方に反発し、〈終の生徒会〉を作った〈天秤座リブラ〉たちは、それだけの意志をもって離り脱だつを決意したということなのだろう。

　ユキハが言っていたような思おも惑わくがあったかどうかは別として──

「……あれ？　委員長も〈序の生徒会〉なんだよな？」

　それがそのものズバリ当てはまるのは、委員長自身も一いつ緒しよだ。となると、ユキハの入ろうとしている〈終の生徒会〉とは敵対関係にあるはず。

「先日までは。わたしはすでに、〈序の生徒会〉から除名処分を受けています」

「除名処分？　……クビってことか？」

「はい。先日、わたしがみなさんに言おうとしたのも、その件なのです」

　じゃあ、生徒会からの呼び出しってのは──

「でも、なんだってそんな……」

「先日の一件で、不興を買ってしまいまして」

　先日の一件ってのは、つまり──委員長たちがユキハを襲おそった『〈人馬宮サイン〉回収事件』のことだろう。

　最初は〈旧家〉ぐるみの事件だと思っていたが、実際は、委員長を後押ししている連中──焰家、またその取り巻きたちが仕組んだものだった。

　……妹りゆという人質を取って、委員長を従わせて。

「気にしないでください。覚かく悟ごしていたことですから」

　委員長はまんざらでもない様子だった。

　直接の原因となった焰家の思惑は、彼女の本意ではなかったけれど──それでも彼女は自分のしたことをちゃんと受け止めて、その上で、ユキハについた。

　それは〈天秤座リブラ〉と同じように、紛まぎれもない、焰悠里の「決意」なのだ。

「それじゃ委員長も、〈終の生徒会〉に？」

「……今のままであれば、いずれそうなるだろうと思います」

　その言い回しは、どこか含みがあるように聞こえた。

　だが、そのことについて考える間もなく、

「〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉に関して、わたしが知ることは限られています。他ほかの情報としては、〈序はじまりの生徒会〉に〈蟹座キヤンサー〉か〈蠍座スコーピオン〉のどちらかが所属しているらしい……ということくらいです」

　意外なことだが、委員長でもあまり詳くわしい内情は知らないらしい。

　入学してそれほど期間が経たたない内に除名されてしまったというのもあるんだろうが、彼女曰いわく、焰家は〈序の生徒会〉内では序列が低い家なので、まともに情報が下りてこなかったのだとか。

「え？　でも焰家って、〈旧家〉じゃ相当上の家いえ柄がらじゃなかったか？」

　……委員長が斑まだら保ほ家から焰家に「贈おくり物の羊」として捧ささげられた一件を思い出す。

　でもそれは、それだけの高い地位にいたからじゃないのか？

「〈旧家〉全体で見れば、そうかもしれませんが……。それに斑保家は、焰家の……『畜ちく家いえ』ですから」

　言いづらそうに、委員長はその言葉を口にした。

『畜家』──それは〈旧家〉内において、ある一定以上の序列にある家柄であれば、当然のものとして持っている「保険」なのだという。

　魔女とは星が選ぶもの。人じん為い的にはどうにもならない要素が絡んでくる。

　詳しい説明は省くが、その上で〈旧家〉は「選ばれやすい」ようになっている──しかし、それだって完全じゃない。

　だから『畜家』を用意しておくのだという。

　自分の家の子が、もしも星に選ばれなかったら──と、別の可能性という名の「保険」を用意しておくのだ。

　斑保家は、焰家のそうした『畜家』のひとつなのだという。

　委員長にとってもあまり気分のいいものではないのだろう。いつも冷静な彼女らしくもなく、歯切れが悪かった。

「……悪い。つまんないこと言わせちまった」

「いえ。しかし〈天秤座リブラ〉の扇せん動どうに動じることなく〈序の生徒会〉に在り続けた十二魔女は、魔術の黎れい明めい期きから〈旧家〉を支え続けてきた最古の家柄ばかりと聞きます──序列でいえば、焰家など及およびもつかない家々ばかりでしょう」

　それらは歴史を重んじる。

　己おのれの祖先が築いてきた歴史を。その歴史とともに歩んできた家柄を。

　それこそが誇ほこりなのだから──それを守ることこそが役目であり、そうすることが魔術界のためになると、本気で信しん仰こうしている。

　それがたとえ、〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉を形けい骸がい化することになろうとも──

「そして魔女の多くは、自分の星座をそう簡単に明かすことはありません。なぜなら自分の星座を知られるということは、自分の弱点を知られることに等しいのですから」

　それはわかる。ユキハの例から考えても、〈射手座サジタリウス〉だから何々が苦手、ってのは相手にもわかってしまうことだ。

　なるほど。となると、委員長が知らなくても無理はないか。




　──整理しよう。

　現在、〈序の生徒会〉にいると判明している十二魔女は、生徒会長の〈乙女座ヴアルゴ〉、それから〈獅子座レオ〉と……恐おそらくもうひとり、〈蟹座キヤンサー〉か〈蠍座スコーピオン〉。

〈終ついの生徒会〉は、暫定リーダーを務めているという〈天秤座リブラ〉──

　加えて、〈射手座サジタリウス〉のユキハと〈牡羊座アリエス〉の委員長は……現在、在野の魔女。

　全部で半数ほどの所属がわかっている。

「在野？」

　俺の言葉に反応したのは、意外なことにユキハだった。

「ああ、歴史ものなんかでそういう言い方するだろ？　才能があるのにまだどこにも所属していない、野に下っている武将とかさ」

「…………」

「……魔女に言うのはおかしいか」

「おかしいわね。だってキミオくんだもの」

　なにそれ名言みたいに言ってんの？　言葉の最後に「ユキハ」ってつけて売り出すの？

　──と、いけね。もうこんな時間か。

「説明ありがとな、委員長。よくわかったよ。それじゃ俺は、これで」

「──どこ行くのよ、キミオくん」

　やだユキハさん、目め敏ざといですね。

　さわやか、かつ自然に教室から出てきたはずの俺を、ユキハが追いかけてきた。委員長とりゆの姿はない。

「まさか、〈獅子座レオ〉のところに行くんじゃないでしょうね？」

　おやおやユキハさん、いつの間に魔女からエスパーにジョブチェンジを？

　いや別に、今日ちょっとこのあと彼女と約束してるとかそういうわけじゃなくてですね、ただ難しい話を聞いたので頭の中を整理するためにその辺をぶらっといたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだだ！

　ちょっと！　矢の先っぽ！　なんかいつもより尖とがってる！

「そっ、そうだ。《御使魔術ゲーテイア》がうまくいったら、またお前の頭を撫なでてやるから」

「──え」

　ぴたり。そう言ったら、ユキハの動きが止まった。

「え、ほん……と？」

「ホントホント」

　かぁっと。一気にユキハの顔が真っ赤に染まっていく──彼女は唇くちびるをすぼめて、その期待に胸を高鳴らせているかのようだった。

　咄とつ嗟さに出てきちまったが……そうなのだ。これがユキハの弱点。彼女は、頭なでなでに非常に弱い。

　もともとは、ユキハは親代わりである姉をあれだけ慕したっているというのに、当の姉には一度も頭を撫でてもらえなかったということからきている。

「はっ！」

　だが、その効果も長くは続かなかった。

　ユキハは、今度は別の意味で顔を真っ赤にして──

「最低ねアンタッ！」

　……うん、まあ、これはちょっと最低だったかな……。




　　　　３




　そうして俺が待ち合わせ場所である、今は使われていない昇しよう降こう口に着いたとき、いまりはすでにそこにいた。

　下げ駄た箱ばことして使われていないせいか、彼女以外の人ひと影かげはまったくない。今回もまた、小こ賢ざかしくも予防線を張ってみたわけだが……すでに無む駄だに終わっている。

「悪いな。待たせたか？」

「いや、そん……どうした、その顔は」

「ん？　俺の顔がどうかしたか？」

「うむ。驚おどろくよりも先に、むしろ『人間の顔ってここまで腫はれるんだ』という発見に感動してしまうレベルになっているのだが……なにがオマエを限界にまで挑ちよう戦せんさせた」

「へえ。前が見えないせいでよくわからなかったよ」

「ふむ、これはここまでたどり着けた奇き跡せきに胸を熱くするシーンだったか……まあいい。それでは、上官わたしの寮りように行こうか」

　と、いまりは俺の手を取った。手の表面に伝わる彼女の体温が、あまりに不意だったせいか──俺は一いつ瞬しゆん、動どう揺ようしてしまった。

「ん？　そんなにフラついていては、歩きにくいだろう？」

「お、おお。悪い」

「心配しなくとも、手はちゃんと洗っているからキレイだぞ？　ホントだぞ？」

　どこかズレているいまりのそんな心配をよそに、俺は自分の鼓こ動どうが少しだけ速くなっていくのを感じていた。

　さすがに俺だって、急にそんなことをされたらドキッとしてしまう。

　しかも本人にその自覚はないようだが、いまりは結構な美少女だ。外見が整っていることもさることながら、どこか無む邪じや気きで、そして積極的で──

「……ん？　いまりの寮？」

「うむ。その方が、落ち着いて話ができるだろう？」

「いや、それはマズくないか？　ただでさえ俺は、女子寮住まいのせいで周囲の敵対値ヘイトが高いってのに」

　そんなことを言いながらも、なんだか動揺する自分を誤ご魔ま化かすための言い訳っぽいな、なんて思えてきてしまう。

　でも実際、これ以上、敵が増えても困る。

「問題ない。上官わたしの寮は、『個人寮』だからな」

「『個人寮』？」

　この学園に通う生徒の大半は寮住まいだ。そのため、学園の広大な敷しき地ち内には無数の寮が存在している。

　その中には、一いつ般ぱん生徒が利用する寮とは別の、「特別な」寮が存在するという。

　それは、たったひとりのためだけに存在する特別な寮──







「どうした？　キミオ」

　はっ。あまりに想像を絶する光景に、思わず立ち尽つくしてしまった。

　女子寮の時点で十分に立派な洋館だったのに、そこにあったのは、最も早はやそれと比べるのも馬ば鹿からしいほどの──西洋御ご殿てん、とでも言えばいいのか。

「これが……個人の寮？」

　彩いろどり溢あふれる豪ごう奢しやな庭園。

　その向こうに聳そびえる、まるでお城のようなお屋や敷しき。

　聞くところによると、個人寮に住まう権利を持つ者は、望むすべてが与あたえられ、なんと専用の使用人まで付くとか──

　それはまさしく、黄金こがね色いろに輝かがやく今こん生じようの楽園だった。

「入学と同時に与えられた。くれるというものを拒こばむ理由もあるまい」

　とは、いまりの言。

　なにその「お父様が別べつ荘そうを用意してくださるというから、致いたし方なく☆」みたいな感じ。むしろ俺の敵対値ヘイトが上がったんだけど。

　そんなお嬢じよう様さま待たい遇ぐうの寮への入寮資格は、「〈序はじまりの生徒会〉に所属している」こと。

　つまりここは〈旧家〉のお嬢様たちが住まう、生徒会御ご用よう達たしの寮だということだ。

　つか「寮」って「共同宿舎」って意味じゃなかったっけ？　「個人寮」って矛む盾じゆんしてない？　それ「寮」って呼ぶ意味あるの？　ただの「家」じゃない？

　……なんて思うのは、ただのひがみか。

「しかも、上官わたしの希望まで聞いてもらってな。これも、日々がんばる上官わたしを〈旧家〉の皆みなが認めてくれた証あかしというものだろう」

「……ん？」

　いまりはそう言いながら嬉うれしそうな表情を見せたが、なんだか違い和わ感かんのある言い回しだった。

「〈旧家〉の皆って……お前だって〈旧家〉だろう？」

「それはそうなのだが、我が為槌家は、代々〈旧家〉の皆を守ることを使命としてきた。それが認められて、今があるようなものだからな」

「へえ……」

　例の、序列ってやつかね。

　でもそうか。出会い方がアレだったせいであんまりそういう印象がないけど、いまりも〈旧家〉ってことはお嬢様なんだよな……。

　とりあえず二人部屋なのに部屋の隅すみにしか領土を持たない俺に謝ってくれると嬉しい。なんだか胸の奥にどす黒い感情が込こみ上げてくるんだ。

　ちなみに、元〈序の生徒会〉である委員長も、こうした個人寮への入寮資格を有していたらしいが──

「わたしは他のみなさんと一いつ緒しよで構いません」と、辞退しているらしい。同じ生徒なのに自分だけ特別扱あつかいされるのは嫌いやだ、ということで。

　さすがは委員長、平等だ。平等ってのは、自分を含ふくめて平等ってことなのだろう。

　その委員長が「為槌いまりなら俺の悩なやみをどうにかできる」と言ったのは、いまりの家が理由ということだった──

　いまりの家、為槌家は。

　代々、「魔ま女じよでありながら使い魔でもあるようなものなのだから」と。







「魔女でありながら使い魔でもある？　それって、りゆのような？」

　そう教えられたとき、俺は委員長にそう問い返した。

　りゆは〈龍座ドラコ〉の魔女にして、〈牡羊座アリエス〉の使い魔でもあるからだ。

「いえ。りゆは確かに魔女ですが、使い魔としては『使い魔という立場』であるだけ──身体からだを鍛きたえているわけではありません」

　どうやら委員長は魔女と使い魔、双そう方ほうの能力の違ちがいのことを言っているらしい。

　魔女は『魔術』を使い──

　使い魔は『武術』を使う──

　基本、魔女と使い魔の違いはそこにあると言われている。

　星座によって力を与えられる魔女は、そもそも身体を鍛える必要がない。

　しかし使い魔は、身を立てる術すべを己おのれを鍛えることでしか持つことができない──男はそもそも星に選ばれることがなく、星座の恩おん恵けいに与あずかることはできないからだ。

「じゃあ、戌いぬ丸まる先生のような？」

　しかし、どこにでも例外というものは存在する。

　俺たちのクラス担任である戌丸先生もまた、魔女であり使い魔。

　しかし、りゆとの違いは、魔女のみならず使い魔としても実力者であること──それこそ、教師として生徒に教えるほどの使い手だ。

「そうですね。戌丸先生の方が近いかと」

　委員長は今度こそ頷うなずいたが、その言い回しには含みがあった。

「似てるけど正解ではないってことか？」

「はい。確かに先生は尊敬する魔女であり使い魔でもあられますが、この場合においては、『魔術』と『武術』、どちらも使えるという話でしかありません」

「というと？」

「言ってしまえば、それぞれが独立しているということです」

　その言葉に俺は首をひねる。独立している？

　すると、委員長は続けた。

「戌丸先生の魔女としての『魔術』と、使い魔としての『武術』は、別々のものなのです。その成り立ちも積み重ねてきた歴史も、別個に独立しているものであり、決して混ざり合うことはありません」

　やっぱり言わんとしていることがわからない。

　そりゃ夜空に浮うかぶ星座が起こす奇跡と、強さを追い求めた果てに人が研けん鑽さんを積み重ねてきた武の道とじゃ、発はつ祥しようから背景からなにからなにまで違う。

　でも、そんなのは当たり前のことだ。委員長はいったいなにが言いたいんだ？

「しかし〈獅子座レオ〉の為槌家は──魔術に合わせた武術を追求し続けてきたのです」

「魔術に合わせた……武術？」

　その奇き妙みようなフレーズは、やけに耳に残るものだった。

「言うなれば、戌丸先生は『魔法使い』であり『戦士』ですが──」

　そして委員長は、こう言った。

「──為槌家は、『魔法戦士』なのです」







「さあ。遠えん慮りよせずに上がってくれ」

　いまりに手を引かれたまま、俺はお屋敷の玄げん関かんへとやってきた。

　両開きのその扉とびらは、あまりにも巨きよ大だいだった──その横には、扉よりもさらに大きな身体を持った二対ついの騎き士しの彫ちよう像ぞうがたたずんでいた。

　甲かつ冑ちゆうに身を包んではいるものの、人間というよりもまるで巨人といった方がいいほどの巨きよ軀く。その上、手にしているのはその身を越こえる大おお斧おの。

　それが斧を振ふりかぶった状態で、こちらを睨にらむように凝ぎよう視ししているのだ。ものすごい迫はく力りよくだった。

「どうした？　ほら」

　今にも斧が振り下ろされそうで、扉に近づくのが躊躇ためらわれるほどだったが……いまりは気にする様子もなく、扉へと近づいていく。

　そりゃ彼女にとっては見慣れているものなんだろうから、気にすることはないんだろうが……。

　と、いまりが扉に手をかけたその瞬しゆん間かん。

　──憤ふん、と。

　まるでそれを合図とするかのように、左右の騎士が一いつ斉せいに動き出した。

　それはまさに一瞬の出来事。

　すでに限界まで引き絞っていた斧を力いっぱい叩きつけるのに必要な時間は、わずかもなかった──

「……お」

　瞬間、呆あつ気けに取られたが。

　すぐにとんでもないことが起こったと我に返り、

「おい！　いまり！」

「──なんだ？」

　けれど──思わず叫さけんだ俺に、いまりのいささか吞のん気きな返答が届いた。

　彼女はかわしていたのだ。

　まるで稲いな妻ずまのような刹せつ那なの、それも左右からの同時攻こう撃げきを──

「ふむ、今日は扉に触れた瞬間だったか。なかなかいいタイミングだが、もう少し反応を早めんと鍛たん錬れんにならんな」

　……なに言ってんの？

　鍛錬？　鍛錬って言った？　今。

「それではキミオ、上官わたしのあとに続いてくれ」

「っておい──」

　言うが早いか、いまりはどんどん先へと進んでしまう。

　巨大な玄関の向こうには、真っ赤な絨じゆう毯たんの敷しかれた長い長い廊ろう下かが広がっていた──

　思わずぎょっとした。

　それもそのはず。廊下の左右には入口と同じ巨像が配置されていたのだ。それも均等に隙すき間まなく──その数、百は下らない。

「……ちょっと待て。そいつらも襲おそってくるんじゃないのか？」

「ん？　なにを言っている。襲ってくるとわかっていたら、鍛錬にならないだろう。襲ってくる彫像もあれば、襲ってこない彫像もある。毎日、動きもタイミングもどいつが襲ってくるかも、すべてランダムになるように設定してある」

「……お前ほんとになに言ってんの？」

　それってやっぱり動き出すのは前提ってことじゃないの？

　それはゴーレム。凶きよう悪あくな武装に身を包んだ、破壊の権化ゴーレム──

　──一体目。

　もうその時点で、その鍛錬はまともじゃなかった。

　そいつはいまりが通り過ぎて、しばらくしてから襲いかかったのだ。「こいつは今日は動かない」と、安心した隙すきを狙ねらうかのように──

　そうして完全に背中を向けていた、いまりの背後から襲いかかった。

「ふん」

　にもかかわらず、いまりは軽く跳ちよう躍やくするだけでその一撃をかわした。

　そして──

　まるで、大地が鳴動するかのようだった。

　それがいまりの魔術だったのか──彼女の拳こぶしが震ふるえたように見えた次の瞬間、その拳はゴーレムの身体を貫つらぬき、あまつさえ突つき崩くずした。

　二体目、三体目。そいつらはまるで阿あ吽うんの呼吸であるかのように一斉に襲いかかった。

　いまりが一体目の身体を貫いた、その瞬間に襲いかかったのだ。

　しかし、それさえもいまりを捉とらえられない。まるで背後に──いや、全身に目があるかのように、正確にふたつの攻撃を見切っている。

　次の瞬間に響ひびいたのは、二体目、三体目のゴーレムが床ゆかに沈しずんでいく音だった。

「なんだよ、これ……」

　万事が万事、そんな調子だった。

　もう何百回、何千回と繰くり返してきたパターンを踏とう襲しゆうするかのように、ゴーレムたちはそれをさらに上回る意外性で攻撃を仕し掛かけてくる。

　なのに、いまりには届かない。ただのひとつさえも捉えられない。

「ん？　どうしたキミオ、早く来い」

　さらには、離はなされた俺を気き遣づかう余よ裕ゆうさえ見せている。

「……なあ。さっきから思ってたんだけど、ゴーレムの破壊力がおかしくないか？」

「おかしい？」

　通常、訓練に用いられるのは、『木ウツド』を材料とするゴーレムだ。

　しかし、これはどう見ても『木』の破壊力じゃない──いまりには当たっていないが、床や壁かべの破壊の跡あとを見れば、それが尋じん常じようじゃないのはわかる。

　となれば、『石ストーン』。

　ゴーレムは材質によってその強さが変わる。最下級といわれているのが『紙ペーパー』で、そこから『木』、『石』、『鉄アイアン』と、材質が上がっていくにつれて頑がん丈じようさ、破壊力など、あらゆる基き礎そ値が上がっていくのだ。

　だが、『石』のゴーレムを訓練相手とするのは、自殺行こう為いと言われている。

　なぜなら、訓練相手に用いられるような──つまり「戦せん闘とう」を処理できるような高性能なゴーレムに『石』レベルの破壊力を持たせたら、大事故にも繫つながりかねないからだ。

　だから訓練相手には『木』、力仕事などの単純作業には『石』のゴーレムを使うのが、一いつ般ぱん的なゴーレムの運用法とされている。

「これ全部、『石』のゴーレムじゃないか……？」

　なのにいまりは、『石』のゴーレムを訓練相手に用いている。

　一発でも当たったら──全身の骨が砕くだけ散ってもおかしくないってのに。

「『石』？　ああ、子供の頃ころは『石』を使っていたな」

　しかしいまりは、そんなことを言って。言葉の意味が吞のみ込めずにいる俺に、さらにこんなことを言う。

「ここにあるゴーレムの材質は、すべて『鉄』だ。『石』の如ごとき脆ぜい弱じやくな材質、我が鍛錬に相応ふさわしいはずがなかろうが」

「…………」

　……もう、なにを言えばいいのかわからなかった。







「──では、くつろいでくれ」

　そうして通された部屋は、見事な調度品で飾かざられた応接間。

　……ではなく。意外なことに、あの外観からは想像もつかないほど質素だった。

　使い古されたテーブル、傷いたんだ椅い子す──部屋も狭せまく、家具はどれもいつ修理が必要になってもおかしくないようなものばかり。

　こういう……趣しゆ味み、なんだろうか？

　それとも上流階級では今、むしろこういうのが流行はやってるとか？　アンティーク趣味みたいなもん？

　そのいまりは俺をこの部屋に通すと、「すぐに戻もどる」と言って出て行った。

　個人寮りようは専用の使用人も好きに雇やとえると聞いていたが、いくら待っても出てくる様子はなし……一応、いまり本人が珈琲コーヒーを置いていってはくれたが。

「待っている間、その辺のものを適当に食べていてくれ」と言い残して。

「……お？」

　テーブルの上に、皿がひとつ置かれていた。

　机の上に無造作に積み重ねられた雑誌の陰かげになって、すぐには気づけなかった。

　これが、お茶ちや請うけ……なのだろうか？

　てっきり、いかにも貰もらい物って感じで缶かんに入ったまま放置されていたクッキーのことを言ってるんだとばかり思っていたが……。

　……しかし。

（カマボコ……だよな）

　カマボコだ。皿の上に載のっているのは、紛まごうことなきカマボコだ。

　珈琲のお茶請けにカマボコ……？

「…………」

　考えた末、ひとついってみることにした。

　もしかしたら、メチャメチャ合うのかもしれない。この組み合わせは聞いたこともないが、もしや上流階級では常識レベル……？

「ばぼっ！」

　そんなわけなかった。微み塵じんたりとも合わねぇ。

　カマボコの瑞みず々みずしい弾だん力りよくが珈琲の水分を弾はじき、まったくもって絡からみ合わない。ぶっちゃけ、お互たがいの足を引っ張り合っているだけの存在だった。

「ああっ！」

　そんな大声に振り返ると、そこにはいつの間にか、いまりの姿があった。

　俺を指差し、その指先をプルプルと震わせている。

　いや、俺を、というより──

「……このカマボコがどうかしたか？」

「ふん──どうやら、我が軍の機密を知られてしまったようだな」

　いまりはひとつ嘆たん息そく。やれやれと首を振ふったかと思えば、やがて唇くちびるを引き締しめ、緊きん張ちようした面おも持もちで俺を睨にらんだ。

「知られてしまった以上、オマエをこのまま家に帰すわけにはいかなくなった──」

「はあ」

「オマエには、ふたつの選せん択たく肢しがある。ひとつは我々と行動をともにすること。そして、もうひとつは……」

　そこまで言って、いまりは遠い目をする。

「……ふう。できれば、この先は言わせないでほしい」

「もしかしてお前、このカマボコを捜さがしに行ってたのか？」

「ぎっくう」

「お前はカマボコが大好物。帰宅したら真っ先に食べようと、楽しみにしていた。なのにうっかりここに置きっぱなしにしちまって、冷蔵庫にしまわなかった。お前はそれに気づかず、冷蔵庫までカマボコを取りに行った──」

「…………」

「当たったか？」

「……まさか、そんなことまで知ってしまったとは。『カマボコダイスキ』──トップシークレットの暗号だぞ。これは極きよつ刑けいもやむなし、か」

「勝手に食べちまって悪かったな。つまんだのは一切れだけだから、残りは無事だ。置きっぱなしだったせいで、ちょっとパサついてるけど」

「──うむ。最良な判断だ。オマエはいい選択をした」

　そうして、戻ってきたカマボコを幸せそうに食べるいまりを見ていたら──

　ふと、同じくカマボコが好物だった、『猫ねこの学校』の校長を思い出した。

　この前は結局会えなかったけど、元気でやってるかな……。







「……んで。あんなのが普ふ通つうなのか？　お前の家は」

　ようやく落ち着いた頃ころ合あいを見計らって、俺はいまりにそう尋たずねた。

「あんなというのは、どのことだ？」

「ああいう……なんて言うんだ、自分の家に帰ってきただけなのに、ゴーレムに襲おそわれるような環かん境きようというか」

「ああ」

　すると、いまりは「なにを当然なことを」といった目で俺を見た。

「上官わたしは為槌家に生まれた者──その『誇ほこり』を受け継つぐ立場にある。そのために必要な日々の鍛たん錬れんは、当然であろう？」

　星座に選ばれるのは、いつだって女の子──

　だから魔ま術じゆつ界は女系によって社会が構成されている。「まずは魔女ありき」で語られる世界なのだ。その家で一番えらいのが女性、というのもなんら珍めずらしくない。

　まして、彼女は〈旧家〉。

　しかもその口くち振ぶりからすると、家か督とくを継ぐ立場なのだろう──後こう継けい者しやともなれば、相応の責務を求められる。

「それは、為槌家が代々積み重ねてきた歴史の集大成。それはときに意志であり、ときに技術でもある。それを受け継いだ者であるということの誇り──為槌家の者である、ということの誇り」

　受け継いできたもの──それこそが。

「『魔術に合わせた武術』……ってやつか？」

「ほう、知っていたか。その通りだ」

　いまりは誇らしげに頷うなずく。

「為槌家は、常にこの力を頼たよりにされてきた。この力をもって〈旧家〉を守ってきたのだ──〈旧家〉の剣つるぎとして、守護神として。やがてこの力は、〈王権の象徴ウル・グルラ〉とさえ呼ばれるようになった」

「へえ……」

　さっきも「〈旧家〉の皆みなに努力が認められた証あかし」なんて言い方をしていたし、為槌家っていうのは、〈旧家〉の中でも武官としての面が強いようだ。

「〈旧家〉と呼ばれる家々は、魔術界の黎れい明めい期きから続く古い古い歴史を持つ──それは、言うなれば『魔女の在あり方』を追求してきた歴史だ」

「魔女の在り方？」

「そう。魔術の深しん淵えんは底知れず、人間ひとに許された時間をどれだけつぎ込もうと、目の前の霧きりさえも晴れない」

　どこか興奮気味に、いまりは言う。

「それでも我々は立ち止まらず、前へ前へと進んでいく──だからそれは変化の歴史だ。現状に満足せず、常に上を目指す」

「そうして為槌家が行き着いたのが、『魔女は身体からだを鍛きたえなくてもいい』って考えからの脱だつ却きやくだったってわけか？」

「そうだ。『魔女こそが身体を鍛えるべきなのだ』と、上官わたしの先祖は考えた」

『魔法戦士』──あの、魔術を最大限に利用するかのような動き……。







　委員長は言っていた。

　為槌家は「魔女は身体を鍛えなくてもいい」という考えから脱却することで、独自の道を歩み始めたのだと。

　だから戌丸先生が『魔法使い』と『戦士』の両職を兼かねている存在だとしたら、為槌家は『魔法戦士』なのだと。

「『魔法戦士』とは、ただ『魔術が使える戦士』というわけではありません。覚えた魔術をいかに有効に使うか、どうすればより高い威い力りよくを出せるか、その追求をしていく職業なのです」と。

　たとえば手の平から火球を放つのであれば、それはその場で撃うつよりも相手に密着した状態で撃った方が強い──ならば足運びの鍛錬をしよう。

　たとえば水を操あやつるのであれば、水場そこは己おのれの領域エリア──いつまでも潜もぐっていられるように、肺を鍛えよう。

「それは、『魔法使い』と『戦士』の両職を兼ねているのとは、また違ちがうのです」

　自分はいったいどんな魔術を扱あつかえるのか？

　自分の星座はいったいどんな特性を持っているのか？

　そのためにどう身体を鍛え、なにを身につければいいのか──すべて「魔術に合わせて」考える。

「為槌家は『魔女は身体を鍛えないもの』という前提を放ほう棄きし、魔術の効果を最大限に発揮するための身体的鍛錬を積み重ねてきた御お家いえなのです」

　それこそが「最強」と信じて──

　ユキハは魔術を放つとき、基本的に弓を構える体勢を取る。それと同じように、いまりの場合はまるで武術家がそうするかのような構えを見せていた。

　魔女よりもずっと、使い魔に近い。

　けれどその動きは、まさに「魔術が使える前提で」のものだった。

　武術を身につけた者があとから魔術をも身につけた──あるいは、その逆であったのなら、恐おそらくああはならない。

「でも、それが《御使魔術ゲーテイア》を成功させることと、どう関係があるんだ？」

　俺がそう訊きいたら、委員長はこう答えた。

「キミオさん。あなたもまた、使い魔として武術を習ったでしょう？　そうして鍛錬した日々が、あなたにあれだけの強さを与あたえているのではありませんか？」

「……まあ修しゆ行ぎようはしたな。師し匠しように散々シゴかれたよ。俺が強いかどうかはともかく」

「そうして鍛えられたキミオさんと、普段のキミオさん──その差が東あずまさんの中で処理できていないのが、今回の事態を引き起こしている原因です」

　そう。俺が登録情報とは異なる状態──異なる矢になってしまっているのが原因だ。

「ですが、もしも普段のキミオさんを魔術側に合わせることができるのなら──」

「……そうか。もし、そんなことが可能なら……」

「はい。登録情報と異なっていても、魔術の成否には影えい響きようを出さずに済むかもしれないのです」

　それが可能なのは、為槌家だけなのだと──




　　　　◇




「むー」

　ユキハのその唸うなるような嘆息は、湯ゆ煙けむりの中に溶とけていった。

　ここは大浴場。

　女子寮りようには共用の大浴場と各部屋に備えつけとなっている浴室と、風ふ呂ろ場ばがふたつある。

　ユキハは多くの生徒と同じように、大浴場の方を好んでいた。誰だれだって小さな浴よく槽そうよりも、広々とした湯船にのびのびと浸つかりたいものだ。

　入学してからしばらくの間は、自室に備えつけの方を使っていたが──

「むむむ」

　その「理由」となっていたものが終わった今は、なにもこだわる必要はない。好きな方を使えばいい。

　と、大手を振って、大浴場の湯船に浸かっていたのだが──

「むーむむむーむむむむむー」

　ユキハの頰ほおがみるみる膨ふくらんでいく。

　多くの生徒から羨せん望ぼうを受ける立場にあるユキハとしては、あまり人前で見せられるような姿ではない。これならむしろ、備えつけの浴室を使っていた方がましだろう。

　たまたま穴場の時間に重なったのか、自分以外の利用者が見当たらなかったのが幸いだったが──いや、むしろそうであったがために、思考が深まっていってしまったか。

　一度考え始めたら、思考は加速度を増してしまった。

　ユキハのその有り様は、その「理由」を解決してくれた相手の態度が原因だ。

「ふんっ」

　──そいつのお陰かげだと思った。

　本当ならすぐにでも終わらせることができたはずの「それ」を、いつまでも終わらせることができなかったのは、自分の弱さ。

　憧あこがれの──もはや崇すう拝はいしているといってもいい姉の代わりが自分なんかに務まるはずはないと、そう思った。

　いや、思ったばかりではない。屈くつしてしまった。

　膝ひざを折り、まるで祈いのるかのように──倒たおれ込んでしまった。

　なのに。

　そんな手前勝手な都合でひどいことをしてしまったのに、そいつは笑って許してくれた。

　それどころか──

「あーもうっ！」

　だっていうのにだっていうのに！

　あろうことか、あんな女になびいちゃって！

　なによなによなによ──

　と、ユキハは湯の中に沈しずんでいく。ぶくぶくぶくぶくと、気き泡ほうを立てながら。

　──だいたい。

　そいつは、そのあとに起きたことも否定してくれちゃって。

（まあ、それは別にいいわよ。私の勘かん違ちがいだって言うのなら）

　だって、そいつの言葉に救われたことは変わらないから。

　……もちろん、納なつ得とくはできないけれど。

　でもでも──！

「……なにかあったのですか？」

　ざばっとユキハが水面に浮うかび上がったとき、その声は届いた。

　びくり、とユキハは身体を硬こう直ちよくさせる。自分以外、誰もいないと思っていたから。

「え？　あ……焰、さん？　い、いたのね……」

「はい。じつはいたのです」

　そこにいたのは委員長、焰悠里だった。

　大浴場の湯船の中には、雰ふん囲い気き作りのためかご大層なオブジェが設置されている。丁度、その陰になっていたので気づかなかった。

　……恥はずかしいところを見られてしまった、と、ユキハの頰が染まっていく。でも、まだ悠里でよかったとも思った。

　頼るべき者の少ないユキハにとって、悠里は数少ない理解者だ。

　その印象こそ淡たん々たんとしているものの、態度は常に誠実で、信用できる。

〈旧家〉というものに対する自分の感情は、決して変わらないだろうが──それでも悠里が味方になってくれたことは、ユキハにとって得え難がたい宝だった。

　……それはそうと。

　ちらり。と、ユキハは悠里の姿を盗ぬすみ見るように見る。

　小さい身体だ。りゆと双ふた子ごというだけあって、その背せ丈たけもほぼ一いつ緒しよ──こうして裸はだかで間近にすると、その小ささが如によ実じつに感じられる。

　精せい巧こうな人形にたとえる人がいるのもよくわかる。ユキハとしては、本人の茶目っ気も含ふくめて、まるでぬいぐるみのようにも思えるが……。

　いや、そんなことはどうでもいい。

　問題は、胸──

「ぐっ……ぬ、ぬ」

　意外と大きい。どういうことだ。

　背丈から考えて、自分と似たり寄ったりだと思っていただけにユキハはショックだった。

　いや、正直に言おう。

　絶対に、自分より小さいと思っていた。

　仲間だと思っていた。戦友ともだと。しかしどうやら、そちらの方では味方になってくれないらしい。……この裏切り者め。

（きっ……着き瘦やせするにもほどがあるでしょ……！）

　見た目がアレで中身がコレってどういうことだ。

　神は死んだのか。仏はいないのか。世界など今すぐ滅ほろんでしまえ。

　──ユキハが思わず吐はき出したため息は、絶望色に塗まみれていた。

「どうして、そんな顔をしているのです？」

「いやいやっ、別にっ」

「…………」

「……すみませんでした」

「誰に謝っているのですか」

　ごめんなさいごめんなさい生きていてごめんなさい。

「それで、どうしたのです？」

「い……いや、別に。なんでもないわ」

「為槌さんのことで、なにかありましたか？」

「な、なんで？」

「いえ、先日の一件もありますし……もしや、と」

「な、なにもないわよ」

　一いつ瞬しゆん、喉のど元もとまで出かけた言葉。

　けれどどうしてか、キミオが為槌いまりについていったことは言えなかった。

　悠里が相手なら、別に愚ぐ痴ちってもよかったのだろうが──なんというか、自分の立場でそれを言ってしまうと、まるでキミオが主人である自分を裏切ったように、悪く聞こえてしまうような気がして……。

　いやいや、違う。なんというか、それはあんまりだというか、別に裏切ったんじゃないし、きっとなにか深い事情があったんだろうし。

　いや、違くって。えっとえっと、その──

「ほんとに違うんだって！」

「……はい。そうですね。違います」

　あれ？　どうしてか、悠里の自分を見る目が優やさしかった。気がする。

「何事もないというのならいいのですが──そうだ、東さん。為槌さんについてひとつ、お伝えしておきたいことがあります」

「え……アイツについて？」

　ユキハはどきり、とした。あまりにもタイムリーすぎて。

「はい。為槌さんには、使つかい魔まがいません」

「……へ？」

　だからなんなのか。使い魔がいない魔女など、それほど珍めずらしくもない。

　確かにいた方がいいかで言ったら、いた方がいいに決まっているが──なんで改めてそんなことを言い出すのか、ユキハにはわからなかった。……が。

「ま、そうでしょうね。あんなヤツに使い魔なんてねー。大方、使い魔の方がついていけなかったんでしょ」

　気づけば、そんなことを口走っていた。愚痴が違うところで噴ふき出してしまったようだ。

「さすがは東さん。その通りです」

「え？」

　しかし悠里からは、予想外の返答。

「為槌さんに使い魔がいない理由は、まさに使い魔が彼女についていけなかったからです」

「……どういうこと？」

「為槌家は古い歴史を持つ家です。家同士の格──序列でいえば、焰家など遠く及およびません。為槌家はその長い歴史の中で、常に〈旧家〉の守護者を務めてきたのです」

「〈旧家〉の……守護者？」

「はい。剣つるぎとなりて〈旧家〉に降りかかる災わざわいを払はらい、ことあらば陣じん頭とうに立って戦せん端たんを開く──言うなれば『戦せん神じん』です」

「戦神……」

「だからこそ、為槌家の者には常に武力が求められた。〈サイン〉を持つ十二魔女はただそれだけで強大な武力を保有していますが、それとはまた異なる『強さ』が求められたのです」

　そして悠里は、厳おごそかな口調で言った。

「しかしそれゆえに、誰だれ一人ひとりとして為槌さんの使い魔にはなれなかった……」

　使い魔とは一いつ般ぱん的に、魔女の家に古くから関かかわりのある家の男から選ばれる。

　名家である為槌家に生まれたいまりには、それこそ志願者は掃はいて捨てるほどいた──にもかかわらず。

「……いえ、使い魔たりえなかった、というべきでしょうか」

「使い魔……たりえなかった？」

「はい──すべて彼女によって潰されたからです」

　水を打ったような静せい寂じやくが、ふたりきりの大浴場を支配した。

「……どういうことよ」

「為槌家はその戦神たる役割ゆえに、魔女としては独自の路線を歩んできました。その代表となるものが、魔術に合わせた武術──魔術と武術を融ゆう合ごうさせた闘法、〈王権の象徴ウル・グルラ〉です」

　それは「魔術を使う」前提で窮きわめた魔術。

　じつに効果的な魔術の運用法──

　そしてそれゆえに、術者本人もやがて「魔術に引っぱられる」ようになるという。

「魔術によって活性化された肉体は、通常ではなし得ない速さ、強さを体得するのです」

「なるほど。でも、それがどうして使い魔と関係してくるの？」

「そんな為槌さんの鍛たん錬れんに付き合わされた使い魔は、どうなると思いますか？」

「あ……」

　ユキハも悠里が言わんとしていることを理解した。

「いくら使い魔が身体からだを鍛きたえているとはいえ、彼女は常に増幅ブースト状態──言うなれば、〈牡羊座アリエス〉の《御使魔術ゲーテイア》を受けている状態に等しいのです。強化の系統が違うので単純に同一視はできませんが、通常の使い魔がついてこれるものではありません」

「…………」

　そうして段々と、ユキハの顔が蒼あお褪ざめていった。

「彼女はキミオさんを気に入っていたようなので、少し心配だったのですが……そうですか。なにもないのなら、いいのです」

「ちょ、ちょっと用事を思い出したわ」

「東さん？」

　悠里が止める間もなく、ユキハは慌あわてて風ふ呂ろから上がった。

「東さん？　どうしたのですか？　まさか──？」

「え？　違うわよ。別にキミオくんがどうとかそういうんじゃ全然全然なくってでもちょっと今どうしても気になることができたから失礼するわね！　それじゃ！」

　そうして嵐あらしのように去っていった。

　独り取り残された悠里は、啞あ然ぜんとした顔──

　などはせず。

「ま、噓うそなんだけどね」

　そう言って、

「〈獅子座レオ〉っちはそんなことしないよ。あの娘こはただ、『自分より弱いから』って理由で、志願者たちを自分の使い魔と認めなかっただけだし──それに」

　笑った──表情豊かに、嗤わらった。

「あの家に志願者なんて、ほとんどいない」







「ごめん！　焰さん！」

　急ぎ着き替がえたユキハは、大浴場を出るとき──ぶつかった相手に謝罪した。

　けれど慌てていた彼女は、そこに矛む盾じゆんがあったことに気づかなかった。

　そして、そんなユキハに首をかしげながら焰悠里は。

　珍しく貸切状態の大浴場を見て、ちょっと嬉うれしくはなったものの──

　キミオは今いま頃ごろうまくやっているだろうかと心配で、あまり素す直なおには喜べなかった。




　　　　◇




　委員長は言っていた。

「為槌家はとても〈旧家〉らしい家」である──と。

「なるほどな。星に選ばれたときに備えて、どの星座にも対応できる身体作りをしておくのが、為槌家の家訓ってわけか」

　どうすれば、上手うまくユキハに合わせることができるのか──いまりになら俺が抱かかえているその問題を解決することができるかもしれない、それはよくわかった。

　しかしそう言った俺に、いまりは一瞬、不思議そうな表情を見せた。

「それは違ちがうぞ。選ばれたときに備えて、ではない。選ばれたあとのことを考えて、だ」

　まるで根本からして違うとでも言わんばかりに。

　俺はやや呆あつ気けに取られた。それがあんまりにも、星に選ばれる自信があるかのような口くち振ぶりだったからだ。

「まあ……確かに、〈旧家〉は星に選ばれやすいって言うしな」

　これが〈旧家〉ってわけだろうか──いまりは話しやすい相手だが、委員長とはやっぱり違うのか。

「〈旧家〉らしからぬ」委員長と同じ感覚で接すると、面食らうことになる。

「選ばれやすい？　違うな。選ばれて当然なのだ」

　しかし、やはりいまりは俺の発言を訂てい正せいする。

　ムキになって、ではなく、「おまえなに言ってんの？」とでも言わんばかりに。

「……当然？」

「そうだ。当然だ」

　いまりはその言葉を繰くり返す。

　星が選ぶのはいつだって女の子──

　とはいえ、星だってなにも無む作さく為いに相手を選んでいるわけじゃない。

　選んだ者が魔女になる以上、星もまた魔術の素質がある者を選ぶ。

　この場合の『素質』とは、もちろん先天的な才能を意味しているが──じつは後天的に身につけた素養をも含ふくんでいる。

　つまり幼少の頃ころから魔術に触ふれて、その神秘をより理解している者。

　多感な時期に、その影えい響きようを強く受けている者。

　そういった者がより選ばれやすい傾けい向こうにある。

　ま、そりゃそうだ。星と交かわされるのは、あくまで「対話」なんだから。

　自分のことをまったく知らないばかりか興味すら持ってくれない相手との対話は、星だって嫌いやに違いない。

　……本当のところはわからないが、そう言われている。

　だからこそ魔術掛がかりの家は、自分の家の子供をできるだけ幼い内から魔術に触れさせようと必死になる。こうした学園に入れるのも、その一いつ環かんだ。

　そして、その最たるものが──〈旧家〉。

〈旧家〉の家に生まれた子供が受ける教育は、一般の魔術掛かりの家の比ではない。

　特とく殊しゆな環かん境きよう下における高度な教育。同じ学園に通ってはいるものの、はっきり言って、一般の魔術掛かりの家の出とは、入学した時点での下地がまったく違う。

　貴族という自負、特別な重圧──行き着いた極きよく致ち。

　為槌家の〈王権の象徴ウル・グルラ〉も、そういった類たぐいのものなのだろう。

　けれど、それだって完全じゃない。ただ「他ほかよりも選ばれやすくなる」だけだ。

「当然って……いくら〈旧家〉といっても、絶対ってわけじゃないだろ？」

　星の気持ちを人間が正確に把は握あくすることはできない。ただ「こうではないか」と推おし量り、そのための手段を模も索さくし、対策を講じることしかできないのだ。

　事実──魔術にまったく縁えんも所縁ゆかりもない一般人が選ばれた例も、歴史的に見れば数多く報告されている。なのに……。

「いや、絶対だ。〈旧家〉に生まれた者は、魔女に選ばれる前提で修練を積み重ねる──御お家いえごとにそのやり方は異なるが、それは変わらない」

「じゃあ、選ばれないことはないっていうのか？」

　そんなはずはないだろう。もしそうなら、りゆはあんな目に遭あわなかった──いくら斑保家が遠とお縁えんとはいえ……。

「なにか誤解があるようだな。もし〈旧家〉で魔女に選ばれないような人物がいたとしたら──それはもはや〈旧家〉の人間とは呼べない、という意味だ」

「え……」

「──そんなものは、生きている価値がない」

　一いつ瞬しゆん、空白があった。こいつがなにを言っているのかわからなくて。

「なに、言ってんだ……？　お前……」

「なにを驚おどろいている？　〈旧家〉に生まれた以上、魔女に選ばれてこそ意味を持つ──これは義務だ。義務を果たせない者に価値がないのは、当然の話ではないか？」

「──ふざけたこと言ってんじゃねえよ！」

　込こみ上げた。気づけば叫さけんでいた。

　俺は正直、こいつのことをちょっと見直してたんだ。

〈旧家〉って悪いイメージばかりだけど、いざ話してみると人当たりのいい奴やつだっているって──委員長のように、もしかしたらこいつとも仲良くできるんじゃないかって。

　なのに、それが裏切られたような気がして。

　だけど、そんな俺を見ても、いまりは首を傾かしげていた。

「わからんな。なにを怒おこっている？　上官わたしとて、もしも魔女に選ばれていなければ捨てられていたぞ？」

　──でも、違ったんだ。勘かん違ちがいしていたのは俺の方だった。

　的外れなことを言っていたのは、この俺。

　いまりは驕おごりの気持ちからそんなことを言っていたんじゃない。

「上官わたしは星に選ばれるのが遅おそかったからな。実際、捨てられかけた。あっはっは」

　あまりにも、あっけらかんと。

　そう。為槌いまりは、「ただの事実」を話しているに過ぎなかった。

　委員長は言っていた──「為槌家はとても〈旧家〉らしい家」だと。

　そうだ。斑保家から焰家へと、「贈おくり物の羊」として差し出された──〈旧家〉の都合によってその人生を大きく左右された、焰悠里が言ったのだ。

　淡たん々たんと。いつものように、抑よく揚ようのない声で。

　つまりそれは。

　──ただの事実を表しているに過ぎなかったんだ。




　　　　４




　──今日もまた、槌つちの音が聞こえる。




　目を瞑つぶれば、そこに広がるのは暗がりばかり。

　その暗がりには、いつだって赤黒い火花が飛び散っている──

「うぐっ……！」

　無数の人形ゴーレムどもを相手取るのも、いつものこと。

　火花はもしかしたら、自分の口から飛び散る血だったのかもしれない──そして槌の音は、人形どもが振ふり下ろす拳こぶしの音。

　生まれたときから、「お前は鉄だ」と言われてきた。

「お前は、砂より採れし鉄だ」──と。

　ゆえに「熱を持て」と。

「その誇ほこりを熱に変えよ」と。

　ならばこそ「我らはお前を鍛きたえ上げるのだ」と。

　それこそが「為槌の真しん髄ずいなのだ」と──

　砂鉄とは製鉄の原料。

　特に刀を生み出すに欠かせない材料。

　為槌に生まれた子は、御家という槌に鍛えられ一ひと口ふりの刀となる。

　槌を以もつってその意を為なす──

　為槌はだからこそ、「以い槌づち」とも「意い槌づち」とも呼ばれるのだと。




　幼い頃は、ただ両親の期待に応こたえたくて。

　がんばった。

　ただ、ただ、脇わき目めも振らずにがんばった。

　褒ほめられるのが嬉しかったから。

　まして為槌家は、周囲から期待されているのだと。〈旧家〉の守護神なのだと。

　それは自分にとっての励はげみにもなったし、なにより誇らしかった。

　だから、がんばれた。




　けれど、やがて気づいた。

　年々、両親の自分を見る目が鋭するどくなっていっていることに。

　それが蔑さげすみの目だと気づくまでに、どれだけかかったことだろう。

　いや、自分はもっと前から気づいていたのかもしれない。けれどそう思いたくなくて、気づかない振りをしていただけなのかもしれない。

　子供は大人が考えるより遥はるかに、大人の態度に敏びん感かんだ。

　自分は愛されていないのかもしれない。そう考えることがなにより怖こわい。

　けれど、一度そのことに意識的に怯おびえてしまうと──どうしてそうなのか、これまで気づかなかったことに気づかされる。

　いまりは自分が「当たり前のことができていなかった」ことに気づかされた。




　──魔ま女じよに選ばれて当たり前。




〈旧家〉において、魔女になれない女は使い魔以下とされる。

　まして為槌家は〈旧家〉の守護神。

　それが、両親の、誇り。

　祖父母の、曾そう祖父母の、誇り。

　代々受け継ついだ、誇り。

　だから、ただの魔女では済まされない。




　──十二魔女に選ばれて当たり前。




　選ばれなければ、それはもはや「鉄」ではない。

　ただの「鉄てつ屑くず」。視界に入れる価値さえもない。

　来客があれば「将来の十二魔女だ」と誇らしげに自分を紹しよう介かいしていた両親が、自分を紹介しなくなった。むしろ家の恥はじを隠かくすかのように自分を遠ざける。

　終しまいには来客者が遠えん慮りよして、自分のことに触れないようにしているようだった。

〈旧家〉においては、どれだけ早く魔女に選ばれるかが一種のステータス。

　為槌家の娘むすめが、いまだにとあらば──相手も触れるに触れられなかったのだろう。




　──自分は恥ずかしいんだ。




　それを理解したときから、より一層鍛たん錬れんに打ち込んだ。

　でなければ捨てられる。路上に落ちていたゴミのように棄すてられる。

　両親はすでに自分に笑いかけてもくれなくなっていた。当たり前だ。自分は恥ずかしい存在なんだ。自分のせいで両親は恥ずかしい思いをしているんだ。

　日々、それが痛感される。

　なぜなら、「本気では当たらないようになっている」と言われていた訓練人形の攻こう撃げきが、いつの間にか当たるようになっていたから。

　命令が書き換かえられていた──のではなく、いちいち「当てないように」と命令するのが億おつ劫くうになったからだ。

　その頃ころ、彼女は聞いてしまった。

「もしもアレが駄だ目めだったら、『畜ちく家いえ』から新しい子供を引き取ろう」

　そう両親が相談していたことを。

　そしてそれは「どうしても駄目だったら」という「いつか」の話ではなく、もうすでに進んでいる話だった。

　明日には、もうそれは現実のものとなるかもしれない。

　──両親はすでに自分を諦あきらめていたことを実感した。

　いつまでも星に選ばれない跡あと取とり娘に「失望した」のではない。

　すでに「失望は終わっていた」のだ。

「ああぁああああぁぁぁああああああああぁああああぁぁ────────っっっ‼」




　……あのときなんで叫んだのか、いまだにわからない。




　星に選ばれたとき、いまりはまず最初に「ほっとした」。

　生きていていいんだ、と理解した。

　これで捨てられずに済む。

　自分には「価値」があったんだ──

　嬉うれしくて泣いた。

　両親が自分に優やさしくしてくれるようになった。それが何物にも替かえがたかった。

　それは、彼女が六歳のときの話。




　　　　◇




「六……歳？」

「ん。じつに愛くるしい少女だったぞ」

　いや、そこじゃないだろ。

　……なんて軽口すら叩たたけない。平然とそんな話をする彼女に、俺はただ絶句することしかできなかった。

　壮そう絶ぜつ──なんて安っぽい言葉で片付けることなど許されない。

　たった六歳の少女が、「生きていていいんだ」と理解する、その環かん境きよう。

　それが当たり前の世界。

「なんで、そんな……そんな顔ができるんだよ」

「ん？」

「辛つらかったんじゃ……ないのかよ」

　なにを言ってるんだ俺は。

「は？」

「だってお前、そんな……」

　やめろ。

　辛くないはずがない。馬ば鹿かか。口を慎つつしめ。

「？」

　けれどいまりは、本当に不思議そうに。

　どうして俺がそんな顔をしているのか、なにに対して反応しているのか、まるでわからないといった様子で首を傾かしげている。

　……ああ、こいつは。

　そうか。

　この娘こは。

　辛かったんじゃない。

　痛かったんじゃない。




　──痛みしかなかったんだ。




　だから、それが痛みだとわからない。

「それで、オマエが言っていた上官わたしへの頼たのみ事の件だが」

　そうして、いまりはそんなことを言う。偉えらそうなのにどこか気さくな、俺の知っている、こいつの顔で。

　その顔は、どこか嬉しそうですらあった。

「……いや、いいんだ」

　ユキハ──すまない。委員長も。せっかく教えてくれたのに、ごめん。

　俺はこいつに「教えてくれ」なんて言えそうもない。

　こいつが『それ』を得るまでに、どんな日々を過ごしてきたのか──

　わかったなんてとても言えない。けれど、知ってしまったから。

「悪い。邪じや魔ましたな」

　俺には、そう言って席を立つことしかできなかった。

「待て待て待て」

　けれど、いまりはそんな俺の腕うでに絡からみついてきた。

「せっかく来たというのに、もう帰るのか？　それはないだろう？」

「いや、けど……」

「わかった。カマボコをもうひとつやるから」

「そういう問題じゃ」

「ぜ、全部やるから！　な？　な？　な？」

「…………」

「だ……駄目か？」

　俺の腕にすがりついて、こちらを見上げるいまり。

　その姿は、まるで……。

「破格の条件だぞ？　この上官わたしが、オマエに好ぶ……軍事機密を分け与あたえようというのだ。今日は歴史的な記念日となるだろう。もう銅像を立ててもいいほどだっ」

　まるで、必死に関心を引こうとする子供のような。

　いや、子供だろう。俺たちはまだまだ子供だ。

　なのに、こんな。

　今のいまりの目は──子供が友達に「もっと遊ぼう」と言っているときの目だ。

　……こんなもん、断れるはずがないだろう。

「それに、上官わたしもオマエに頼み事がある」

「あ……そうか。そうだったな」

　俺は腰こしを下ろした。そんな俺を見て、いまりが目を輝かがやかせる。

「いいのか？」

「ああ。でも、せめてお前の頼みってのを先にしてくれ。それを果たした代わりに、俺の頼みも聞いてもらう……それでどうだ？」

　でなければ、つり合わない。

　いや、はじめからつり合っちゃいないんだが……そうでもしなければ、自分を誤ご魔ま化かすことさえできそうにない。

「ふむ、しかし」

「頼むよ。……これはむしろ、お願いだ」

「お願い？」

「ああ、俺にお前の役に立たせてくれ」

「…………」

「こいつはレアだぞ。なにせ怠なまけ者で有名な俺が、進んで労働しようってんだからな。お前もまた、歴史的な記念日に立ち会うことになる」

「歴史的な記念日……だと……」

「ああ。後世の人間たちは、今日のこの日を教科書で学びながら想像するだろう──あのキミオに働く意い欲よくをもたらした為槌いまりって、どんな人なんだろう？　きっとあんな人だ。いや、こんな人に違ちがいない、ってな」

　……なにを言ってるんだ俺は。大だい丈じよう夫ぶか。

「よかろうっ！　それでいこうっ！」

　大丈夫ということにしておこう。

　──だって、いまりがこんなにも嬉しそうに笑っているんだから。







「……ほんとにこんなんでいいのか？」

　そして、いざいまりの「頼み事」を聞いて、俺は面食らった。

「うむ。これが上官わたしの成すべきこ……いや、積年の野望であった」

　なんと、自分の手料理を振ふる舞まうことだったのだ。

「さあ、遠えん慮りよせずに食べてくれ」

　食しよく卓たくに着いた俺に、いまりが食事を勧すすめる。

　そうして出されたものを見てみると──

　器うつわに盛られたご飯。その上に、なにやら汁しるがかかっている。

　……これは味み噌そ汁しるか。

　いや、違うな。味噌汁の中にご飯を沈しずめた、という方が正しいか。中になにやら──これはもしや、カマボコか。

　まあどちらにせよ、これはアレだ。

　鰹かつお節ぶしが山盛りかかっているこれは、いわゆるひとつの──

「……美味うまそうな猫ねこまんまだな」

　そう、見み紛まがうことなき猫まんまである。

「さあ。ずずいっと」

「お、おう」

　なんだかよくわからんが、別に断る理由はない。

　猫まんまが嫌きらいってわけじゃないし、仮にとんでもない味だったとしても残さず食うぞ。これが、こいつの「頼み」なんだから。

「んじゃ、いただきます」

　と、いざ口に運んでみて──

　……なにこれ。

　美味い。

　え。意外とかそういうレベルじゃないんだけど。

　猫まんまって、こんなに美味いものだったっけ？　特に、隠かくし味なのか──このカマボコ。美味すぎる。さっき食べたものとは比べものにならない。

「どうだ？」

「いや、美味おいしいよこれ。すごい美味い」

「そうか。よかった」

　いまりは、ほっと胸を撫なで下ろす。

「……でも、なんでこれがお前の……頼み、なんだ？」

「…………」

　いまりはひとつ間を置き、こう言った。

「……『校長』という名の猫を覚えているか？」

　いまりの口から唐とう突とつにその名が出てきて、俺は驚おどろいた。

「ああ、もちろん。だってそいつは──」

「そう。オマエがつけた名前だ。『猫の学校』と呼ばれる場所にいて、なんだかやたらと偉そうだったから……『お前がここの校長か？』と、そう冗じよう談だんめかして呼んだのがはじまりだった」

　そのエピソードは俺と校長あいつ、ふたりだけしか知らないはずだった。

「校長はな、もうあの学校を『卒業』したのだ」

「卒業？」

「ああ。学園の通学路である『猫の学校』に住んでいる猫たちはな、魔ま力りよくを──学園から漏もれ出る魔女たちの魔力を、ほんの少しずつだが浴び続けることになる。そうして、いつしか『化ける』ようになるのだ」

「えっ……」

　なんだよ、それ。それじゃ……。

「……まさか、お前が校長……なのか？」

「違う違う。そうではない」

　いまりは苦く笑しようする。

「化けるだけの力を持ったら、その猫は卒業するのだ。『猫の学校』からな。まだ力を持っていない若い猫に自分の座席を明け渡わたして、ここではないどこかへ行ってしまう」

　そのとき、猫は世話になった相手にお礼をしていくのだという。

「それって……」

「あいつも、できれば自分でお礼をしたかったようだが……急ぎの用事があったらしい。まあ、猫の世界には猫の世界の義理や人情があるのだろう。オマエが再び訪おとずれてくれるのを待っている時間はなかったようだ」

　だから猫は、遠く鳴いた。

〈獅子座レオ〉はそんな、魔力の乗った猫の声を──聞き取ることができるらしい。

「恥はずかしい話だが、上官わたしは無骨者でな。術の威い力りよくを高める鍛たん錬れんは欠かさずやってきたが、そういう感知というか、繊せん細さいな類たぐいはどうにも苦手で……校長あいつがなにを求めているのか、いまいちわからなかった」

「じゃあ……もしかして、最初に会ったとき……」

「ああ。あいつの真似まねをすれば、あいつになりきれば……気持ちがわかるかな、なんてな。馬ば鹿かなことかもしれないが」

「…………」

「まあ、成果はあったよ。お陰かげで、オマエを見つけられた」

　いまりは改めて俺の瞳ひとみをじっと見つめると、こう言った。

「あいつからの伝言だ。『何度も美味しいご飯をありがとう。お礼をしたかったが、どうやらその時間はないらしい。私はもう行かなければならない。せめて、とっておきのカマボコを置いていく。まだ未み開かい封ふうの新品だ。喜んでくれると嬉うれしい』」

　猫まんまの中に入っていた、カマボコ。

　とても美味しかった、カマボコ。

　……情けない話だけど。

　いつの間にか、俺は下を向いていた。

　今、顔を上げると──やばかった。

「喜んでもらえたか？」

　だから俺は、頷うなずくことしかできなかった。

「あいつの気持ちは届いただろうか？」

　ぶんぶんと、俺は何度も頷く。

「……そうか」

　ああ、そうか……だからいまりは、さっきもほっとしたんだ。

「上官わたしからも礼を言う──上官わたしの友達に優やさしくしてくれて、ありがとう」

　彼女は、これを「自分の頼たのみ」だと言った。

〈獅子座レオ〉の十二魔女──為槌いまりは。

　とても、優しい子だった。







「──〈城の魔女〉？」

　そうして食事を終えたあと、俺たちは少し雑談をした。

　すでに俺の「頼み」も叶かなえてもらい、あとは帰るだけだったんだが……楽しそうにしているいまりを見ていると、どうにも腰こしが重たかった。

　だからこの機会にと、俺は尋たずねたんだ。

「ああ、あれか。ここ最近、〈旧家〉に出入りしているとかいう……」

「知ってるのか？」

「いや、詳くわしく知っているわけではない。ただそういう話をよく耳にするのでな。そのわりには、あまり実体のある話ではないのだが……」

「……そうか」

　やっぱり、そう簡単にはいかないか。

　でも、〈旧家〉を探さぐることであいつに近づける──その確信に間ま違ちがいはなさそうだ。

「そいつがどうかしたのか？」

「……いや。捜さがしているだけだ。悪かったな、変なことを訊きいて」

「ふむ、捜し人か。上官わたしと一いつ緒しよだな」

「いまりも誰だれか捜しているのか？」

　そいつは──もし俺で役に立つのなら、是ぜ非ひとも手伝わせてほしいところだ。

「うむ。東卿ヘル・アズマの妹だ」

「……え」

「知っているのか？」

「い、いや。知っているような知らないような……？」

　そうなんだよな。いまりも〈旧家〉なんだから、やっぱりユキハを狙ねらってるんだよな……なんだかこいつと話していると、そういうことをついつい忘れてしまう。

　ついさっき〈城の魔女〉について尋ねておきながらおかしな話だとは思うが、いまりはそういう〈旧家〉の悪意めいたものとは無む縁えんな気がしてしまうというかなんというか……とりあえず、手伝いは無理そうだ。

「ふむ？　まあ、なにやら上が話していたのでな。役に立てるものならば、上官わたしも捜したいとは思っているのだが……いかんせん、顔写真を見せてもらうのを忘れてな」

「ほっ」

「ん。オマエ、今、上官わたしのことをアホだと思っただろう？」

「いやいや、とんでもない」

　むしろ助かったという気持ちでいっぱいです。

「ん……そうか。なら、いいのだが」

　……ユキハがその当人と知ったら、どうなってしまうのだろう。

「それはそうとキミオ、ナイチへの報復はよかったのか？　オマエが望むのなら、それはそれで手伝ってやるぞ？」

　だからそのナイチチ──じゃなくて、ナイチが東卿ヘル・アズマの妹なんだけどな。

　さっき、いまりが誤解したままのその報復を否定して、別の形で俺の「頼み」を叶えてもらったはずなんだが、やけにこだわるな。要するに、それだけユキハが気に食わないってことか。

　……これは、ますます知られるわけにはいかないな。

「いや、だからな。さっきも言ったけど、それは誤解でな」

　とりあえず、もう一度、誤解を解くところから始めてみよう。

「ふふん、オマエがいったいどんな報復を望んでいるのか──当ててやろうか？」

　魔女って人の話を聞かない奴やつが多いよね。星に選ばれるとそうなっちゃうの？

「そうだな──」

　いまりは考え込む様子を見せ、ひとつ唸うなると、こう言った。

「タンスの角に足の小指をぶつけて悶もだえ苦しむ姿を見ようと……あまつさえ、声高らかに嘲あざ笑わらってやろうと……そんな、恐おそるべき計画を企くわだてているのではないか？」

「お、おう」

「む？　違ちがうのか。ならば割わり箸ばしを割るときにうまく割れず、不ぶ恰かつ好こうな箸を使う姿を見て同情の眼まな差ざしをくれてやろうと……？」

「いやいや、つーかお前」

「まさかまさか、相手のからあげに勝手にレモンをかけてやろうとか……そんな悪あく魔まのようなことを考えているのではあるまいな……！」

「あのな」

　なんでこの娘こ、お嬢じよう様さまなのにこんな地味な不幸に詳しいんだろう？　やっぱり、じつは庶しよ民みんなの？

「ば、馬鹿な。考え直せ。いくらなんでも、そんな真似っ……！」

　いまりは俺の胸むな倉ぐらを両手で取って、がっくんがっくん言わせている。苦しい。

「だから違うっつーの。なに興奮してるんだよ、お前は」

　近い近い。顔が近い。

　いやいや、密着しすぎだって──




「──キミオくんっ！」




　そこへ。

　どういうわけだか、見覚えのある人物が現れた。

　ユキハによく似ている。

　そして、俺たちの姿を見て一言。

「お邪じや魔ましましたっ！」

　そいつは慌あわてたように、踵きびすを返して去っていった。

　……え？

　なに今の。幻げん覚かく？




　　　　５




　──もうキミオくんなんか知らない。

　ぷりぷりと肩かたを怒いからせながら、ユキハは帰路をずんずんと突つき進んでいた。

　思い返すだけで腹が立つ。

　入浴中だったにもかかわらず──

　悠里から話を聞いて慌てて寮りようを飛び出し、思い当たる場所を捜し回り、それでも見つからず、わざわざ為槌いまりの個人寮まで調べて──迎むかえに行ってみれば！

　夜はすでにとっぷりと暮れ、寮の門限だってとっくに過ぎている。

　今から戻もどったら、あの恐ろしい寮監にこってりと絞しぼられることになるだろう。

　だっていうのにだっていうのに。

（キッ、キッ、キッ、キッ）

　腹立たしい。ひどく腹立たしい。誰にって、自分にだ。

　どうして自分は、あんなヤツの心配なんかしてしまったのだろう。

（キキキッ、キスしようとしてた────ッッッ‼）

　……つまり胸倉をつかんで興奮するいまりと、それをなだめようとするキミオの姿が、ユキハにはそう見えたのであった。

　もうキミオくんなんか知らない。

　もーぉキミオくんなんか知らないっ！

　も──おおおおおお、キミオくんなんてええええええええええええええええっ‼

　呪じゆ文もんのように繰くり返しながら、ユキハは寮へと戻る遊歩道を早歩きに進む。

　淡あわい街灯に照らされて並木道が幻想的な光景を作り出していたが、今のユキハにはそんなものを観賞している余よ裕ゆうなどなかった。

　──と。不意にその足が、ぴたりと止まった。

「アンタ……」

　ユキハは振ふり向くのではなく、進行方向を向いたままで呟つぶやいた。

　どうしてそこにいるのだろうか──そこには、為槌いまりの姿があったからだ。

「ん。オマエを追いかけてきたのだが、いつの間にか追い越こしてしまったか」

　魔ま術じゆつを使った様子はない。

　さすがの早はや駆がけ──魔術に合わせて身体からだを作り、その結果、魔術の助けを受けているというだけあって、その身体能力は他ほかの魔女たちを大きく凌りよう駕がする。

「追いかけてきた？　私になにか用があるっての？」

　が、ユキハも気の強い性格をしている。まして今は、頭に血が上っていたところだ。

　動どう揺ようもそこそこに、喧けん嘩か腰ごしでそう言ってのけた。

「ふむ。その様子からすると、やはりキミオのことが心配だったと見えるな」

「は？」

「隠かくす必要はない。オマエが本当はキミオをどう思っているかなど、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」

「はああ？」

「なのに、ついついイジメてしまう──いわゆるアレだ。えっと……そう、破は壊かい衝しよう動どうというやつだな」

「はあ？」

「若いときにはよくあるのだそうだ。相手の気を引きたいがために、欲よく望ぼうのまま暴力に身を任せてしまうことが」

「はあ」

「そういうときはどうすればいいのか？　相そう殺さいだ。河原かわらで殴なぐり合えば友情が芽生えるという、かの古いにしえの儀ぎ式しきにも通じる、拳こぶしの語らい。別に拳でなくともいい。要はぶつかり合うことが大切なのだ」

　うんうんと、いまりはひとりで納なつ得とくしている。

「だからこそ、キミオがオマエにやり返せばそのきっかけも──と思っていたのだが」

　そして、にこりと。なにが嬉うれしいのか、いまりは満面の笑えみを浮うかべている。

「まさか、自分からキミオへの気持ちに気づいてくれるとは。ようやく、本当は好きで好きで堪たまらないと悟さとったようだな」

「はあああああああああああああああああああああああああああああああ？」

「ってオマエ、さっきからはあああーって。気でも溜ためているのか、魔女なのに」

「アンタがワケわかんないこと言ってっからでしょうが！　なんなのよいったい！」

　腹立つ。よく知りもしないくせに、ずけずけと。

　いや、的外れなんだけど。

「あ、あれ？　でも本当は、キミオを大切に思っているのだろう？」

「なんでそうなんのよ！」

「ち、違うのか……？」

　そして今度は弱り顔だ。いったいなんなんだ、コイツは。

「それでなに。アンタ、わざわざそんなことを言うために追いかけてきたっての？」

「その通りだ」

　きっぱりはっきり、いまりは言い切った。

「あのキミオなる使い魔とは、上官わたしはちょっとした縁えんがある。できれば、主人たるオマエには、大切にしてやってほしいのだ」

「…………」

「頼たのめないだろうか」

　驚おどろいた。いつも偉えらそうな態度のくせに──頭を下げた。

　……やっぱりアホだ。呆あきれてしまう。

　けれど、毒気もまた抜ぬかれていた。

　どうやら目の前のこの魔女は、自分たちのことを本気で心配してくれたようだ。

　噓うそをついているようには見えないし、そもそも──〈旧家〉の人間ではあるものの、とても悪人には見えない。

　むしろ、善人だと言ってしまってもいいだろう。……やっぱり、頭は弱そうだけど。

「わかったわよ」

　キミオの境きよう遇ぐう云うん々ぬんとか、いまさら勘かん違ちがいと言ってもややこしくなるだけだろうし、と、ユキハは承しよう諾だくした。

「ま、まあ、姉様が選んだ使い魔だしね。そういう意味では、大事にしないとね」

　その口調は、まるで言い訳するかのようにはなっていたものの。

「一応、お礼を言っておくわ。一応ね。えっと、為槌いまりさん」

「うむ。ああ、と……オマエは……」

「ああ、そういえばちゃんと名乗ってなかったわよね。私は雪ゆき羽は。東雪羽よ」

「──東雪羽？」

　瞬しゆん間かん。いまりの双そう眸ぼうが、見開かれた。

「オマエが？　オマエが東雪羽だと？　──ではオマエが、東卿ヘル・アズマの妹だというのか？」

「そう……だけど」

「オマエが……」

　ちくり、と。これまで穏おだやかだった周囲の大気が、唐とう突とつに尖とがるような──そんな、肌はだに突き刺ささる感覚をユキハは覚えた。

「……いったいどうしたの？」

　その感覚の正体に気づかないユキハではない。

　けれど、それでも彼女は、そう問いかけた。

「オマエが東雪羽ならば、上官わたしは〈序はじまりの生徒会〉の〈獅子座レオ〉として──オマエに相対せねばならない」

　わずかな空白。

　一瞬だが、確かにユキハは──悲しそうな表情を見せた。

「……そ。やっぱり、そうなるのね」

　けれど次の瞬間には、いつもの不敵な表情を見せていた。

　かつてはキミオが密ひそかに処理していたために、自分が狙ねらわれていることにさえ気づいていなかったユキハだが──今ではちゃんと、自分の立場を理解している。

「ふん、わかってたわよ。だいたいね、こっちは最初からそのつもりだっての」

「──なにを嗤わらっている？」

「え？」

　だが、凍こおった大気は戻らない。

　あまつさえ、さらに、さらに低温へと沈しずんでいく。

「口を閉じろ。オマエはそんなことをしている場合ではない。オマエがするべきことは、今、この場から、どうすれば離り脱だつできるのか全力で考えること」

「……なにを言ってるのよ？」

「髪かみの毛一本、指先にいたるまで一いつ切さいを集中し、警けい戒かいせよ。逃とう走そうは恥はじではない。それは当然の行こう為いだ。なぜなら、オマエの前に立つのは、この〈獅子座レオ〉なのだから」

「…………」

「──オマエの前に立つは、百ひやく獣じゆうの王と知れ！」




　　　　◇




「どうした？　矢を撃うってこないのか？」

　──獅し子しは狩人かりゆうどに問いかけた。

「それとも、撃ちたくとも撃てないのか？」

　それは、「わかっているから」こその台詞せりふに他ならなかった。

《御使魔術ゲーテイア》を前に、皆みんなで話した〈射手座サジタリウス〉の特性──その「答え」を。

　それは、なにも引っぱるような答えではない。

　見たままだ。

「〈射手座サジタリウス〉は遠えん距きよ離りを得手とする星座。逆に言えば、接近戦を苦手とする。ここまで敵と接近した状じよう況きようにおいては、オマエは無力だ」

　まさにその通りだった。

〈獅子座レオ〉が言った通り、間合いを詰つめられた射手アーチヤーの末路は惨みじめなもの。

〈射手座サジタリウス〉は相手との距離を取ってこそ、その強みを発揮できる遠距離型の星座なのだ。

「ならば、仕切り直してやろう。上官わたしはしばらくここを動かん」

「なっ……！」

「好きなだけ距離を取るがいい」

　それはまるで、貴族が庶しよ民みんに対して見せる余裕であるかのような──雲上からの愉ゆ悦えつ。

　早い話が、舐められていた。

「ふっ……！」

　魔術展開クラリオン──ユキハの手に〈人馬宮サイン〉が現出する。

「ざっけんじゃないわよ────っ！」

　いったいいつ矢をつがえたのか。

　そんなこと、問うことさえも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　その狩人が弓を手にした、次の瞬間──いや、手にしたその瞬間と言ってもいい。無数の矢が、大気の海を船団を組んで航海した。

　──が。

「聞こえなかったのか？　距離を取れ、と言っているのだ」

　その矢はただのひとつとして、〈獅子座レオ〉を傷つけることはできなかった。

　ユキハの矢は透とう明めい──水の粒りゆう子しによって構成されている。しかも、それが凄すさまじい速さで撃ち出されているのだ。肉眼で捉とらえられるようなものではない。

　ゆえに〈獅子座レオ〉にできたのは、精々が「身を守る」程度のことだったはずなのに──

　その獅子は身を守る素そ振ぶりさえなく、直立不動の姿勢を崩くずしもしなかった。

「自分の星座なのだ、承知しているだろう──〈射手座サジタリウス〉が遠距離を得手とし、近距離を不得手としている、その理由を」

　加えて、まるでレクチャーするかのように。

「こんな距離で撃ったオマエの矢など、この獅子の身体に毛ほどの傷もつけられるものではない」

「くっ……！」

　ユキハは息を吞のんだ。

　この距離でも簡単な矢ものならいくらでも飛ばせる。

　だが、簡単それは簡単それでしかない。

　ただの魔女ならばともかく、十二魔女相手に通じるはずがないのだ──〈牡羊座アリエス〉とやり合ったときと同じように。

「……冗じよう談だんじゃないわ。誰だれが、アンタの言うことなんか……」

「む？」

「私は姉様のために戦っているの！　〈旧家アンタ〉の言うことなんか聞くもんですか！」

「…………」

　ならば──

「──《散星雨シユーテイングスター》──」

　そう──それだ。現状を打開するにはそれしかない。

　頭上へ向けて撃ち出すしか。

「〈射手座サジタリウス〉は接近戦が弱点」というのは、ただそれだけを聞けば「近いと魔ま術じゆつが当たらない」、あるいは「近いと撃てない」と思われがちだが、それは違う。

　至近距離で矢を放たれたらそれは拳けん銃じゆうと同じ──拳で殴るよりも速く、到とう底ていかわせるものではない。

　なのにどうして「弱点」なのかというと、そもそも〈射手座サジタリウス〉の魔術は「遠いほどに強くなる」性質を持つからだ。

「飛距離を稼かせげば稼ぐほどに威い力りよくが高まる」という特性を持っている。

　だから、たとえば〈射手座サジタリウス〉の魔術で十の力を持つものを相手の目の前で撃ったとしても、それは二か三、よくて五程度の力しか発揮しない。

　十分な距離を経へて撃つことで、十の魔術はその本来の能力を発揮できるのだ。

〈射手座サジタリウス〉とはまさしく狙撃手スナイパー──相手から離はなれれば離れるほどに活かつ躍やくする、戦場の雄ゆうなのである。

　だからこそ、「上空」は盲もう点てん。

　眼前の敵にも「飛距離を稼ぐ」ことができる空間スペース──

　頭上に向けて撃ち出された矢は、落下するまでに十分な距離を稼いで標的を射抜く。




　──獅子の眼前を、砕くだけ散った星の如ごとき雨が通過していった──




「いったいなにをやっている？」

　そう、あくまで「眼前」を。

　いまりはそのしなやかな体たい軀くから繰くり出される剽ひよう悍かんな身動きによって、降りそそぐ雨の矢をすべてかわした。

「……噓」

　ユキハは絶句した。

　かつて〈牡羊座アリエス〉の焰悠里は、降り注ぐ豪ごう雨うをその炎ほのおによって消し飛ばしたが──

〈獅子座レオ〉の為槌いまりは、魔術を使うことすらなく、鍛きたえ上げたその肉体だけで傘かさがいらないことを証明したのだ。

「だから、距離を取れと言っている。〈射手座サジタリウス〉の魔術は、遠ければ遠いほど威力とともに速度も増す──いかに頭上を使ったとはいえ、この程度の距離では上官わたしに当たる速度に達することはない」

「っ……」

「なぜ、距離を取らない？　自尊心プライドが邪じや魔まをしているのか？」

「……言ったでしょ。私は姉様のために戦ってるの。そのためにがんばってるのよ。誰が〈旧家アンタ〉のお情けになんか……」

「……本気で言っているのか？　この状況で？」

「アンタこそ、なんで攻こう撃げきしてこないのよ」

「それは上官わたしが常に、一撃必殺を旨むねとしているからだ」

「え？」

「知っていよう。十二魔女はそれぞれ、八十八の魔女の中で窮きわめれば最高の一点を持つ。〈牡羊座アリエス〉に『防ぼう御ぎよ』があるように、上官わたしにとっては『攻撃』こそが、それ」

　──即すなわち〈獅子座レオ〉は、十二魔女において最高の攻撃力を誇ほこるのだ。

　しかもそれは、為槌家の教え〈王権の象徴ウル・グルラ〉によって最大限に引き出されている。

　研とぎ澄すまされた獅子の牙きば────

「……なにそれ。つまり、攻撃したら一発で決着がついちゃうから？　だから攻撃しないでやってるって、そう言ってるの？」

「その通りだ」

　ぶちっ、と。平然な顔をしてそう言い切ったいまりに、ユキハの怒いかりが炸さく裂れつする。

　今度は頭上ではなく、正面に対して矢を放った──

「どこを狙っている？」

　その矢は通常よりも高い威力を持つことを窺うかがわせる大きさだったが、いまりが避よけるまでもなく、見けん当とう違ちがいの方向へ飛んでいった。

　──だが。

　頭上に放っても相手に正確に着ちやく弾だんさせるユキハが、狙いを外すはずがない。

　その矢は僅わずかな間を置いて、戻もどってきた──

「なるほど、弧こを描えがいて戻ってきたか。確かに、その分の距離は稼げるが……」

　けれどその程度の浅あさ知ぢ恵えが通じるはずもないと、いまりは緩ゆるやかに向き直る。

　──その彼女に、「矢」が届く瞬しゆん間かん。

「──《斑雨スターダスト・グラビトン》──」

　破は裂れつした──戻ってくるまでにさらにその身を膨ふくらませた巨きよ大だいな矢が、無数の矢となって飛び散ったのだ。

　まさに散弾銃シヨツトガン。それは横よこ殴なぐりに降る雨に等しかった。

　やはり十二魔女同士の戦いは、人じん智ちを遥はるかに凌りよう駕がした戦いに他ほかならず──

　それでも、尚なお。

「効かんな」

　獅子を狩かる矢としては、軽すぎた。

　その獅子は、ただ星に選ばれただけの逸いつ材ざいではない。選ばれたあとも、槌つちに打たれて、打たれて、打たれ続けてきた、至高の鉄くろがねなのだ。

　ただ雨が降ったところでは、どうということもない。

「しかし思ったより、〈人馬宮サイン〉を使いこなしているようだな。最近得たばかりだというのに、よくもこう次々と術を繰り出せる」

　だが、通用しない──それがはっきりした。

　完全に相手に吞まれていっている自分を、ユキハは感じた。

「さて」

　いまりが一歩、間合いを詰める。ただそれだけで、ユキハはびくりと震ふるえた。

「上官わたしがオマエを攻撃しないのには、もうひとつ理由がある。オマエは勘かん違ちがいしているようだが、上官わたしはオマエを倒たおすことが目的なのではない」

「え……？」

　その言葉は、追い込まれたユキハからすれば、あまりに意外だった。

「〈旧家〉以外の十二魔女を処しよ罰ばつする……それが目的じゃないっていうの？」

「ふん。オマエなど、いつなんどきであれ、どうとでもできることはよくわかった──ただ、訊ききたいことがあるだけだ」

　すでに勝敗は決していた。狩人かりゆうどは獅し子しに屈くつしたのだ。

　その言葉に偽いつわりがあるとは思えない。

「……なによ、訊きたいことって……」

「ふむ、問おう。東卿ヘル・アズマはいったいどこにいる──？」




　　　　◇




　東卿ヘル・アズマ──それは、〈旧家〉にとっての大罪人。

　血統に因よらぬ十二魔女となった才さい媛えん。

　そして現在は、逃とう亡ぼう者だ。

〈旧家〉は、いまだ東卿ヘル・アズマの行方ゆくえをつかめないままでいる。

　逃亡の際に〈射手座サジタリウス〉を継ついだ妹の処罰もまた急務であると考えながら、表立って仕し掛かけてこないのはそれが理由だ。

　迂う闊かつに仕掛けるような真似まねをしてしまえば、東卿ヘル・アズマに気取られ、追つい跡せきはさらに困難なものとなってしまう。

　だから気取られないよう慎しん重ちように、けれどユキハのことを狙ねらっている。

　──君月秋生キミオはそう、現状を理解している。

　だが──

　それにはやや合点がいきかねる、焰悠里はそう思っていた。

　キミオの考えは間ま違ちがっていない。間違ってはいないが、おかしな点があるのだ、と。

「王は常に君臨し続けなければならぬ──」

「民たみ草くさが無知なのは罪ではない。だがその無知は、選ばれし者によって導かれなければならない」

「それはどの世界でも変わらない。ここでない場所であっても、魔術界であっても。でなくば、世界という歯車は錆さびついて回らない」

　などという会話が平然と飛び交かうのが、〈旧家〉という世界だ。

　自分たちを中心に世界が回っていると信じて疑わない。

　だから「〈旧家〉の血筋に非あらざる身で十二魔女となった」東卿ヘル・アズマの存在を「侮ぶ辱じよく」と捉とらえ、「処罰」などという考えにいたるのも、傲ごう慢まんな彼女たちらしい発想──

　……そう、思っていた。しかし引っかかることがある。

（〈旧家〉ともあろうものが、たったひとりの逃亡者をそこまで警けい戒かいするだろうか？）

　それが、あの東卿ヘル・アズマであったとしても。

　確かに東卿ヘル・アズマは、『伝説』とまで謳うたわれた存在。〈卿ヘル〉の称しよう号ごうを持つ魔女。

　だとしても、〈旧家〉は〈旧家〉だ。

　この魔術界の頂点に燦さん然ぜんと君臨し続けてきた『貴族』であり、なにより『王』だ。

　それが、たったひとりの魔女に対して──

（本当は〈射手座サジタリウス〉の処罰など、どうでもいいのでは？）

　そう考えてしまうまでに。

　ユキハが狙われているのは「処罰」のためではなく、「東卿ヘル・アズマの行方を探さぐるため」が最優先だとしたら──？

　だとしたら、それはつまり。

（東卿ヘル・アズマは……それだけのものを握にぎっている……？）

〈旧家〉が表立って動けないのも、「逃亡者に気取られては警戒を強められてしまうから」などという弱々しい理由ではなく──

　純じゆん粋すいに、東卿ヘル・アズマが持っている、そのなにがしかを恐おそれているからではないのか？

（もしそうだとしたら……〈旧家〉をそこまで恐れさせるものとは、いったい……？）

〈序はじまりの生徒会〉の中で、悠里の立場は低かった。

　焰家程度では回ってこない情報。

　恐らくは間違いない。

　これから始まろうとする〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉の裏で、なにかが動いているのだ────




　　　　◇




「姉様の……居場所？」

　追いつめられた狩人の目に、怒りの火が点ともる。

〈旧家〉の目的のひとつがそこにあることは、以前、悠里から聞かされていたが──実際にそれを問われたとき、ユキハの胸中には赤き炎が湧わき上がった。

「これ以上……これ以上、姉様になにをしようっていうの。姉様は、アンタたち〈旧家〉のせいで……」

「だが、それがあの方の望みだ」

「あの方……？」

「我らが姫ひめ君ぎみたる──〈乙女座ヴアルゴ〉だ」

　為槌家は焰家よりも高い序列にあるとはいえ、いまりもまた今年入学したばかりの新入生──悠里と同じく、あまり事情に精通しているとはいえない。

　それでも。

「上官わたしは為槌家の者。為槌は常に〈旧家〉とともにあった──それが〈旧家〉の決定であれば、否いなやのあろうはずがない」

「……そう。結局、アンタも〈旧家〉の狗いぬってわけね」

　ユキハは落らく胆たんしている自分に気づいた。

　この為槌いまりという少女なら、あるいは──なんて、どうしてそんなことを思ってしまったのだろう。

「ならばこちらも正直に言うが、上官わたしもオマエに対して落胆している」

「え？」

　驚おどろいたのはユキハだ。自分と同じ感情を、相手からぶつけられたのだから。

「な、なにを……」

「誤解するな。魔ま女じよとしての力の程ほどを言っているのではない。それならば、オマエは十分に善戦した──さきほども言った通り、〈サイン〉を得たばかりなのによくやる」

　けれど、ただそれだけだ、と。為槌いまりは言い放った。

「しかし、その心の在あり方はまるで別物だ。オマエは東卿ヘル・アズマに、遠く及およばない」

「なっ、な……」

「魔術掛がかりの家に生まれついた子女は、誰だれもが魔女に憧あこがれる──」

　そうして、その詩フレーズを口にした。それは、この魔術界では「常識」。

「けれど、最高位である十二の席はいつでも埋うまっている。新たな空席ができても、そこには常に『予約済み』の札が置かれている──その『予約』は、〈旧家〉に生まれついた者でなければ取ることはできない」

　そして、そこまでが一連の詩フレーズだ。

　それこそが魔術界の「常識」であり、「法」ですらあると言われていた。

　即ち、〈魔ま法ほう〉──

「けれど、その〈魔法〉を破る者が現れた」

　それは〈旧家〉とは縁えんも所縁ゆかりもない、ただ魔術掛かりの家に生まれついただけの子女。

　みんなと同じ、ただの女の子。

「『彼女』は誰もが諦あきらめていたことを──もはや誰もが諦めることすら諦めていたことを成し遂とげた」

　それが東卿ヘル・アズマだ。

「正直に言おう、東雪羽。じつのところ上官わたしは期待していたのだ。東卿ヘル・アズマに妹がいると聞いてな。だが……」

　その声にあったのは、落胆──いや。

「上官わたしは、オマエがこの程度だとは思っていなかった──」

　失望、だった。

「かっ……勝手なこと言ってんじゃないわよ！」

　あまりの言い草に、ユキハは憤ふん慨がいした。

「アンタが私になにを期待してたのか知らないけど！　そんなの、姉様と比べてでしょ！　無茶なこと言わないでよ！」

「…………」

「姉様がどれだけすごかったかわかる？　アンタが今言ったでしょ！　〈旧家〉以外には無理だって言われていたことを、あの人はやってのけたのよ？　何十年も、何百年も、ずっとずっと無理だって言われてきたことを！」

　噴ふき出した──溜ため込んでいたものが堰せきを切って溢あふれ出すかのように、怒いかりの奔ほん流りゆうが噴き出した。

「あの人は昔から優ゆう秀しゆうだったけどね、ここまでとは私だって思いもしなかったわよ！　ずっとそうだったアンタたち〈旧家〉の人間には、わからないことかもしれないけど！」

　それはユキハの本心だった。そもそも、以前〈継けい承しよう〉がうまくいかなかったのも──自分に姉の代わりなど務まらないと、そう恐れていたからだ。

　だからそれは紛まぎれもない、東雪羽の本心だった。

「私はそれを受け継いだだけ──なのに姉様と同じことをやれなんて、無理に決まってるでしょ！　なにが心の在り方よ！」

　それは素す直なおな感情だ。そして、当たり前の感情だ。

　年とし頃ごろの、普ふ通つうの、ごく普通の少女が持つ感情としては、当たり前すぎるものだ。

　誰もそこに文句などつけない──いや、つけようがない。

「勝手に期待して！　勝手に失望して！　勝手よ！　アンタたち〈旧家〉は、いつだって勝手よ！」

　しかし。

　しかし、その言葉の持つ意味を──

　果たしてユキハは、理解していたのだろうか？

「……ああ、無理だ。その通り。オマエには無理だな」

　だから為槌いまりは今度こそ、「納なつ得とく」してそう言った。

「さきほど言ったのは、世間での東卿ヘル・アズマの評価だ。〈旧家〉内においてその評価は違ちがった」

「え？」

「一部では彼女の功績を認める声もあったが、そこかしこから聞こえてきたよ。下げ賤せんの血である者が、我々と同等に数えられようとしている、と」

　まるで王家に穢けがれた血を持ち込まれたかのように。

「それは十二の席を埋め尽つくし、この魔術界を築いてきた〈旧家〉にとって耐たえ難がたい侮辱だった。我らには誇ほこりがあった。それは自負だ。貴族たる重責を担にない、積み重ねてきた自負──我らはなにも、座して十二の席を独どく占せんしてきたわけではない」

「……なによそれ。アンタらだって苦労してきたんだから？　だから姉様にしたことは正しいって……やって当然だったっていうの？」

「…………」

「ふざけないでよ！　そうやって姉様を……！　だから私は──！」

「──上官わたしもそうは思わない。オマエの姉は、まこと偉い大だいな魔女であった」

「え……」

　ユキハは耳を疑った。それほどまでに、その言葉は意外だった。

「〈旧家〉として生まれたからこそわかるのだ。オマエの姉が、どれだけのことを成し遂げたのか。その才能がどれほどのものであったのか」

　いまりは言う。

　常にそれを有していて『当たり前』。

〈旧家〉なのだから『当たり前』。

　魔女に選ばれて『当たり前』。

　××家なのだから『当たり前』。

　十二魔女に選ばれて──『当たり前』。

　そんな篩ふるいにかけられる、貴族だからこそ。

「下賤の血に生まれた者が、自分たちと対等に数えられている？　それは確かに〈旧家〉として生まれ、生きてきた者の鼻っ柱をへし折る行こう為いだろう。自尊心は傷つけられ、腸はらわたも煮にえくり返ることだろう──だがそれは、怒りではなく『怯おびえ』なのだ」

「怯え……？」

「自分たちが貴族の座から引き摺ずり下ろされるのではないかと。自分たちの祖先が築き、自分たちが受け継ついだ世界ものを壊こわされてしまうのではないかと──」

「…………」

「つまりだ。オマエの姉はな」




　──その才能ひとつで、〈旧家〉を怯えさせた。




「これを偉大と呼ばずして、なにを偉大と呼ぶ？」

「…………」

「それでオマエは？　さきほどから、『無理』だ『無理』だと喚わめいている、オマエ」

「……え」

「姉のためと言っていたな。姉のために戦うと。姉のためにがんばると。……違うな。オマエは、姉のためにがんばったのではない」

「な、なに言って……」

「オマエはただ、そんな姉に認めてほしいという──自己満足のためだけに戦っている」




　──そのとき、風が吹ふいた。




　まるでユキハの身体からだが透とう明めいになったかのように──

　心にだけ吹き抜ぬける、風が。

「え……え？」

「優秀な姉に。愛いとしい姉に。『自分はここまでやっている』のだと。ただ、その努力を認めてほしかっただけ。それがオマエの『頑がん張ばり』の正体」

「…………」

　はっきりと。

　真正面から突つきつけられた言葉に。

　誰あろう、ユキハが絶句していた。

「その程度の者が、十二魔女を務める……か」

　いまりのその声は、紛れもない嘆たん息そくであった。

「確か、言っていたな。キミオは──オマエの使い魔は、姉が──東卿ヘル・アズマが選んだのだと」

「そ、それがなによ……」

「ふむ。ならば、捨ておくことはできんな。それに、上官わたしとは縁もある……」

　だから、その言葉が突き刺ささる。

「──決めたぞ。キミオは上官わたしが引き取ろう」

「え？」

「オマエには預けておけん。キミオは、この〈獅子座レオ〉が使つかい魔まとして従えよう」

「な、なに言ってんのよ、アンタ。そんなこと……」

「勝手か？　まったくな。オマエから見れば、さぞかし勝手だろう。それに関しては認めよう。では上官わたしが〈旧家〉の一員として頭を下げれば、少しはオマエの溜りゆう飲いんも下がるか？」

「えっ……」

「すまなかった──」

　いまりの目にあったのは、侮ぶ蔑べつ。

　落らく胆たんも、失望も、すでに通り過ぎていた。

　なぜなら──為槌いまりもまた、そうあるために努力してきた人間だからだ。

　それもまた、誰にも否定できない事実であった。

「なに……してんだよ、お前ら」

　そして、そんな場面に。

「おや、キミオ」

　いまりの言葉に──ユキハも驚おどろいて振ふり向いた。

　そこにはキミオの姿があった。彼もまた、飛び出していったユキハを追いかけてきていたのだ。

「ちょっと……迷子になっちまってさ。ほら、ここに来る途と中ちゆうで、道が二ふた股またに分かれるだろ？　俺、逆の方に行っちまったみたいで……」

　言いながら、しかしキミオは、恐おそらくそんなことが言いたかったわけではないのだろう。ただ、なんと言っていいのかわからなかったのだ。

　彼にも聞こえてしまったから。

「自己満足」と──すべてがすべて聞こえたわけではないが、それだけは、はっきりと。

　そして見てしまった。

　その言葉に、まるで自分が見て見ぬ振りをし続けてきた根っこの部分を暴かれたかのように愕がく然ぜんとするユキハと、それを睥へい睨げいするいまりとを。

「きみつき、あきお」

　そして、いまりがキミオの手を取った。

「行くぞ」

「お、おい？」

　いまりの目はすべてを射抜くかのようだった。

　まるで本心を撃うち抜くかのよう。

〈射手座サジタリウス〉と同じ場にありながら、〈獅子座レオ〉こそが誰だれよりも狩人かりゆうどであるかのような──そんなふうにさえ思える目だった。

　それは恐らく。

「キミオ──もう、あいつのもとに戻もどる必要はない。オマエは上官わたしの使い魔となるのだ」

　今、この場で。

　今、この瞬しゆん間かん。

　誰よりも──

　為槌いまりこそが、その言葉の意味を「覚かく悟ご」していた人間だったからだろう。




　　　　◇




　────二に滴てき目。少し濃こくなった。
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　──「認めてほしいだけ」。




　本当は、そのことに気づいていた。

「姉様のために」と、そう繰くり返すユキハの本心は、きっとそこにあるって。

　そして、恐らく彼女自身はそのことに気づいていないのだろう、と。

　それもわかっていた。

　彼女はきっと、「姉様のために」という便利な呪じゆ文もんを唱えることで、自分を正当化しているのだと。

　ひどい目にあった、大好きな姉のために──

　それは別に間ま違ちがっていない。

　彼女の姉を取り巻く環かん境きようは確かに悲劇であったのだろうし、彼女はそれを受け継いだ妹だ──そのことによって、彼女自身も〈旧家〉に狙ねらわれている。

　だから、間違ってはいない。

　けれど、それをもって周囲に「だからわかってくれ」と言い出したら、それは「話が別だ」と言わざるをえない。

　ユキハは十二魔ま女じよという責任ある立場にその身を置いた──それは〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉へ参加する資格を有し、引いては〈天てん帝てい〉へと繫つながる道を歩むことを意味する。

「可哀かわい想そう」なだけで立っていていい場所でも、通用する場所でもない。

　常にその座に君臨してきたといわれる〈旧家〉の人間が、どれだけのものを背負って、どれだけのものを犠ぎ牲せいにして歴史を積み上げてきたのか、俺は知ってしまった。

　これまで世せ襲しゆうであったかどうかなんて、関係ない。

　知ってしまった今だからこそ、わかることがある。




　そんな気持ちのままじゃ、他ほかの十二魔女に太刀たち打ちすることなど到とう底ていできない──




　それでも、うまくやっていくことはできると思っていた。

　それこそ、うまく立ち回るだけならば。

　俺だって偉えらそうに言えた立場じゃない。以前、ユキハには正直に打ち明けたが、俺は俺自身の目的のために彼女の使い魔となった。

　だから、ユキハの望みのためには最大限努力しようと思っていた。

　また口では余計なことを言っちまうかもしれないけど、俺なりに真しん剣けんに彼女の使い魔を務めようと──そう、思っていた。

（でも、それじゃダメなんだな）

　甘かった。なにもかも。

　まず、俺自身が。

　……ユキハは大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　きっと今、彼女の胸には一ひと振ふりの剣が突き刺さっている。

　それは突とつ然ぜん、「現実」から飛び出してきた──鋭するどく研とがれた剣だ。

（行かないと）

　そうだ。ユキハのもとへ行かないと。

　彼女が苦しんでいるのなら。

　俺は、東あずま雪ゆき羽はの〈使い魔〉なのだから──







「──では、キミオ。覚悟はいいな？」

　魔女の身体には、〈恥ち密みつ〉と呼ばれる場所があるという。

　それは魔女にとっての恥部。

　星に選ばれた魔女は、魔術を行使する際、その身体に『魔術式』という名の星の奇き跡せきを浴びる──そして体内の『魔力』を消費して、その奇跡を現実のものとする。

　それが魔術を行使する上での一いつ般ぱん的な仕組みだ。

　この『魔力』とは、魔女にとっては血液にも等しい、体内をめぐる命の源。

　しかし血液の流れ──血流と同じように、魔力の流れもまた「澱よどむ」ことがある。

　身体の一定の場所に魔力が溜たまり、流れが滞とどこおってしまうのだ。しばらくすればもとに戻るが、ひどい場合には治ち療りようが必要とされる。

　しかもこうした「澱み」は、一度できてしまうと癖くせになりやすい。

　それが〈恥密〉と呼ばれる場所。

　星に選ばれたばかりでまだ魔術のなんたるかを実体験として知らない、魔女として若い時期に作られるという〈恥密〉は、だからこそ未熟な頃ころの証あかしであり、魔女にとっての「恥はじ」──そう考えられている。

　魔女は、そこを隠かくそうとする。

　言うなれば〈恥密〉は、女性にとっての胸や、……のように、魔女となった女性にとって、隠さなければならない第三の秘所なのだ。

「わわ、上官わたしの〈恥密〉をオマエに見せてやろう……こ、心して見るのだぞ？」

「いや、ちょっと。え？　なにこの展開？」

　しかし今、そこを俺にさらけだそうとしている魔女がいる。

　俺はベッドに括くくりつけられていた。

　場所は、いまりの「個人寮りよう」寝しん室しつ──あの御ご殿てんに似合いの、ではなく、やっぱりなんだか庶しよ民みんチックな部屋の隅すみに置かれたパイプベッド。

　しかも四し肢しをロープで縛しばられ、それぞれをベッドの四よ隅すみにあるパイプに括りつけられている念の入れ様だ。

「わ、上官わたしとて、他人に見せるのははじめての経験なのだ。今までの使い魔候補は、そんな段階の遥はるか以前に脱だつ落らくしていったからな……」

　よっぽど恥はずかしいのか、真っ赤になって俺を見──たり目を背そむけたりを繰り返している。そんな落ち着きのない挙動をしているのは、〈獅子座レオ〉の十二魔女、為い槌づちいまり。

「しかし、きみつきあきお。オマエは特別だ。上官わたしはもう、決めたのだ」

　いまりはもうどこを向けばいいのかわからないほどテンパっている様子で、ついには無意味に頭上なんかを見上げちゃったりしているが……どうやら、本気らしい。

「き、緊きん張ちようする……が、栄えい誉よ。そう、国宝を拝む栄誉を手にしたと、感かん涙るいにむせびながら見るがいい」

　いや、むせび泣くどころか半泣きなのはお前だよ。と言ってやりたいところなんだが、なんだかそんな空気じゃない。

　だから俺は、ともかくいまりを止めるしかなかった。

「いやいやいや、早まんなって。突然、どうしたんだ？」

　魔女にとって、〈恥密〉はおいそれと他人に教えることなどできない場所──

　だからこそ、それは魔女と使い魔の〈主従契けい約やく〉に用いられる。

　──つまりいまりは、「自分と使い魔の契約を交かわせ」と言っているのだ。

「む。嫌いやなのか？」

「……嫌とか、そういう問題じゃないだろう？」

「なぜだ。あのナイチとだってしたのだろう？」

「ユキハとか？　ま、まあ、そりゃそうだが……」

　確かに俺がユキハの使い魔である以上、それは一度したことではあるのだが──

「ぐっ……余よ裕ゆうだな」

「は？」

「オマエは経験者だものな。上官わたしのような未経験者など、相手にしたくないか」

「……なんの話だ？」

「はじめてではダメなのだろう？　慣れてないと嫌なのだろう？　初物は気を遣つかうから、めんどくさいのだろう？」

「いやいやいやいやいやそういうことじゃなくてっ」

「だったら優やさしくしてくれたっていいではないかっ‼」

　……ええと。なにやら、問題の焦しよう点てんが激しくズレている気が。

「いやだから、俺にはもう契約を交わしてる魔女がいるんだよ。わかってるだろ？」

　そう、「いまりと使い魔の契約を交わす」ということは──「ユキハとの使い魔の契約を反ほ古ごにする」ことを意味する。

　使い魔にとって、主人は常にただひとり。二重契約などありえない。

「もちろんだ。わかっている」

　しかし、いまりははっきりとした口調でそう言った。

「だからこそ、上官わたしも尽じん力りよくした。どんなに悪あく辣らつな主人であろうと、一度契約を交わした魔女と使い魔だ。仲良くやれるのなら、それにこしたことはないからな。……ナイチが反省してくれるのなら、それでいいと思っていた」

「だったら」

「しかし、アレは──ダメだ」

　そのとき見せた、いまりの目は。

　俺をここへと連れてきたときの、有う無むを言わさぬ、あの目。

　怒いかりとか、悲しみとか、そういったものが綯ない交まぜになったかのような──どこか悲ひ壮そうな決意を固めたかのような。

　強く、けれど静かに沈しずんだ瞳ひとみ。

　……その目で見つめられると、なにも言えなくなる。

　その目はきっと、為槌家の者として──

　そして〈旧家〉の者として、『当たり前』に十二魔女を求められた少女の目だったから。

「では、見るがいい。上官の〈恥密〉は──ここだっ！」

　そうしていまりは、気を取り直すようにそう言って。

　髪かみをかき上げながら、くるっと反転した──

「……首？」

　正確には、うなじ──首の後ろだった。

　それは思わずどきっとしてしまうほどに扇せん情じよう的で、普ふ段だんの健康的な魅み力りよく溢あふれるいまりとはまた違ちがう艶つやがあった。

「どどどどど、どうだっっっ！」

「えっと、だな……」

「どどっ、どうだっ？」

　どうして二回言った。

　いまりの声は裏返っていた。その上、やはり猛もう烈れつに恥ずかしいらしく、その身体からだはぷるぷると震ふるえている。まるで小動物みたいに。

「あー、うん。その、なんだ」

「（ぷるぷる）」

「……見なかったことにしないか？」

「ふぁっ⁉」

　俺の言葉に、いまりが変な声を上げた。

「おおおおお、乙女おとめが勇気を振ふり絞しぼって見せたというのにっ？　『見なかったことにしよう』？　それはいったいどういう意味だっ⁉」

「いや、別に見ただけならどうってことはないんだし、俺が忘れてしまえばそれで済む問題なんじゃないかと……」

　いや、別に他意はない。しかし、どうだと言われても、悪いんだけど反応に困る。

　別に「見た」からどうこうってことはない。

〈恥密〉の場所は人それぞれ違うのだから、人によっては顔だったり手だったりと、常に人前にさらしている場所になることもある。いまりだって、うなじ──まあジロジロ見られたらさすがに恥ずかしいだろうが、常に隠し通せるような場所じゃない。

　そこを見られてどうこうなんてことになったら、魔ま女じよは人前に出られない。

　問題は、「知る」ことだ。

　魔女にとって「隠さなければならない」その場所を、「知る」ということ。

　それは「秘密の共有」を意味する。

　だからこそ〈恥密〉を知ることが、その魔女に己おのれの分身として──〈使い魔〉として認められたことを意味する、〈主従契約〉の儀ぎ式しきとなるのだ。

「……どうやら上官わたしがこれはと目をつけた使い魔は、とんでもない女ったらしだったようだ。女性上位の魔術界とはいえ、やはり泣くのはいつも女だということか……」

　聞いてねえな。

「しかし、上官わたしもこれぐらいではへこたれないぞ。一度決めた相手だ。きちんと添そい遂とげてみせよう」

　どうでもいいが、いちいち誤解を招く表現をするな、こいつは。

「力ずくでも──オマエに咬ませてやる」

　そう。そして、その儀式の完かん遂すいに必要なもの。

　それは、その魔女の〈恥密〉を、使い魔が「咬む」ということ。

　もともと〈恥密〉とは、魔力の溜まり場──魔女の身体の中で、魔力が一番「濃こく」なっている場所だ。

　そこを「咬む」ことによって、その魔女の魔力を微び量りようながら体内に「取り入れる」。

　そうしてはじめて、その使い魔はその魔女のものだと証明されるのだ。

　そしてそれでこそ、魔女が使い魔に与あたえる首輪──「こいつはあたしの使い魔よ」と、印をつけたことになるのだ。

「では」

　がっ、と。俺の上に馬乗りになったいまりは、その手で俺の頭をつかんだ。

（す、すげえ力っ……！）

　そのボーリングの球のような持ち方がちょっと気になるが、正直、とても抵てい抗こうできそうにない。

　……しかし。

「な、なんという力だ。これほどまでに抵抗するとは……キミオ、そんなに上官わたしの使い魔になるのが嫌か？」

「いや、嫌とかそういう問題じゃなくて」

「ではなぜっ⁉」

「なぜって、お前がベッドに括りつけたんだろう？」

　そう。俺は両手両足をロープで縛られ、ベッド四隅のパイプに括りつけられている。それはもうキツくキツく。頭を引っぱった程度で、まともに動くはずがない。

「ふむ。これはとんだ策士がいたものだな」

　お前、ブーメランって知ってる？

「──ならばこうだな？」

　そう言って。なんといまりは、俺の上に覆おおい被かぶさった。

　……ただし、仰あお向むけで。

「これで咬めるだろう！　さあ！」

　まあ……確かに咬めるな。目の前だし。ちょっと首を伸のばして咬もうと思えば。

　でもそれは、逆に言えば──

「あっ！　な、なぜプイッてしてる？　横を向くなっ！」

　そう。この体勢であれば、横を向くだけで避よけられる。

　そもそも「咬む」という行こう為い自体が俺の自由意志である以上、顔を固定されて顎あごを強制的に開かされる、とかでもない限り、無理やり咬ませることなんかできない。なんなら正面を向いたままでも、咬まなければいいだけだ。

　──だから〈主従契約〉はお互たがいの意志の上に成り立つわけだし。

「おのれキミオ！　なんたる策士っ！」

　いや、俺が策士かどうかより、自分がどれだけのスピードで墓穴を掘ほってるかを疑った方がいいんじゃないかな。その墓穴、二人分くらいありそうだよ？

「──はっ！　そうか！」

　そうしていまりは、ついに気づいたようだ。

　自分が横向きになればいいということに──

　そうして俺の口元まで自分で首を持っていけば、手の自由はある程度利きくし、無理やり咬ませることもできるということに──ようやく。

「くっ……お、おおおおおっ！」

「ふっふっふ。どうした？　焦あせっているな。──キミオの策、敗れたり」

　ちがぁう！　胸！　胸が！

　たゆんって！　たゆんたゆんって！　俺の身体に当たってる！　そのゴムマリみたいな巨きよ峰ほうがっっっ！

「さーて。いっくぞー」

　いまりはしてやったりとばかりに、俺の口へと首を近づけていく。その度たびに、胸が、擦こすれぇぇぇっ！

「ぐあああああっ！」

「ふっふっふ。いい感じのようだな」

　はい、いい感じです別の意味でっ！

　マズイ！　これマズイって！

「かっ、考え直すんだいまり！　自分を大切に！」

「なにを言っているのだオマエは。上官わたしはちゃんと考えた上で、オマエを使い魔にすることを決めたのだ。後こう悔かいなどしないぞ」

　ああもうこいつ純粋ピユアすぎんだろ、気づけよっ！

　色いろ仕じ掛かけをしている自覚のない色仕掛けとか、むしろ逆にそそられんだろがっ！　って、俺は俺でなにを言ってるんだっ！
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「はっ、恥はずかしくはないのかっ⁉　いまりっ！」

「恥ずかしいに決まっているだろう！　〈恥ち密みつ〉を咬ませるのだぞ⁉」

　うん、そりゃそうだ。すみません。

「オマエは二回目なのだから、平気かもしれないがっ！」

　え。──いや、それは違うぞ。

　ユキハとのあれは──とてもじゃないが、いい思い出にはなりそうもない。

　それに。

　……俺は、二回目じゃない。

「では」

　そんなことをしている間にも、いまりは俺の顔を固定して自分の首へと近づけていく。

　もう一方の手で、俺の口を開きながら──

「ま、まへ」

「ん？　なんだ、往おう生じよう際ぎわが悪いぞ」

　とか言いながら、それでも手を止めて俺の話を聞いてくれる、いまり。

　そんないい娘こにこんなことを言うのは、とても気が引けるが──

　って、近い近い。顔が近い。

「──なんだ？」

　うわ。……「目の前」って、こういうことを言うんだな。

「あの、だな……」

　いや、魔女にとって〈恥密〉を知られることは本当に恥ずかしいことのようだから、これがものすごい勇気を振り絞っての一大決心、ってのは俺なりに理解してる。

　でも、だからこそ──

　そうだ。だからこそ、俺もちゃんと断らなければならない。

　いまりが「決意」をしたように、俺もまた「決意」をしている。

　俺は生半可な気持ちでユキハの使い魔になったんじゃない。

　だって俺は──

「すまない、いまり」

　──俺はユキハの使い魔になるために、『あの子』の使い魔を辞やめているのだから。

　だからこの〈主従契けい約やく〉は三回目。

　もともと俺は、あの子の使い魔──そして今は、ユキハの使い魔。

　あの子を救い出すために、俺はその「決意」をした。

　だからいまり、お前の気持ちは嬉うれしいけれど──

「──俺は、ユキハの使い魔を辞めるわけにはいかないんだ」

　その瞬しゆん間かん、俺の四し肢しを縛しばりつけていたロープが一いつ斉せいに外れた。

　じつは縛られる前に、一定以上の力で引っぱったら切れるよう、切れ目を入れておいたのだ──なぜそんなことができたかというと、いまりが「今からこれでオマエを縛り上げますよ」と言わんばかりにロープの準備をしていたからなのだが。

　さっきいまりに引っぱられても切れなかったのは、力のかかる方向が違ちがうため。

　自分の意志で脱だつ出しゆつのタイミングを計れるよう、俺の側から引っぱってはじめて切れるようにしていたんだが──「普ふ段だん」の俺はやっぱり思った以上に非力で、なかなか切れなかったのだ。

「あっ！　ま、待て、キミオッ！」

　けれど、こうなればあとはもう逃にげ出すだけ。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろくいまりを残し、俺は寝しん室しつを飛び出した。
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　機を得た俺は、迅じん速そくに行動した。

　寝室から一目散に逃げ出し──この屋や敷しきから脱出するべく、来た道を引き返した。

　こういうときは、下手に「こっちの道が出口に繫つながっているだろう」なんて冒ぼう険けん心を出さずに、来た道を素す直なおに引き返すのが一番いいのだ。

　──しかし。

「あれ？」

　どういうわけだか、屋敷から出られなかった。

　やたらと広い屋敷だから、迷子になってしまったのか──ではない。こうして走り回ってみればよくわかるが、異様に狭せまい。普通の民家程度の面積しかないほどだ。

　外から見た様相とは、まるで真逆……しかし、あのゴーレムが立ち並ぶ、玄げん関かんへと続く長い廊ろう下かにたどり着けない。

　となれば、窓から外に──そう考えるも、その肝かん心じんの「窓」が見当たらなかった。

（どういうことだ？）

　俺は行き止まりとなっている壁かべの前で立ち往生してしまった。確か、こっちの方から来たと思ったんだが……。

　そんな混乱する俺の耳に──

「キーミーオー」

　響ひびいてくるのは、追いかけてくる鬼おにの声。

　これでは、完全に閉じ込められた状態──捕つかまるのは時間の問題だった。いまりは匂においをたどって俺を追つい跡せきできるのだ。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？　キミオさん」

　そのとき聞こえたのは、委員長の声だった。呟つぶやくようなのに、どうしてか通りのいい、気品に満ちた声──

　しかし、あたりを見回しても彼女の姿はない。いったいどこから？

「ここです」

　その声は、俺が立ち往生していた壁の向こう側から聞こえてきていた。

「落ち着いてください。家の中に『行き止まり』というのは、ちょっと不自然でしょう？」

　次の瞬間、行く手を塞ふさいでいた壁が見る見る融とけていった──委員長の炎ほのおの魔ま術じゆつだ。

　壁の向こうには委員長の姿とともに、ゴーレムたちが整然と立ち並ぶ、見覚えのある廊下が広がっていた。

「どうやら、なにかの弾はずみで鍵かぎがかかってしまったようですね。本来は為槌さんに対して作動する仕し掛かけなのでしょうが、一いつ緒しよに入ったために、キミオさんも閉じ込められてしまったようです」

「……鍵？」

「いけない」

　と、そのとき委員長が俺の上着の袖そでを引っぱった。いまりが追いついてきていたのだ。

　いまりは慌あわてて物もの陰かげに隠かくれた俺たちに気づかず、「こっちか？」と別の部屋へ向かった──俺は首を捻ひねったが、どうやら委員長が炎を操あやつって一時的に匂いを搔かき消したらしい。

　俺たちはその隙すきに、長い廊下を出口に向かって進んだ。

「この『檻おり』の鍵です。お屋敷に入ったときに、この長い廊下を通ったでしょう？　これはゆるやかですが、下りになっています。気づかれない程度に、少しずつ……」

　途と中ちゆう、曲がり角や──なによりゴーレムの仕掛けなどのせいで気づきにくいが、委員長の話によると、どうやらここは地下らしい。窓がないのは当たり前だ。

　しかし……。

「……なんだよ、檻って」

　引っかかったのはそこだ。

　檻？　地下の──檻？　ここはいまりの個人寮りようじゃないのか？　なのに、どうしてそんな仕掛けが存在する？

「それは……」

　委員長が言いよどむ。

「教えてくれ、委員長」

　しかし、込こみ上げる思いが俺にそう問わせた。

　不自然さははじめからあった。この屋敷は外観が立派な割りに中身は貧相で、いまりはお嬢じよう様さまの割りに妙みように庶しよ民みん的で……。

　これまで感じていたその不自然さの答えが、どうしてかそこにあるような──

「……為槌さんは、『飼われている』のです」

　委員長は言い回しを選んでいるようだった。

　けれど、どう言ったところで結局はそういう結論にしかならない──だからそのまま伝えることにした。そんなふうに受け取れた。

「飼われて……いる？」

「はい」

「って……いったい誰だれに……？」

「──〈序はじまりの生徒会〉にです」

　委員長が言うには、為槌家とは〈旧家〉の守護神──

『戦せん神じん』とさえ称たたえられ、常に〈旧家〉を守り、その先せん陣じんを切ってきた武の名門──

「……と、為槌家だけが思い込んでいるのです」

　そうして委員長は語った。

　為槌いまりの知らない──為槌家の本当の歴史を。

「〈旧家〉は魔術界の貴族などと言われていますが……貴族といってもピンキリです。なに不自由なく生活できる裕ゆう福ふくな貴族もいれば、一いつ般ぱん庶民とほとんど変わらない生活を送る貴族もいる。貴族とはそもそも、そのようなものです」

　そう前置きをして、委員長は続ける。

「その上で為槌家は、たとえるならば……言い方は悪いですが、特定のときだけおだてられる貧びん乏ぼう貴族のようなものです」

「……どういう意味だよ？」

「キミオさん。たとえば戦争が起きたとき、前線に立たされるのはどんな家だと思いますか？」

「どんな、って……」

「物語のように、勇ゆう敢かんな大貴族が先陣を切って戦うと思いますか？」

「……まさか」

「そうです。実際は、死んでも大たい勢せいに影えい響きようのない者が生いけ贄にえとして前線に送り込まれるのです。建前を整えるために、一応は貴族の地位にある者が選ばれますが、それだって……」

「為槌家が……そうだっていうのか？」

「そのようなものだということです。けれど為槌家の者は、そんな状じよう況きよう下かでも生き延び続けてきてしまった。そしてあるときから、十二魔女までも輩はい出しゆつするようになってしまった。その積み重ねの上に、為槌家は〈旧家〉の守護神……戦神であるとの誤解が成り立ってしまったのです」

「…………」

「だから〈旧家〉は、利用の方向性を変えた。愚ぐ直ちよくなほど実直に実力を高めていった為槌家の魔女に対し、その誤解を放置することで、利用し続けた……」

　……実際は。

　戦神、ではなく。戦せん塵じん、などと呼ばれていた、と。

「──獅し子し座ざは昔から獅子座と呼ばれていたのではなく、もともとは〈大きな犬ウル・グルラ〉と呼ばれていたのはご存知ですか？」

「〈大きな犬ウル・グルラ〉？」

　それって……。

「そう。かつては百ひやく獣じゆうの王ではなく、ただ図体の大きな狗いぬと、そう呼ばれていたのです」

「じゃあ、周囲が為槌家を認めて〈王権の象徴ウル・グルラ〉と呼んだってのは……」

「つまりはそういうことです。獅子座になぞらえる形になったのは、偶ぐう然ぜんでしょうが……」

「…………」

　だから、この『個人寮』も──地上部分の屋敷はダミーなのだ。

　実体は地下にあり、なにかあればすぐに閉じ込めることのできる『檻』となっている。

　飼われている、ということ。

　外観ばかり立派で、けれど中身は貧相な『檻』──それは、為槌家の姿そのもの。

　……そんなもので喜びはしゃぐその姿を観賞し、嘲あざ笑わらうために。

「〈旧家〉が自分を認めてくれた証あかしだって……いまり、そう言ってたのにな」

〈旧家〉ってのは、すげえ存在だと思う。それは認める。

　でも、やっぱり。

「ちくしょう……！」

　またか。

　また──〈旧家〉か。

「──〈旧家〉ってのは、いったいなんなんだよ！」

　噴ふき出した憤ふん怒ぬは、怒ど号ごうという熱となって喉のどを焼いた。

「……キミオさん……」

　委員長にこんなことを言ってどうなる。困らせるだけだ。

　そうじゃない。そうじゃなくて──

「……なあ、委員長。魔術界ってのは、魔女あってこそのものだろう？」

「はい」

「その頂点には、十二魔女がいるんだろう？」

「はい」

　なら──

「その歴史を受け継つぐ十二魔女、〈序の生徒会〉こそが〈旧家〉──か？」

「そう言っても過言ではありません」

　委員長は頷うなずいた。

「もちろん、すべてがすべてそうとは言い切れないでしょう。〈旧家〉はそれほど単純ではありません。ですが、魔女とは常に現役こそが最重視されるもの。そして彼女たちは、紛まぎれもない〈旧家〉の跡あと取とりたちです」

「なら、奴やつらをどうにかすれば、これからの歴史きゆうかは変わるのか？」

「その可能性は非常に高いかと」

　……そうか、なら。

「俺は、いまりを救ってやりたい──」

　救うなんて偉えらそうな言葉を、俺は口に出した。

　あえて、そう言った。

　言葉にすることによって、自分自身の覚かく悟ごを、今この瞬しゆん間かんに刻みつけたかった。

　そのためには、ユキハが必要だ。

　ただの使つかい魔まである俺には、やれることなんか限られている。

　でも、ユキハは違ちがう──彼女は十二魔女だ。

　そして、俺のご主人様だ。

「なにか誤解があるようですが、キミオさん」

　委員長は苦く笑しようするように、首を左右に振ふった。

「あなたはすでに、その第一歩を踏ふみ出しています。わたしがここにこうしていることが、その証ではありませんか」

「委員長……」

「わたしはあなたと東さんに、〈旧家〉を揺ゆるがす存在となってくれることを期待しています。あなたたちならば、と」

〈旧家〉を揺るがす存在──

「なあ、委員長」

「はい」

　ようやくわかってきた。委員長の言わんとしていることが。

「前に、委員長が〈序の生徒会〉から除名されたって言ってたとき……俺が、ユキハが〈終ついの生徒会〉に入るなら委員長もか？　って聞いたら、こう言ったよな。『今のままであれば、いずれそうなる』って。それってもしかして……」

「……それは、東さんしだいです」

　そうして委員長は、俺の背中を押す。主人のもとへ行けと、そう告げるように。

「そのためなら、わたしはあなたがたの『盾たて』となりましょう。そのためにここへと来たのですから」
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「これはこれは、ユリユリ。わざわざ我が寮を訪おとずれてくれるとは、いったい何用か？」

　キミオを見送った焰ほむら悠ゆ里りと、キミオを追いかけてきた為槌いまり。

　そのふたりが、長い廊ろう下かの中なか程ほどで鉢はち合あわせる。

〈牡羊座アリエス〉と〈獅子座レオ〉。互たがい、十二魔女のひとり──

〈獅子座レオ〉としては首を傾かしげざるをえなかったが、彼女もまた一流の魔女であるがゆえに、そして鍛きたえ抜ぬかれた「鉄くろがね」であるがゆえに、〈牡羊座アリエス〉が自分を止める意志をもってそこに立っていることは見て取れた。

「……それは、〈序はじまりの生徒会〉に弓引く行こう為いと受け取っていいのか？」

　だから、そう尋たずねたのだ。

〈牡羊座アリエス〉が〈序の生徒会〉から除名されたことは聞いている──だが、それとこれとは別問題だ。

　そうなれば、今この瞬間から、〈牡羊座アリエス〉は敵となるのだから。

「はい」

　返ってきたのは、短くも、揺るぎない答え。

「どうあってもか？」

「はい」

　変わらず──どうやら、その決意は固いようだ。

〈獅子座レオ〉の十二魔女、為槌いまりはよく他人から「馬ば鹿か」だとからかわれるが、決して野暮ではない。あえてその事情を訊きこうとはしなかった。

「ならば、オマエの使い魔を呼ぶがいい。この〈獅子座レオ〉が相手をしてやろう」

　そしていまりは、誇ほこり高い。

　自分には使い魔がいないが、それは自分の都合。相手に使い魔がいるのなら、それは呼ぶべきなのだ──それでこそ、条件は対等となる。

　先の〈射手座サジタリウス〉との一戦では、彼女には役目があり、また興奮してしまったために、それが果たせなくはあったが……。

「その必要はありません」

　けれど委員長は、その申し出を断った。

「遠えん慮りよするな。使い魔がいれば、せめて上官わたしに一矢を報むくいることはできよう」

「ですから、必要ないと言っているのです」

　呼ぶ必要はない──というよりも、呼べなかった。

〈牡羊座アリエス〉の魔女、焰悠里の使い魔である〈龍座ドラコ〉の斑まだら保ほりゆは、星との結びつきが極きよく端たんに弱い魔女。

　そのために、りゆは普ふ段だん、自分が魔女であることを隠かくしている。秘ひ匿とく性を高め、少しずつでも力を蓄たくわえねば、魔女であることもできない魔女なのだ。

　にもかかわらず、先日、ユキハの頼たのみで《御使魔術ゲーテイア》を展開した際、魔術を使ってしまった──今、りゆは魔術が使えない状態なのだ。

　呼んだところで戦力にはならない。悪戯いたずらに傷つけるだけだ。

「……〈牡羊座アリエス〉よ。上官わたしはオマエに恥はじをかかせたくない、と言っているのだが？」

　いまりは呆あきれた様子で肩かたをすくめた。

　そんな事情を、いまりは知らない。ただ、悠里には使い魔がいるらしいと、いつか聞いた覚えがあっただけだ。

　それなら呼べばいいと、彼女は彼女の誇りによって提案しているだけである。

「わかりませんか？　あなた程度を相手に、使い魔を連れてくる必要などないと──そう言っているのです」

　けれど委員長は、尚なおもそのような言い方をした。

　決して、いまりを軽く見ているわけではない。馬鹿にしているわけでもない。

　ひとつには、あとになってりゆがこのことを気にしないように。

　そして、もうひとつは──

　彼女もまた、譲ゆずれない想おもいを胸に、ここに立っているからだ。

「ならばもう言わん、〈牡羊座アリエス〉よ。獅し子しを止めようとした勇ゆう敢かんな羊がいたと、覚えておくとしよう」

　その意気を受け取って、獅子は言った。

「感謝します、〈獅子座レオ〉。ですが羊を侮あなどっていると火傷やけどでは済みませんよ。丸焼けです」
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　──一いつ触しよく即そく発はつ。

　なれど、どちらも最初の一歩が踏み出せずにいた。

「……仕し掛かけてこないのですか？」

　先に問いかけたのは、悠里だった。

「上官わたしは常に、一いち撃げき必殺を旨むねとしている」

　その問いに、いまりは簡潔な答えを返した。

　悠里はやや呆れつつも、その実直なまでの馬鹿正直さに、ある種の敬意を覚えた。

「問題ありません。あなたにそのご自じ慢まんの『一撃』があるように、わたしにも頼たよりにすべき最高の魔術がありますから。遠慮は無用です」

「ふむ……」
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「それとも、わたしを馬鹿にしているのですか？　戦うまでもない相手だと？」

「む、そんなことは……」

　指し摘てきされて、いまりは唸うなる。

「──よかろう。ならばその最高の魔術とやら、確かめてみるとしよう！」

　大地を蹴けった獅子がその[image: 拳]こぶしを振るうまでに要した時間は、ごくわずか。

　そして、御お家いえという名の槌つちで鋭するどく鍛え上げられた鋼鉄きばが、羊に喰くい込む。

　間合いを詰つめるも、[image: 拳]を振り抜くも、一連の動作──瞬またたく間。

「──《蒼炎メサルテイム》──」

　……ただし、それが抵てい抗こうの術を持たぬ哀あわれな羊であれば、だ。

　その羊は、凶きよう悪あくな武器を携たずさえて自らを狩かりにやってきた狩人かりゆうどさえも追い返す。

〈フリクソスの塔とう〉。それは、《蒼炎メサルテイム》の基本形だ。

　自分を覆おおう、空高く聳そびえる塔──その堅けん牢ろうを崩くずすことは、何者にも許されない。

「なるほど。これが噂うわさに名高い、〈牡羊座アリエス〉の『絶対防ぼう御ぎよ』──聞きしに勝まさる強度よな」

　いまりの[image: 拳]が当たる寸前、悠里の身体からだから噴ふき出した蒼あおき炎の柱。

　それは『鉄アイアン』を材料とするゴーレムさえも砕くだく、いまりの[image: 拳]を弾はじき返した。

　その羊は優やさしい。けれど、「易やさしい」などとゆめゆめ思ってはならない──それは十二宮における最初の宮、〈白羊宮〉の〈牡羊座アリエス〉なのだから。

「炎に対して『強度』とは、おかしな表現ですね」

　悠里が苦く笑しようする。

　そう表現したのは実際にぶつかったいまりの率直な感想からだったが、しかし、あながち間違いともいえなかった。

　弾かれる、などという奇き妙みような現象が生じたのは、いまりの魔術と悠里の魔術がぶつかり合った結果だ。

　以前、いまりが言っていたように、八十八の星座の中でも十二星座はそれぞれが窮きわめれば最高の一点を持つ。

〈獅子座レオ〉が最高の攻こう撃げき力を誇り、〈牡羊座アリエス〉が最高の防御力を誇るのであれば──

　弾かれる、という結果を生んだのもまた宜むべなるかな。

　だから「強度」と表現してもあながち間違いではない。

　そしてそれは、最高の攻撃力は最高の防御力を上回ることができなかった、ということでもある。

「さて。どうやらご自慢の『一撃』は通じなかったようですが、どうしますか？」

　持久戦となれば、有利なのは〈牡羊座アリエス〉の方であった。

〈牡羊座アリエス〉の《蒼炎メサルテイム》は常に展開されている。

　それは一度火が点ついてしまえば、術者の身を焼いて恒こう久きゆう的てきに燃え続ける炎。

　もはや「その身にまとっている」にも等しい──言ってしまえば、『装備品』だ。

　以前はキミオにそこを突つかれたが、攻撃の度たびになんらかの動作を伴ともなう魔ま女じよからすれば、相あい性しようが悪い。

「なるほど、これでは近づけない。こちらの攻撃も届かない、か」

　しかし、いまりに動どう揺ようした様子はなかった。むしろ平然としている。

「だが、それはオマエも同じ──〈牡羊座アリエス〉とは『防御』に関しては最強の星座であっても、『攻撃』に関しては十二星座でも最弱と聞く。ただ己おのれの身を守ることしかできないオマエに、なにができる？」

　いまりの言う通りだった。だからこそ《御使魔術ゲーテイア》を使ったとき、使い魔が攻撃の要かなめとなるのだから。

　今現在、この場に使い魔がいない以上──

「上官わたしはオマエに勝てないかもしれないが、オマエも上官わたしには勝てない」

　そういうことだ。『絶対防御』とは、あくまで「負けないための魔術」。「勝つため」ではない。

　しかし、それでいい。

　膠こう着ちやく状態が続けば続くほど、キミオはユキハのもとへと近づける。悠里の目的はそこにこそあったのだから。

「なるほど、時間稼かせぎが目的か。あの〈牡羊座アリエス〉が……」

「…………」

　気づかれるのも承知の上だ。こうなった以上、隠さなければならない理由もない。

　だが、いまりは、

「ならば、『どちらも勝てない』という状じよう況きようを生み出している──その『絶対防御』をあえて突き崩すことで、決着をつけさせてもらおうか」

　そう言って、笑った。

「できますか？」

「ああ。残念ながら、さきほどのは『一撃』ではないからな」

　言った。

〈獅子座レオ〉の戦せん闘とうスタイルは、[image: 拳]によるもの。

　それは、〈サイン〉の形状に因よるもの──

「──我が〈獅子宮サイン〉は、『手てつ甲こう』を成す」

　そうして覆おおわれたその右みぎ腕うでは、全身甲冑フルプレートの騎き士しを連想させた。

　厚手の鉄鈑を幾いく重えにも重ね合わせた、重騎士の鉄てつ壁ぺきの装そう甲こうを──ただしその連想を裏切っていたのは、それが「殴なぐる」ことを前提とし、かつ、いかなる動きにも対応しきる構造を成していたことだ。

　鈑ばん金きん術じゆつの最奥を垣かい間ま見みたかのような、妙みよう技ぎの集大成。

　人の手で生み出されたものではないことは明らかだった。

　そしてそれには、一点、奇き妙みような箇か所しよがあった。手首の辺りに、まるで兜かぶとにおける面頰ヴエンテイル──留め金によって上下に開閉する顔部分──のようなものがついていたことだ。

「聞け、獅子の咆ほう哮こうを」

　その瞬しゆん間かん、周囲が震ふるえた──悠里にはそう感じられた。まるでいまりに共鳴するかのような、地の鳴動。

「──《獅子王レグルス》──」

　それはまさに、激動する大地。

「勇敢なる羊よ。百ひやく獣じゆうの王の顎あぎとが閉じる瞬間を、刮かつ眼がんせよ──」

　そのとき、悠里は気づいた。

　──動けない、と。

　自分の身体が、自分の意志とは別のものに支配されていた。

　それは恐きよう怖ふ。

　獅子とはまさに百獣の王。

　震え上がっていたのだ──

　そして、その瞬間。

　手甲を覆っていた兜かぶと部分が落ちた──その瞬間。




　がぶり、と。




　周囲が喰らい尽つくされるかのような、獅子の食事が開始された──

「ふむ」

『一撃』を放った姿勢のまま、いまりがひとりごちる。

　最高の攻撃力を持つ〈獅子座レオ〉と、最高の防御力を持つ〈牡羊座アリエス〉がぶつかり合えば、どうなるか──

　その答えが、目の前にあった。

「うっ……く……！」

　倒たおれ伏ふしていたのは、〈牡羊座アリエス〉。

《蒼炎メサルテイム》と《獅子王レグルス》──威い力りよくに極きよく端たんな差はなかった。ほぼ互ご角かくといっていい。

　けれど、あくまで「ほぼ」だ。軍配は〈獅子座レオ〉に上がっていた。

　星座の特性という意味では互角だったが、それを引き出すのはあくまで魔女本人の実力。

　焰悠里は、生まれながらにして星に選ばれていた魔女。

　比べて、為槌いまりが選ばれたのは六歳のとき──必ずしも先に選ばれた方が優ゆう秀しゆうというわけではないが、恐おそらくその才能に限っては、悠里が勝まさっていただろう。

　ならばその勝敗を決したのは、積み重ねた日々。

　為槌家に生まれ、幼少より「魔術に合わせて身体を作ってきた」いまりの実力が、わずかながら勝ったのだ。

　なぜなら、そこには「反動」が生じるから。

　最高と最高がぶつかり合った衝しよう撃げきは尋じん常じようではない。その反動は、当然ながら術者にも及およぶ──このとき、身体を鍛きたえている者といない者との差は大きかった。

　その身に反動を受けながらも魔術を使い続けられる為槌いまりであればこそ、焰悠里の『絶対防御』を打ち破ることができたのだ。

「──オマエに敬意を、〈牡羊座アリエス〉」

　誇ほこり高き獅子は、勇ゆう敢かんなる者に対する礼れい儀ぎを忘れない。




　　　　◇




「ユキハ」

　俺はようやく、ユキハのもとへとたどり着いた。

　場所は、〈射手座サジタリウス〉と〈獅子座レオ〉の激げき突とつの地──女子寮りようへと戻もどる途と中ちゆうの、街灯に照らされた遊歩道。ユキハはずっとそこにいたようだ。

「……ユキハ？」

　俺がそう繰くり返したのは、その場に座り込んだユキハに反応がなかったからだ。

「ユキハ」

　けれど、俺の何度目かの問いかけに、彼女はハッと息を吞のむような反応を見せた。

「あ、あれ……キミオくん……？」

「よう」

「え？　あれ？　〈獅子座アイツ〉に連れていかれたんじゃ……あれ？」

「…………」

　……きっとこれは、仕方のないことなんだと思う。

　こうなっても仕方がないこと──

「なあ、ユキハ」

　だから、正直に言おう。自分の思ったことを、正直に。

「辞やめるなら、今だぞ」

「え……？」

　その言葉に、ユキハは目を丸くした。

「俺は、お前の姉さんと〈旧家〉との因いん縁ねんを知っているわけじゃない。お前とお前の姉さんとの関係もだ。だから、俺はお前の事情を知っているようで、じつはなにも知らない」

　急せかさないように、ゆっくりと。けれどしっかりと、俺は言葉を紡つむいだ。

「けど、俺はお前ががんばってきたのは知ってる。意地を張ってきたのも知ってる。全部が全部知ってるなんて傲ごう慢まんなことは言えないけど、俺なりに知っているって、それだけは胸を張って言える」

「…………」

「だから──ユキハ。お前は逃にげてもいいと、俺はそう思う」

「逃げ……る？」

　ユキハはこれまで考えもしなかったことをはじめて言われたかのように、俺が告げた言葉を繰り返した。

「ああ。お前がお前の姉さんから受け継ついだものを捨てて、お前が張っていた意地を捨てて、逃げ出したっていいんだ。今ならきっと、まだ間に合うから」

　誰だれも。恐らく誰も、この娘こにその選せん択たく肢しを与あたえてやらなかったのだろう。

「逃げる」という、誰だって持っている選択肢。

　なにかがあった。〈旧家〉と東卿ヘル・アズマの間に、「なにか」があった。

　その結果、どんな状況かはわからないけど、ユキハは姉から〈射手座サジタリウス〉を託たくされた──

　ユキハはそのとき、色んなものを受け取ってしまったんだろう。

　使命とか、感情とか、将来とか、理り屈くつとか…………進むべき道とか。

　そんな、色々なものを。

　東卿ヘル・アズマがどんなつもりだったのかはわからない。

　けれどユキハは、そうして自分を追い込んだ。こいつは生き真ま面じ目めだから。「自分がやらなくちゃいけない」って、自分を追い込んだんだ。

　彼女はそれほど、お姉さんが大好きだった。

　その選択を疑いもしなかった。

　でも、だからといって。

〈十二魔女〉なんてとんでもないものを受け継ぐだけの才能を持っていたからといって、心までそうとは限らない。

　十二魔女は、特別な魔女──そのなり手も、「特別」である必要がある。

　……そのとき、ユキハにそれだけの覚かく悟ごがあったのだろうか？

　ただわけもわからず受け継ぐことになって、でも大好きなお姉さんのためだからって、がんばろうって、そう思っただけじゃないのか？

「がんばろう」だけじゃ、どうにもならない。

「がんばるから」だけじゃ、どうにもならない世界だってあるんだ。

　だから、もしもこの娘が──この東雪羽という少女が、「普ふ通つう」に生きていくことを望むのなら、俺はそれでもいいと思う。

「特別」は強要されるものじゃない。

「特別」は──きっと、「覚悟」した者だけに与えられる「資格」なんだ。

「で、でも、キミオくん。アンタ、なにか目的があって私の使つかい魔まになったって……」

「……ああ」

「それは……いいの？」

　いいわけがない。

　そいつは、俺の命と引き換かえにしてでも果たさなければならない目的だ。

　その「覚悟」は──すでに俺の中にある。

「……なんとかするさ」

　でも、今それを言ってどうなるっていうんだ。

　こんな状態の女の子に、「俺の予定が狂くるうだろ。責任取れよ」って言うのか？

　それで無理やり戦わせて？

　それから？　いったいなんになる？

「俺のことは気にするな。ユキハ、お前は──お前が考えなきゃいけないことを考えろ」

「私が……考えなきゃいけないこと……」

「そうだ。お前自身のことだ」

「私自身の……こと」

「ああ。お前、前に言ってたろ。俺と、デ……デート、したときにさ」




『私はその戦いに勝って、次の天てん帝ていになってみせる。そして魔術界で我が物顔をしている〈旧家〉の連中に思い知らせてやるの。それが、私の目的よ』




「あれを、お前がどういう気持ちで言っていたのか──それをしっかり見み極きわめるんだ」

　あの話を聞いたとき、俺は、ユキハは今の世の中を引っくり返してやるつもりなんだって思った。

　でも、それはただ怒いかりに任せた言葉だったのかもしれない。

　大好きな姉を傷つけられた怒り。

　赦ゆるせないという気持ち。

　だとしても、それは仕方のないことだ。

　ユキハが「逃げる」ことを選んだとき──責める奴やつも出てくるだろう。無責任だって、ふざけるなって、吠ほえられるかもしれない。嚙かみつかれるかもしれない。

　でも俺は、俺だけは、責めないでいてやろうと思う。

　こいつがきちんと逃げきれるまで、守ってやろうと思う。

　それがあの日、こいつの手を取った──〈使い魔〉としての、俺の責任だと思うから。




　　　　◇




「まだ……です」

　立ち去ろうとしていたいまりを行かせまいと、悠里は立ち上がった。

　自らの〈白羊宮サイン〉をまさに杖つえ代わりにして、よろよろと。

「──弱者に鞭むち打うつ趣しゆ味みはない」

　いまりの毅き然ぜんとした態度は、冷れい徹てつな事実を告げていた。

〈牡羊座アリエス〉と〈獅子座レオ〉──すでに勝敗は決していた。

「……なぜ、そこまでする？」

　それでも行く手を阻はばもうとする悠里に、いまりは尋たずねた。

「東雪羽のためか？　あいつはオマエがそこまでしてやるほどの価値はないぞ？」

　けれど、悠里は動かない。少しでも時間を稼かせぐつもりのようだ。

「わたし、の……家は」

「む？」

　──焰悠里は、「捧ささげられた」魔女である。

　生まれつきあまりにも高い才能を有していた彼女は、焰家の畜ちく家いえとして〈旧家〉の隅すみに居場所を与えられている、ひとつ──斑保家に生まれた。

　ゆえに必然として、価値ある羊は焰家かみに捧げられた。

〈旧家〉とは魔術界の黎れい明めい期きから在あり、綿々と築き上げてきた歴史を有する家々だ。

　が、焰家はその限りではない。

「わたしの家は、『成り上がり者』として揶や揄ゆされています……ご存知ですよね……？」

　悠里自身が自じ嘲ちようしたように、焰家にはそういった印象が強い。

　なぜなら、焰家は比ひ較かく的てき新しく〈旧家〉に加わった家なのだ──にもかかわらず、高い序列にある。

　それはつまり、「やり手」であるということ。

　もともとは表の世界で大成を収めた商家なのだ。それがある日、この魔術界に入り込んできた。

　過去に例のない驚きよう異い的な速度で成長を遂とげ、権力を手中に収め、〈旧家〉の階段を駆かけ上がった。人間、飽あくほどの金を得れば次に権力、最後には名めい誉よを欲ほしがるものであるが──その先にはまだ、「神秘」という続きがあったらしい。

　ともかくもその辣らつ腕わんは見事の一言。だが、だからこそ、「成り上がり者」という印象が強い。魔術的に古い歴史を持つ家は、歴史のない焰家を嘲あざ笑わらう。

「ああ、知っているとも。そしてこうも言われている──焰家は成り上がり者だが、まだ成り上がりきっていない。なぜなら連中は豚ぶたの如ごとく貪どん欲よくだからだ。あの豚どもは、この魔術界を丸ごと平らげるまで腹を空すかせ続けるだろう、と」

「……その通りです」

　痛つう烈れつな皮肉に、どうしてか悠里は頷うなずいた。

　それを事実として認めているからだ。

　──焰悠里。「生まれついての十二魔女」などという逸いつ材ざいを手にした焰家が、その野望を滾たぎらせなかったはずはない。

　世は長らく魔術界を治めていた天帝が引退した、世代交代の時代──

　自分たちが擁よう立りつする十二魔女をこそ次の天帝に据すえたいと考えたのも自然なことだった。

　それこそが、旧名、斑保悠里──そして〈牡羊座アリエス〉の十二魔女、焰悠里である。

　しかし、上には上がいる。

　ここまで階段を一段飛ばし、二段飛ばしで駆け上がってきた焰家だが、ここから先の階段を上ることはできなかった。

〈旧家〉の大おお御ご所しよたち。

　さらに頂点に君臨する──皇すめらぎの家系。

　天帝は所しよ詮せん、世せ襲しゆう制。次期天帝は、そうなるべくして生まれた〈乙女座ヴアルゴ〉のものだ。

　外様がいくら力を得ようが、いくら吠えようが、決して越こえられない壁かべがある──

　だが、ここにおいて千せん載ざい一いち遇ぐうの好機チヤンスが訪おとずれた。




〈天秤座リブラ〉の離り反はん──〈終ついの生徒会〉の誕生。




　風向きが変わった。

　悠里はかつて、キミオにこう言った。自分を取り巻く人々のことを、「わたしに勝ってもらわなければならない人たち」と。

　それはつまり悠里を引き取った焰家の者たち、そしてその利権に与あずかる者たち。

　要は──〈序はじまりの生徒会〉の生徒会長トツプである〈乙女座ヴアルゴ〉を廃はいし、悠里を次期天帝トツプに据えようという企くわだてがあったということだ。

　そして、それは実行された。

　それがかつて東雪羽を狙ねらって引き起こされた──『〈人馬宮サイン〉回収事件』だ。

　その計画に対し、当の本人である悠里はまるで乗り気ではなかったが、彼女にはひとつ致ち命めい的てきな弱点があった。

　それは、妹の存在だ。

　焰家に引き取られる際、引き離はなされた双ふた子ごの妹。

　そして、星との結びつきが今にも途と切ぎれそうだった〈龍座ドラコ〉の魔女──斑保りゆ。

　彼女を救うためには天帝になるしかない──

　悠里には、選択の余地などなかったのだ。

　あのとき悠里がユキハから奪うばいかけた「ふたつのサイン」の力は、想像を絶するものだった──もしもキミオの活かつ躍やくがなければ、政権奪取クーデターは成功していたかもしれない。

「あなたの言う通り、焰家は飽くことを知らない──なにもかもを欲ほつする強ごう欲よくの家。そこに、あなたのような『御お家いえのために』という意志はありません」

　だから悠里は、家のために戦っているのではない。

　もとより妹のため。

　そして、ユキハは約束してくれた。当たり前の顔をして。

「私が天帝を目指す理由が、もうひとつ増えたわね」──と。

「……東さんはまだ、ご自分が言っていることの本当の意味をわかっていないようですが……」

　だから決めたのだ。

　りゆと双子ふたりで決めた。

「わたしたちの未来の天帝に仇あだなすあなたの行動を、看過することはできません」

　まったく皮肉なものだ。

　悠里は焰家の体質を嫌きらっているが、彼女が〈旧家〉にあって他ほかとはやや毛色が違ちがうのは、そんな背景があるからに他ならないのだから。

「ふん、東雪羽に恩があるか？」

　それは違う。焰悠里からすれば、東雪羽にあるのは「恩」ではなく、迷めい惑わくをかけたことに対する「詫わび」だ。

　彼女の「恩」は、別の人物にこそある──

　けれど、悠里はそれを口にしなかった。

　その想おもいは、とても大切なもののように思えたから。

　その恩を受けたときに芽生えた、あの、とてもあたたかい気持ちは。

「あの魔女ひとには、あの使い魔かたが必要なのです──邪じや魔まはさせません」

　再び、悠里の身体からだを《蒼炎メサルテイム》が覆おおう。

　今度は、さきほどよりも厚い──ずっとずっと厚い炎の層が、幾いく重えにも形成されていた。

　それは闘とう志しによる違いだったのか──

「何度やろうと同じことだぞ」

　しかし、恐おそらくはいまりの言う通りだろう。

　羊はすでに獅し子しに喰くわれている──百ひやく獣じゆうにおける供く物もつと王、勝敗ははじめから明らかであった。

　そしてそれは、すぐに現実のものとなった。

「──《獅子王レグルス》──」

　再度、羊の砦とりでが獅子の顎あごに嚙み砕くだかれる──多少厚みを増そうが、現時点における力量の差は明白であった。

　そのまま弾はじき飛ばされた悠里は壁に激しく叩たたきつけられ、昏こん倒とうした。

「……これは」

　だが。

　にもかかわらず、獅子はその足を止めることとなった。

　眠ねむりに落ちた羊を前に、獅子の行軍が停止を余よ儀ぎなくされたのだ。

　なぜなら──炎はひとつではなかったからだ。

　ひとつ、ふたつ、みっつ──それはこの廊ろう下かに配してある破壊人形ゴーレムたちのように、無数に連なって獅子の行く手を阻んでいた。

　羊ははじめから、獅子に勝てないことを悟さとっていた。

　だから、「数を増やした」。

　羊の目的は時間稼かせぎ──ひとつで足りないのならふたつ、ふたつで足りないのであればみっつと、その数を増やしていったのだ。

　あえてぶつかってみせたのは、その狙いに気づかせないため。そして、悠里の身体を覆う形で炎が展開されているばかりと錯さつ覚かくさせるため。

　なぜなら炎は、時間とともに燃え広がるもの。

　炎えん帝てい〈牡羊座アリエス〉の蒼あおき兵士たちは──時の経過とともに近きん隣りん諸国を征せい服ふくし、その領土をみるみる拡大していく。

　そうして築き上げられた壁の層たるや──

　その魔術の名を、《アタマスの進軍》という。

「……これを突とつ破ぱするは容易ではないな」

　いまりにそう言わしめた時点で、悠里はその目的を達していたのだ。

　気を失った悠里の口元には、笑えみが浮うかんでいるように見えた──〈牡羊座アリエス〉の魔女、焰悠里は、こうして確かに己おのれの役目を全うしたのであった。
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「──なに言ってんの、キミオくん」

　それは、とても長い時間に感じられた。

　けれど、実際はわずかな時間に過ぎなかったのかもしれない──

　その「時間」が俺たちのもとを通り過ぎていったとき、そいつは、たった今まで下を向いていた少女の、弱い気持ちを奪い去っていった。

「逃にげる？　そんなわけないでしょ。私はね、戦うためにこの聖セントアルマゲスト学園に入学したのよ」

　ユキハは、俺の知っている東雪羽の顔で、そう言った。

　力強く、そう言った。

　……よく、「時間は残ざん酷こくだ」と言う。

　まったくその通りだと思う。

　今、時間は──この少女が逃げ出すたった一度の好機チヤンスを、奪い去ってしまった。

「……いい、のか？」

　だから俺は、そう訊きいた。

　きっとそれは反則技わざ。最後の最後にもう一度だけ、無理やり作り出した、本当に最後の機会チヤンス。

「くどいわよ」

「……わかった」

　なら。

　それがユキハ──お前の「覚かく悟ご」なら。

　俺もこう言うよ。

　──わかっていたよ、東雪羽。

　お前がそう言うだろうってことぐらい、さ──

「あーあ、なーんだ。お前が逃げてくれりゃ、俺も楽できると思ったんだけどなぁ」

「冗じよう談だんじゃないわ。アンタは私の使つかい魔まよ。きちんと使い潰してあげるから、むしろ感謝なさい」

「へいへい」

　誰だれにだって、心に弱い部分はある──

　あえて目を逸そらして、考えずに置き去りにしてきた問題はある──

　けれどもそれを吞のみ込んで、それでも前を向くのなら。

　人はその力になろうと、そう思える。

「……その」

「ん？」

「…………ありがとう」

「なんだって？」

「な、なんでもないわよ！　た、ただ、これだけは言っておくわ。〈獅子座レオ〉に捕つかまったアンタを助けられなくて……ごめんなさい」

　あえて聞こえなかった振ふりをしたのに、ユキハは律りち儀ぎにそう言った。

「こ、これは主人の責任としてね？　それだけよ！　調子乗るんじゃないわよ！」

「わかってるよ」

　やれやれ──

　けれど準備は整ったぞ、為槌いまり。

〈獅子座レオ〉の十二魔女よ。




　──今からお前を、〈射手座〉の十二魔女とその使いおれたち魔が助けてやる。
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「──ほう」

　そうして寮りようへと戻もどってきた俺たちと、地下から上がってきたいまりとが、玄げん関かん先さきで顔を合わせた。

　為槌いまりの個人寮──周囲は、鮮あざやかな花々を噴ふん水すいのきらめきが彩いろどる庭園。

　いまりは開口一番、ユキハを見てこう言った。

「今さらこんなところでなにをしている。オマエ如ごときに、我が視界に入る資格があるとでも思っているのか？」

　その目に込こみ上げる激情を隠かくすこともなく、苛いら立だたしげに吐はき捨てた。

「──仕切り直してあげようと思ったのよ」

　けれどユキハは、その瞳ひとみを真っ向から見返した。

「仕切り直すだと？」

「ええ、私とアンタの間にずいぶんと『距きよ離り』があったからね──これじゃ、〈射手座わたし〉の方が有利すぎると思って」

　知ってるでしょ、〈射手座サジタリウス〉の特性は、と、不敵な笑えみを浮かべながら。

「ほう……」

　そんなユキハを見て、いまりは少しだけ見直したような表情を見せた。

　だが。

「なるほど、さきほどの返礼というわけか。だが狩人かりゆうどよ。口の達者な狩人よ。今このとき、勇気を出して狩かり場に足を踏ふみ入れたところで──すぐに後こう悔かいするのではないか？」

　いまりの言葉は鋭するどい。

　なぜなら彼女に裏表はなく、誰よりも真まっ直すぐな言葉でぶつかってくるからだ。

「オマエに『覚悟』はあるのか？　この狩り場に立ち続ける『覚悟』が？」

　だからユキハも、真っ直ぐにぶつかっていく。

「──試ためしてみなさいよ、〈獅子座レオ〉。アンタにはその資格があるわ」

「よかろう。ならば獅子に喰い殺されようと文句を言うなよ、〈射手座サジタリウス〉」

　──始まる。

〈射手座サジタリウス〉と〈獅子座レオ〉の、二度目の対決が──始まる。

　俺たちはふたり。

　魔女と使い魔、ふたりセットだ。

　対して、相手はひとりだが──ひとりでふたり分。

　使い魔の特とく徴ちようを取り込んで成長を遂とげてきたような、すごい魔女だ。

「ユキハ──」

「キミオくん──」

　だから。

　今の俺たちが対たい抗こうするにはこれしかない。

　魔女と使い魔、ふたりセットの利点を活いかすしか。

「──《御使魔術ゲーテイア》を」

　俺たちふたりの声が重なった。

　しばしお互たがいに顔を見合わせて、それから少し苦く笑しようしつつも、

「じつは、この前失敗したのは俺のせいなんだ」

　俺はそう白状した。

「……そう」

　薄うす々うすとはわかっていたのだろう。ユキハはそのことに関して、さほど驚おどろいていないようだった。

「でも、今度は大だい丈じよう夫ぶ──」

　なぜなら、いまりから聞いた方法──心構えがあるのだから。







「──魔術に合わせる方法？」

　俺がそう聞いたとき、いまりは首を捻ひねった。

「ふむ。オマエの頼たのみとは、そんなことでいいのか？」

「教えてくれるか？」

「無論、技術に関してはそれなりの年月が必要となるから、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものではないが……基本となる心構えなら教えてやれるぞ。まず、それがなくては始まらんしな」

「……それは？」

「それはな、キミオ。『合わせよう』などと思わないことだ」

「え？」

「むしろ『使ってやる』のだと。『ついてこい』と、そう言い放つ気持ちだ。さすれば、すべては己おのが手中で回り出すだろう」

「それって……」

「そう。自分も全力を出すから、相手にも全力を出せということだ。『おまえは俺についてこれるのか？』と──煽あおるといってもいい」

　お互いにな、と。いまりは笑った。

「そうしている内に、いつしか呼吸は合うものさ」







　なんたる荒あら療りよう治じ。でも、なんだかいまりらしいな、と思った。

　だから、今度はきっと大丈夫。

　しかしユキハは、「大丈夫」と──そう告げた俺に、言葉を被かぶせた。

　まるで、俺に言わせまいとするかのように。

「──私ね、さっき〈獅子座アイツ〉に負けたのよ。コテンパンに。コテンパンよ、コテンパン。はじめてよ、こんな言葉を使ったの。それぐらいボロボロの惨ざん敗ぱいよ」

　負けたのは知っている。到とう着ちやくしたときに見たふたりの様子から、勝敗は明らかだった。

　でも、いったいなにを……？

「アイツは『距離を取れ』って言った。私を対等の条件にしようと……ううん、違ちがう。アイツは、私が有利になる条件にしようとしていた」

「…………」

「それでもアイツには、私に勝つ自信があったから。それがわかって、私はカッとなって……舐なめられても仕方がない。私は、未熟だった。なにもかも足りなかった。すべてが、アイツの足元にも及およばなかった」

「ユキハ……」

　──なにが言いたい？

　彼女自身、考えながら喋しやべっているようだった。自分の想おもいを、必死に言葉へとまとめようとしているかのように。

「だから私は、キミオくん──アンタで埋め合わせる」

　そして、その「言葉」が出てきた。

「私の足りない部分を、私の未熟な部分を、使い魔のアンタで埋め合わせる。それでひとり分。それで私は、ようやくアイツの前に立つ資格を得られる。それが今の、私の位置」

「…………」

「だから今度は、ちゃんと距離を取る。〈射手座サジタリウス〉の本領を発揮できるだけの『距離』を。でも、それでやっと対等の『条件』というだけ。きっと、アイツには届かない」

「…………」

「だ、だから……」

「考えがあるってことか？」

「……そう。あのあと、自分の《御使魔術ゲーテイア》のことがわかってきたの。きちんと条件と、手順を踏めば、決してアイツに届かないわけじゃない……いえ。どっちにしろ、今の私にはこれしかない」

「そうか」

「だから……お願い、キミオくん……」

　それが答え。ユキハの出した、答えなんだな──

「だったらしょうがねえな。でも、お前で俺についてこれるのかね」

「え？」

「お前のお望み通り、お前の足りない部分を俺が埋め合わせてやるから──足、引っ張んなよ？」

「なっ、な……」

　すまないな、ユキハ。俺にはこうするしか方法がない。

　でも、お前も少し──らしくないんじゃないか？

　反省するのはいい。そこから次に繫つなげていくのも、健全な成長ってやつだ。

　けれど、だからといって──

「どうした？　ほら、お願いするんだろ？　さっさと言ってみろよ」

　そんな謙へりくだるような言い方、らしくねえよ。

　俺はユキハを見やる。煽るように、不ふ遜そんな態度で。

　そしたらユキハは──

「……調子に乗ってんじゃないわよ」

　そんな俺を、真っ向から睨にらみ返して。

「私が前より上手くアンタを使ってあげるから──余計な口を叩たたいてないで、さっさと私に使われなさいよ！」

　──そうだ。

　そう、やっぱり。

　俺のご主人様は、こうでなくっちゃいけない。

「へいへい。ご勝手に」

　いかんな。口元が笑っているかもしれない。

「ええ、勝手にするわよ。──それじゃ私が呪じゆ文もんを詠えい唱しようしている間、頼むわよ」

　けれどその一いつ瞬しゆん、確かに空白が存在した。

「呪文？」

「そう、呪文よ」

「ちょっと待て。お前が呪文を唱えるのか？」

　思わず聞き返してしまった。

　なぜなら俺は、ユキハが呪文を唱えているところをこれまでろくに見たことがない。

　ユキハは《高速言語クイツクドロウ》の使い手と呼ばれるほどに星との対話ダイアログが速い──十二魔ま女じよならそれはできて当たり前だと知った今でも、やはり彼女の対話ダイアログは速いと思う。

　そして呪文とは、自らの契けい約やく星座に魔術を要よう請せいし、魔術式を返してくる「間ラグ」を少しでも短くするために唱えるもの──

　はじめから「間ラグ」などほとんど生じないユキハには、呪文など必要なかったのだ。

「そうよ。私が呪文を唱えるの」

　だからそれは、それほどの大魔術だということ。

　ユキハに詠唱を求めるほどの──

「確かに焰さんが言っていたように、《御使魔術ゲーテイア》は星座によってまったく系統が異なるみたいね。だから、〈射手座わたし〉がやりきるためには必要なのよ。……できるかしら？　キミオくん」

　そして今度は、ユキハが俺に挑ちよう戦せん的な眼まな差ざしを向けてくる。

　その試ためすかのような瞳ひとみに──

「は？　お前、なんて言った？　今、なんて？」

　おいおいおいおい。

「できるかだって？　ふざけんなよ。めんどくせえに決まってんだろ？」

　そう言ったとき、ユキハの口元には笑えみが浮うかんでいた。

　頼もしい相棒にだけ見せるような、そんな笑みが。

「──じゃ、頼んだわよ。私の使い魔さん」

　そうしてユキハは弓を構える。手にした〈人馬宮サイン〉を引き絞しぼる。

　すると、俺の身体からだにもまた後ろに引っぱられる感覚が──

「……いくわよ、キミオくん」

「ああ、ったくしょうがねえな。俺を射出うったら、さっさと後ろに下がれよ。どれくらい距きよ離りが必要なのか知らねえけど」

「そのつもりよ」

　そう言ってから、ユキハはややためらいがちに、こう続けた。

「……結構な距離を取るから、キミオくんのこと、見てられないけど……」

「だから？」

「──別になんでもないわよ！　それじゃいくわよ──！」




《御使魔術ゲーテイア》────〈射手座サジタリウス〉。




　そうしてついに。

〈獅子座レオ〉という標的に向けて、俺という「矢」は放たれた──！

「うおおおおおっ──こっ────ぉ……っ！」

　──なるほど、こいつはすごい。

　前回、ユキハが加減する前は一瞬の出来事すぎてよくわからなかったが、あらかじめ「飛ぶ」とわかっていれば、気構えもできる。

　そうなってくると、恐おそろしいほどの速度だ。常に強風に背中を押されているかのよう。

　いや、まるで音と同じ速度で飛んでいるかのよう──

《御使魔術ゲーテイア》──〈射手座サジタリウス〉。それは、己おのれの使い魔を瞬時に敵地へと送り込む魔術。

　遠方であっても、それは矢文の如ごとく即そく座ざに。また、接近戦を不得手とする〈射手座サジタリウス〉が、敵の接近を許してしまったときであれば──

　主人が距離を取る時間を稼かせぐべく、使い魔をぶつける魔術。

　ただし、それは最初にユキハが否定したように、使い魔という肉の塊かたまりをぶつける魔術ではない。正しく機能したその魔術の中では、使い魔はただ飛んでいくわけではなく、肉体の制せい御ぎよが可能──つまり「飛行状態を利用した攻こう撃げき」が可能となる。

　それは即すなわち、意志をもって動く「矢」に他ほかならない──

「悪いな、いまり。せっかく使い魔に誘さそってもらったけど、やっぱり俺にはお前の使い魔は務まりそうにない」

「……そうか」

「だからせめて──せめて、お前を〈旧家〉から解き放ってやるよ」

「主人に毒されたか、キミオよ。上官わたしを〈旧家〉から解き放つなどと、意味がわからん」

　──狩人かりゆうどにとって「矢」とはなにか。

　それは、獲え物ものを仕留める「刃やいば」である。

　ならば、〈射手座サジタリウス〉にとって《御使魔術それ》は──




　──最も信しん頼らいする「刃」を放つことに他ならない──




「ふん。だが上官わたしもまた、オマエの目を覚まさせるためにも、相対することとしよう」

　そして「標的」と「矢」。

　俺たちは激げき突とつする──！
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「どうしてだ？」

　まずは、問いたい──

「いまり。どうしてお前は、そこまで御お家いえに──〈旧家〉に尽つくす？」

「知れたことだ、キミオ。それが為槌家に生まれた、我が使命」

　その、強き思い。

　──その思いに続くのは。

「……いや、だから上官わたしは、生きていることを許されるのだ」

　その言葉が、とても悔くやしい。

　わかっているのか、いまり。お前はただ、利用されているだけなんだぞ。

　なんとかしてやりたい。

　なんとかして、いまりのその考えを──打ち砕くだいてやりたい。

　それがどんなに傲ごう慢まんなことだとしても。

　傲慢な世界の上に成り立ったものは、より傲慢なものでなければ塗ぬり替かえられないから。

　それが──現実を突つきつけるようなやり方になってしまったとしても……。

　俺はユキハの方を振ふり返る。予定通り、彼女はすでに遠ざかっていた。

「矢」を放った以上、あとは距離を取ることで自らを万全な状態に置くために、その場から遠ざかる。

　それでいい。それこそが、〈射手座サジタリウス〉の戦い方だ。

　後ろを振り返ることさえなかったのが、使い魔おれへの信頼の証あかし──

　だから俺も、その信頼に応こたえることができる。

「魔術展開クラリオン」

〈射手座サジタリウス〉の《御使魔術ゲーテイア》において、使い魔は「矢」の状態を活いかした攻撃が可能となるが、それは逆にいえば、使い魔自身の戦せん闘とう力にすべてがかかってくるということだ。

　相手は十二魔女。

　こうしなければ、わずかな時間さえも稼げやしない。

「いくぞ、いまり──！」

　俺の魔術展開それは、星座ほしとの語らいではない。

　なぜなら、男である俺には対話するべき星座は存在しないからだ。

　魔女は魔術展開その際、己の契約星座を宙に刻むが──俺が宙に刻むのは。

　八十八という数にすら該がい当とうしない、その軌き跡せき。




　それは封ふうじられ、閉とざされ、棄すてられた、星の墓標──それと同質のもの。




　次の瞬間。

　現れるのは、この身に喰くらいつく無数の鎖くさり。

　形状かたちは歪いびつ。色彩いろも歪いびつ。種類たぐいも歪いびつ。

　不ふ揃ぞろいで不ぶ恰かつ好こうな、鎖の群れ。

　ただ共通しているのは──それは総じて、遠い昔に忘れ去られたかのようにくすんでいるということ。

「なんだ？　それは──？」

　その異形は、歴戦の魔女である〈獅子座レオ〉の双そう眸ぼうさえも見開かせるほど。

　不可解。ただ一言、俺の様相を捉とらえる表現は他になかっただろう。

「悪いな。十二魔女おまえがあんまりにも遠いところにいるもんだから、ちょっとした反則技チートを使わせてもらうぜ」

　腰こしから抜ぬいた短剣ダガー。それは、俺の使い魔としての装備品。

　その短剣は見事な装そう飾しよくのなされた一品だが、それは見み栄ばえだけ。過か剰じような装飾はむしろ実戦的な動きを殺し、その上、研とがれていない刃は満足に物を切ることさえできない。

　──玩具オモチヤの方が、まだ軽い分だけマシという代しろ物もの。

　だがこの短剣は、武器として役に立たないからこそ役に立っている。

「──《魔術切断セイバー》──」

　無数の鎖のひとつが、「素体ベース」である短剣に巻きついていく。

　短剣は、瞬時に長ちよう剣けんへとその姿を変えた──汎用剣バスタードソードの形状へと。

　そうして、俺たちは激突した。

「──《獅子王レグルス》──」

　飛行状態を利用した俺の一いつ閃せんと──それを受けた、いまりの拳こぶし！

　否いな。「受けた」というよりも、「斬きり合った」という方が正しかった。

　つまりいまりには、音速で接近する俺の攻撃の軌跡が正確に見えていた、ということだ。

　そして。

（破は壊かい……っ！）

「効かなかった」んじゃない──「壊こわされた」。

　委員長の──〈牡羊座アリエス〉の炎ほのおは魔ま力りよくの切断が叶かなわず「効かなかった」が、〈獅子座レオ〉のそれには《魔術切断セイバー》そのものを「壊された」。

　破壊された長剣が、無数の破は片へんとなって飛び散っていく──俺の装備は、再び短剣へと戻もどされた。

　それは純じゆん粋すいな暴力。

　これが八十八の魔女の中でも最高の攻撃力を持つという、〈獅子座レオ〉の魔術──！

「これは、魔術……？」

　それでも。

「まさか、男の身で魔術を使った……とでもいうのか……？」

　そうして目くらまし程度にでも驚おどろいてくれることが、ほんの僅わずかな油断に繫つながる。なら俺は、そこから突き崩くずしていけばいい。

　しかし──

　剣と拳で斬り結んだ俺たちだが、「矢」として飛び出した俺の動きは直線。軌き道どうを変えることはできない。弾はじかれる格好となった俺は、いまりを通り過ぎていく。

　飛行状態の利点を活かすのも、ここまでか。

「って、おい……まさか……」

　驚きの声を上げたのは俺。

　そうはならなかったのだ。

　いまりを通り過ぎていった俺の身体からだが、まるで中空に作られた反対方向への風道に乗るかのように、急激に反転した。

　そして再び、いまりへと向かう俺──これは。

「誘導弾ホーミング────？」

〈射手座サジタリウス〉とは射手アーチヤー。

　戦場において、数で圧あつ倒とうする歩兵を、恐るべき速さで突とつ進しんしてくる騎き兵へいを、その一閃で仕留める──『距きよ離り』を制した弓きゆう箭せん兵へいである。

　その戦場の雄ゆうが、「これは」と頼たのんだ一本の矢。

　それこそが〈使い魔〉。

　それこそが《御使魔術ゲーテイア》。

　ならばそれは──『魔ま弾だん』。

　術者の手から放たれた使い魔バレツトは、狙ねらった標的を何度でも追いつめる。

　何度でも。

　何度でも何度でも──「詠えい唱しようの時間を稼ぎきる」まで！

　……ありがたい。そういうことなら。

「まだだ、いまり！　《魔術切断セイバー》を砕いたくらいで、安心してんじゃねえぞ！」

「──笑わせるな。なんであれ、オマエの魔術など通用しない。何度やろうと同じことだ」

　戸と惑まどいの中にあったいまりが、迷いを振り払はらう。ただそれだけで、平静を取り戻す──まさに一流の闘とう士し。

「ああ、すげえよ、十二魔女は──お前はすげえよ！」

　俺は叫さけんだ。

「それだけの力を得るために、お前がどれだけ苦しんできたのか──いいのかよ？　〈旧家〉は、そんなお前を……」

「なんだ？」

「お前……を……！」

　言えない──言ってしまったら、いまりはどうなる。

　いまりが今日まで積み重ねてきた日々はどうなってしまうんだ？

（くそがっ……！）

　二度目の激突──

「──《武装切断ナイト》──」

　それは、前回の動乱を終結させた〈禁きん呪じゆ〉。

「ひとつをふたつ」にする──相手の『装備品』を強制解除させる。

　委員長の《蒼炎メサルテイム》が常時展開される魔術であるのなら、それはもはや『装備品』──その理り屈くつは、〈獅子座レオ〉の《獅子王レグルス》にも通用するかもしれない。

　しかし。

　そんな、「かもしれない」なんて薄うす甘あまい希望など──

「ぐあっ……！」

　通じない。

　そもそも、あれは委員長が──その背後に控ひかえている奴やつらの企たくらみのせいで、彼女が大きく状態を崩していたからこそ成立した、起死回生の一いち撃げきだった。

　それが十二魔女。

　まして、獅し子しは撫なでるだけで人間など容易たやすく殺傷する最強の生物。威い力りよくがまるで違ちがう。

　だから、その当然の結果として。

　その〈禁呪〉もまた──「破壊」された。

　再び俺は、いまりから遠ざかっていく。

「諦あきらめろ、キミオ。オマエでは上官わたしを倒たおすどころか、足止めも叶わない」

「んなことはわかってるよ。でもな、それでもやらなきゃいけないんだ」

「なぜだ？」

「……お前が嬉うれしそうに笑ってるからだよ」

「は？」

「いっつも自信満々な顔をして──本当に嬉しそうに笑ってやがるからだよ」

　あの子は言ってたよ。

　仲良くなりたい相手がいるなら、そいつがなにに対して笑いかけるのか、よく見てろって──

　だから笑うなよ。笑わないでくれよ。

　そんなに嬉しそうに、当たり前の顔をして──〈旧家〉のためなんかに、笑わないでくれ。

　残る俺の〈禁呪〉は、《存在切断シーフ》──しかし、これは戦闘には役立たない。そもそも短剣ダガーを「抜いた」時点で使用されているはずなんだが、やっぱりいまりには効果がないみたいだ。

　……つまりは。

（こうするしかないってことだろ──！）

　この状じよう況きようを打開する、新たな〈禁呪〉を解放。

　俺は自分の身体から伸のびる無数の鎖のひとつに、短剣を突つき刺さした。

　鎖の先せん端たんにある、ひときわ大きな輪に──そうして、渾こん身しんの力を込こめて鎖を引っぱり上げる。

　この短剣は「素体ベース」。そして鎖は、換かん装そうする「刃やいば」となる──

「ぐああああああああああああああああああああっ！」

　駆かけ抜ける激痛。

　それは焼かれるよりも灼あつく、斬られるよりも激しく、死ぬよりも冷たい。

　……なに、ちょっとした痛みだ。

　こんなもんたいしたことはない。

　こんなもんより、その笑え顔がおの方が、ずっと痛い──







　そして扉とびらが開く。宙そらの武器庫への扉が。

「──よう、また来てやったぜ」

　俺の挑ちよう戦せん的な声が、上下の感覚を喪そう失しつしたその暗き空間に木霊こだまする。

　あえて、俺は言葉を尖とがらせる。ここでは決して弱気になってはいけないからだ。

「ゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲ‼」

　音にすれば、そんな音。

　返ってくるのは、そんな、人であれば発しようのない哄こう笑しよう。

　心を強く持たねばすぐにでも引きずり込まれてしまうであろう、禍まが々まがしく、そしてなにより不ふ愉ゆ快かいな、その声。

　武器庫であれば当然、いくつもの武器がしまわれている。

　そして武器に性格があるのなら、それは人間と同じように、ひとつずつ異なるのだろう──明るい性格、穏おだやかな性格、真ま面じ目めな性格、物静かな性格。

　中には、荒あら々あらしくも凶きよう暴ぼうで、手がつけられない性格も。

　もしもその性格が、武器の性質によって定まってくるとしたら──

　だからここには、そんなやつしかいない。

「貴様か！　人間の小こ僧ぞうめが！」

　なぜならここにあるのは、〈禁呪〉ども。

　呪わしきと封ふうじられた、外法──あらゆる理由で歴史から抹まつ消しようされた魔術。それらが武器という「形」を与あたえられ、閉じ込められている。

　ここは、忘れられた武器庫。

　時の流れに取り残された、もう誰だれも訪おとずれることのない武器庫。

　……つまるところ、魔術の墓地。

「また捧ささげに来たか！　我らに贄にえを！」「供く物もつ！」「愚おろかにも力を欲ほつし！　自らの四し肢しを解体するか！」「祭さい壇だんを！」「──自らの手で己おのれの祭壇を築きし者よ！」

「……うるせえよ」

　身み震ぶるいを抑おさえて、俺はうんざりしてやる。むくむくともたげてくる弱気な自分を殺し、ここにいる誰よりも不ふ遜そんな表情を浮うかべてやる。

「ごちゃごちゃ言ってねえで、さっさと俺の〈力〉になりやがれ！」

　そう、言ってやる。思い切り傲ごう慢まんな声で。

「ならば捧げよ！　受肉したはずの貴様の生を！　価値なきものとして──」

　そうだ。ここは、棄すてられた武器庫。

　しまわれた武器たちは、ただ埃ほこりを被かぶっていくのみ。

　まだ戦える！　そう叫んでいるのに、もう誰も聞いてくれない。

　ゆえに彼らは──

「ああ……くれてやるよ、この亡もう者じやどもが」

　迷い込んだ人間の生を喰くらって、再び命を得ようとするのだ──

「クク……腹の底で我らを滑こつ稽けいと嗤わらう貴様」「だが、本当に滑稽なのは誰であろうな？」

　遠く、そんな声が聞こえる。武器庫を去る迷子の耳に。

「なあ、忘れ去られた我らと同質なる────××の支配者よ────」







「ぐっ……！」

　眼球に焼けるような痛みが走る──押された「無価値ゼロ」の烙らく印いん。

　それは〈禁呪やつら〉がいずれ奪うばうべき箇か所しよに刻まれる。

　……今度は「右目」か。

「なんだ……？　いったいなにをしている、キミオ……」

「なんでもねえよ。それじゃ始めようか、〈獅子座レオ〉──お前でこいつが砕くだけるか？」

「剣けんが……『盾たて』に……？」

　いまりが驚おどろきの声を上げたように、俺の手には『盾』が装備されていた。

　それは円形盾ラウンドシールド──短剣ダガーに巻きついた鎖くさりは、長ちよう剣けんであれば両りよう刃ばに該がい当とうする部分に盾を築き、そして残された柄つかの部分は盾の背にある取っ手へと変じた。

「とんでもない男だな。我が為槌家の〈王権の象徴ウル・グルラ〉を指して、『魔ま法ほう剣けん士し』などとたとえる輩やからもいるが──オマエの方がよほどそれらしいではないか」

　その言葉に苦く笑しようした。とんでもない。これはそんな立派なものじゃない。

　いまりが積み重ねてきたものと比べられるような、そんなご大層なものじゃないんだ。

「……男の魔術師だ。〈旧家〉にとっちゃ、やっぱり看過できない存在だろうな？」

「確かに、そうなるのだろうな──だが、上官わたしもオマエを使い魔に迎むかえると、一度は決めた身だ。きちんと責任は取るぞ」

「責任？」

「ああ」

　いまりが一段、深く沈しずむ。

「──責任をもって、オマエの魔術を打ち砕こう」

　どうにも困ることに、こいつの台詞せりふはいちいち胸を打つ。

　でもだからこそ、なんとかしてやりたい──

「いくぞ！　いまり‼」

　そして今度は盾と拳こぶし──俺たちは三度、激げき突とつした。

「ただ残念なのは、キミオ」

　そして、やはりと言うべきか。

　この『盾』もまた──粉々に破は壊かいされた。

「その程度の強度で、我が魔術を防げると思われていたとは。今日までこの拳に積み重ねてきた研けん鑽さん、生半可なものではない──オマエは『盾』を選ぶべきではなかった」

　選ぶのなら、〈牡羊座アリエス〉を超こえるものでなければならない、と。

「ああ、俺もそう思う」

「なに？」

「生半可なものなんかじゃない。もしもお前の魔術を笑う奴がいたら、俺が赦ゆるさない。絶対に赦さない。でも、選せん択たくはこれでいいんだ──俺の魔術は、これでいい」

　為槌いまり。俺はお前を信じていた。

　お前の『強さ』を──

「──きっと一撃で破壊してくれると、信じていた」

　次の瞬しゆん間かん、砕け散った『盾』の再生が始まった。

　猛もう烈れつな勢いで再構築されていく──ただしそれは、破壊される前の姿に、ではない。

　さきほどの『一撃』を受けて、その『強さ』を受けて、それを上回る強度に、大きさに、変へん貌ぼうを遂とげた盾として生まれ変わる。

「《無限防衛プリースト》──『防衛』の刃やいば。この盾は、破壊されてこそ本領を発揮する」

〈獅子座レオ〉は十二魔女中、最高の攻こう撃げき力を誇ほこる。

　きっと彼女には、どれだけ硬かたい盾を用意しても通用しないだろう。

　彼女が〈獅子座レオ〉だからそう思うんじゃない。

　彼女がどれだけのものを積み重ねてきたのか知ってしまったからこそ、そう思うんだ。

　だから、彼女の『一いち撃げき』を封じるためには──

「お前の『一撃』が最強であるからこそ、だからこそ、今の一撃よりも硬くなるこの魔術との相あい性しようは最悪だ」

　彼女はもう、この盾を砕けない。

　この盾は、〈獅子座レオ〉の最強の一撃によって作られた最強の盾なのだから。

（く……ぁっ……！）

　だが、その分のリスクは激しい。

　体内の魔力をごっそりと持っていかれる──《無限防衛これ》は名前に反して、決して何度も使えるような魔術じゃない。

　卒そつ倒とうしそうになる消しよう耗もうに耐たえ、俺は盾を構え直す。

「──さすがは上官わたしの使い魔だ」

　だけど追い込まれたはずのいまりは、どこか嬉うれしそうで。

　やっぱり、極ごく上じようの笑顔で笑うんだ。

「しかし、キミオ──それはさきほどの一撃をさらに上回ればいいというだけの話だろう？」

　その台詞に息を吞のんだ俺の目に、拳を握にぎり直すいまりが映る。

「あの程度が限界だと思ったのか？」




　──破壊された。




　二度目の──決して砕けるはずのなかった盾が、粉ふん砕さいされた。

「……だよ、な」

　わかっていた。わかっていたのに、どうしてか身震いが隠かくせない。

　でも、これだ。

　今度こそ──これこそが、きっと本当の『最強』。

　俺程度を相手に、いまりが本気の一撃を撃うってきているはずがないことはわかっていた。だから誘ゆう発はつしたんだ。彼女の本当の力を。

　これを再構築できれば、いまりはもうこの盾を砕けない──

「──《無限防衛プリースト》──」

　蘇よみがえれ──戦火に焼かれようとする見ず知らずの村を、その身を挺ていして守ったという名もなき司祭の如ごとく──何度でも立ち上がれ。

「かっ……ぁ……！」

　……干ひ上あがったかと思った。一瞬で、魔力を根こそぎ持っていかれる。

　だが、再構築は成功した。俺はあえて、魔力を半分ほど残しておいた。作戦通りだ。

　俺が今、手にしているのは──正しよう真しん正しよう銘めい、最強の盾。

　王者によって鍛きたえられた、この地上で最強の盾だ！

「馬ば鹿かなっ……！」

　そして激突。いまりの叫さけび。

　その盾は、いまりの『一撃』を弾はじき返した。

「こんな……ことが」

　驚きではなく、はじめていまりが戸と惑まどいを見せた。

　やったぞ。ついに──

　この盾なら、いまりの攻撃を防げる。

　激突。激突。激突。

　いまりは盾を砕けない。獅し子しの咆ほう哮こうは空しく響ひびき渡わたるだけ。

　そうだ、だから。

　だからそもそも、この魔術は〈禁きん呪じゆ〉として封ふう印いんされたのだ──「決して誰にも砕けない」物質がこの世に誕生してしまったから。




　　　　◇




　──今さらながらに気づかされた。そう、東雪羽は思う。

　それは、かつて自分が言ったことの意味。それは常つね日ひ頃ごろ、いつだって自分の中で木霊こだましていた言葉だ。

『私はその戦いに勝って、次の天てん帝ていになってみせる』

　ユキハは以前、キミオにそう言った。

　どうしてサインが必要なのか──そう問われたときに。

「その戦い」とは〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉のことだ。

〈十二星間戦争それ〉がどんなものかは知っていた。戦争とは名ばかりで、今はただの世せ襲しゆうと成り果てていることも。

　そして、それをよしとしない離り反はん者が現れたことも──すでに〈終の生徒会そこ〉との接せつ触しよくも果たした。

　そのとき、使いに対してユキハは言った。

「──もしアンタたちの仲間になるとしても、私は私で天帝を目指してるわ。いつ寝ね首くびをかかれるかわからないけど、それでもいいのかしら？」と。

　構わない──代表である〈天秤座リブラ〉からは、そんな不敵な答えが返ってきた。

　それが「やれるものならやってみろ」という意味なのか、「力ある者が代表となるのは当然のことだ」という考えに基づくものだったのかはわからない。

　けれど、ユキハはその言葉に──いや、そうした環かん境きようそのものに、どこか違い和わ感かんを覚えていた。

　それしか方法がないのはわかっている。

　それでもやはり、違和感を覚えざるをえなかった。

「〈旧家〉を打だ倒とうするために〈旧家〉が用意した舞ぶ台たいに参加する」ということに対して。

〈終ついの生徒会〉は〈序はじまりの生徒会〉とは志を違ちがえた連中によって設立されたものとはいえ、結局は同じ〈旧家〉だ。

　それがどれだけ崇すう高こうな志のもとにあろうとも、自分の求めるものとは異なるのではないか──？

　そこに身を置くことが、本当に正しいのか？

「身を置く」どころか、それに便乗した形にならないか？

　それで仮に〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉を制したとして──それで目的を果たしたと言えるのか？

（違う）

　だって自分は、キミオへのその言葉に、「そして魔術界で我が物顔をしている〈旧家〉の連中に思い知らせてやる」と続けたではないか。

　さらには「──だから私はこんなところで立ち止まってるワケにはいかないのよ」と言い放ったではないか。

　それは、つまり──この「魔術界くに」を。

〈旧家〉という名の貴族たちに支配された、この魔術界という国を。

　引っくり返す、ということ。

「ただの魔ま術じゆつ掛がかりの家」に生まれた自分が、それをやるということは。




　即すなわち、「国取り」を意味しているではないか──




　　　　◇




　いまりは目に見えて疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

「……砕くだけないはずがない」

　全身で息をしながら、それでも彼女はそう言った。

「砕けないということは、それはさきほどの上官わたしに今の上官わたしが届かない、ということ」

　悔くやしそうに顔をしかめる。

　その目が言っていた。「負けたくない」と。

　そのときだ。俺が自らの過あやまちに気づいたのは。

「……超えてきたのだ。一歩一歩、昨日の自分を。今日は昨日の自分を超える。明日は、今日の自分を超える……」

　その呟つぶやきは、まるで己おのれへの鼓こ舞ぶ。

　そうだ。彼女が今戦っているのは、俺じゃない──俺の生み出した《無限防衛プリースト》。

　それは彼女自身の〈力〉だ。

　いまりがこの盾たてを砕けない？　そんなはずはない。

　だってそれは──

「それはつまり、己を超えるということだろう！　ならばそれは！　日々、上官わたしが積み重ねてきたことだ！」

　獅子の咆哮が、大地を震ふるわせた。それは轟とどろき。そして地鳴り。さらなる鳴動。

「舐なめるなよ、王を──！　百ひやく獣じゆうの王を────‼」




　そうして、ほんの少し前まで最強だった盾は。

　今このとき最強である拳によって、打ち砕かれた。




「…………」

　もうなにも言えねえよ。

　限界を──限界を超こえて、さらにそれすらも超えた相手に、なにを言えばいい？

「ぐっ……く。膝ひざをつくわけにはいかん。それは、為槌の名めい誉よに泥どろを塗ぬるということ。そんなことをしては、〈旧家〉に申し訳が立たん……」

　頑かたくなに。それは硬く、重く、冷たく、彼女の背中に圧のし掛かかっているはずなのに──泣き言ひとつ言わずに立つ、〈旧家〉の忠臣。

　……狗いぬと嗤わらわれている魔女。

　しかし、さすがにいまりも限界だった。

　あと……一押し。

　そんな思いが脳のう裏りをよぎる。

　でも、さすがに無理だ。三度目の《無限防衛プリースト》の時点で無理があったんだ──俺の魔力は空っぽ。

　こんなときに都合よく「もう一度」が起こるような、俺はそんな主役じゃない。
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　俺にはもう、魔術は使えない。

　今こうして意識を保っていられることに、むしろ疑問さえ感じるほどだ。

（でも、あと……一回なんだ）

　あと一回、彼女の攻こう撃げきを防ぎきれればいい。それは目に見えてわかる。

　そうすれば、きっとユキハがいまりを止めてくれる。

《無限防衛プリースト》の再構築は不可能。他ほかにないか。

　なんでもいい。あと一回分、なんでもいいから耐たえられれば──

「……なあ、いまり。お前はずっとそうやっ……きたんだろ……な」

「む……？」

　くそ。ついに声までかすれてきた。

「ずっと、そ……やって、御お家いえの誇ほこりを守ってきたんだろう……な。お前……は」

「当然の……ことだろう。それがどうした……」

「…………」

　ああ、そうだ。あった。

　いまりの拳の前に差し出せるものが──

　それは、いまりがずっとやってきたことじゃないか。

「じゃあ、……は……誰だれが守って……れんだよ……」

「……？　なんだ……？」

「お前の……家は、〈旧家〉は……を、守ってくれんのか……よ」

「なにを言っている……？」

　くそっ……くそ。くそ。チクショウ。

　引けるかよ。

　引くわけにいくかよ。

　盾がないからなんだよ。

　──この身体からだがあるだろうが！

　俺だって鍛きたえたんだ。ずっとずっと鍛えてきた。

　いまり、俺だって──譲ゆずれない想おもいのもとに鍛えてきたんだ。

「正気か？　どれだけ鍛えているのかは知らんが、あの『盾』ですら砕けたというのに、お前の身体ひとつで……」

「これがお前のやってきたことだろうが……！」

　腹の底から込こみ上げた俺の叫さけびに、いまりがハッと息を吞のんだ。

「俺だって負けねえよ……！　だから打ち砕いてみろ！　お前の『誇り』とやら……でよ！」

「…………」

　わかってるよ。こんなこと言ったって無む駄だだって。

「それ」が彼女のすべてなんだから。

　言えなかった。

　結局、言えなかった。

　でも、だからって──

「このままでいいわけがねえだろうがああああああああああっっっ‼」




　──そうして俺と〈獅子座レオ〉との決着はついた。

　最後の激げき突とつのとき──

　いまりは、拳を使わずに。

　俺を受け止めて。

　そうしてこう、呟いたんだ。

「キミオ。オマエが言いたいこと、ようやく上官わたしにもわかってきた」

　ごめんな、頭が悪くて、って。

　察しが悪くてすまない、って。

　それから、ありがとう、って。

「キミオの気持ちは嬉うれしい」

　でも。

「そんな同情心で──上官わたしのすべてを奪うばわないでくれ」

　……駄目なのか。

　駄目なのかよ────！




　　　　◇




「──もういいわよ、キミオくん。よくやってくれたわ」

　鳴ったのは、キミオの制服のポケットに入っていた携けい帯たい電でん話わ。

　それを取ったのは、いまりだったが──薄うすれゆく意識の中、その声はキミオにも届いた。

　キミオは笑った。ユキハの声に、もはや迷いなどなかったからだ。

　ユキハはようやく、自分が言ったことの意味を理解したのだ。

　自分が為なすべきことがなんであるのか、はっきりと見み極きわめたのだろう──キミオはそう確信した。

　ならば今度こそ、東雪羽は揺ゆるがない。

「来るか。狩人かりゆうどの本領が──」

　けれど、それによって状じよう況きようを察した為槌いまりが身構えてしまう。

「愚おろかだな。狙撃手スナイパーであれば、隙すきをつくものだろう。それは卑ひ怯きようでもなんでもない。なのに『これからいくぞ』と標的に教えてどうする。上官わたしはもう構えてしまったぞ」

　いまりはなにが飛んでこようとすべて打ち落としてやると、迎げい撃げきの姿勢だ。それは、はったりではない。

　しかしユキハはあえて、こうすることを選んだのだ。

「アンタとの戦いを汚けがすつもりはないわ。でも、気に障さわったらごめんなさい。謝っておく。──そんな誇り高いアンタに、どうしても訊ききたいことがあったから」

「訊きたいことだと？」

「ええ、為槌いまり。アンタは『王』になりたいと思ったことはないの？」

「なに？」

「〈天てん帝てい〉によ。アンタ自身は、なりたいと思ったことはないの？」

「──ないな」

　いまりは即そく答とうした。

「上官わたしはすでに王だ。百獣の王だ。〈獅子座レオ〉の十二魔ま女じよだ。その誇りがある限り、他の王の座になど興味はない」

　力強い答えだった。

「いい答えね、気に入ったわ〈獅子座レオ〉──なら、私がアンタを守ってあげる」

「……は？」

　なにを言っているのか。さすがにいまりは、呆あつ気けに取られた。

「オマエが？　上官わたしを？　この為槌いまりを？　上官わたしよりも弱い……オマエが？」

「ええ、私はアンタよりも弱い。認めるわ」

　ユキハはきっぱりとそう言った。

「今だって、キミオくんの力を借りなかったらアンタにはとても太刀たち打ちできなかったでしょう──アンタに使い魔がいたらと思うと、ぞっとするわ」

「それがわかっていて……？」

　いまりにはやはり、ユキハがなにを言っているのか理解できなかった。

「私はね、アンタの身を守ってあげるって言ってんじゃないのよ」

「ならば？」

「──アンタの誇りプライドを守ってあげるって言ってんの！」

「────」

　虚きよを突つかれた。

　東雪羽の叫びは、〈獅子座レオ〉の動きを止めた──

　その言葉の矢は、確かに「獅子」の心臓を射い抜ぬくものがあったのだ。

「でも、〈旧家〉に与あたえられた誇りプライドなんか守ってやらない。アンタの気高さを踏ふみ躙にじった〈旧家〉に与えられたものなんか！　私が守るのは、今、力強く答えた、アンタ自身の誇りプライド！」

「上官わたし、自身の……？」

「〈獅子座レオ〉の十二魔女、為槌いまり──誰よりも強く、気高い、誇り高き魔女！」

　ユキハは叫んだ。

「私は旗はた揚あげする。〈序はじまりの生徒会〉でも、まして〈終ついの生徒会〉でもない──新しい勢力、第三の陣じん営えいとして！　アンタも私と一いつ緒しよにきなさい！」

「第三の、陣営……だと？」

「そうよ！　アンタは私を守るの！　次の天帝となる、この私を！　その強さで！」

　は、と。いまりは苦く笑しようするしかなかった。

「はは……」

　そうだ、苦笑するしかない。

　誇りプライドを守る？　〈旧家〉としての誇りプライドではなく、為槌いまりとしての誇りプライドを？

「あはっ……ははは。あはははは！」

　それを叶かなえてくれるというのならば、もう。




　──もうなにも、望むものなどないではないか。




「ふざけるな」

　だが、認めるわけにはいかない。

「どうしてもというのなら、打ち砕くだいてみよ」

　だから、いまりは吠ほえた。

「この身を。〈旧家〉の戦せん神じんたる、為槌いまりの身体を！」

〈旧家〉の戦神、そして番犬である、為槌家の為槌いまりは吠えた。

「そして、この身体を引きずって──オマエの旗のもとへと連れて行けばいい‼」

「──わかったわ」

　その言葉とともに、電話は切れた。

　ユキハが呪じゆ文もん詠えい唱しようのために陣じん取どっていたのは、そこから遥はるか遠く離はなれた広場──それは奇くしくも、キミオたちと最初に《御使魔術ゲーテイア》を執とり行った広場だった。

　そうして、詠えい唱しようの最後の一節が刻まれる。




「Slave　　　──我は奴隷スレイブ。名を失い、孤こ独どくに囚とらわれた。

　Archer 　　──我が手にあった証あかしは、射手アーチヤー。ただそれのみ。

　Gospel 　　──それがたとえ、神の定めし真理ゴスペルであっても撃うち抜くものなり。

　Infinity 　──その矢は無限インフイニテイにして。

　Taciturn 　──言葉のひとつさえも交わさぬままタシターン、正確無比に射抜く。

　Traitor　　──ならば我は、反逆者トレイターであったのか。

　Armiger　　──けれど従者アーミガー。汝なんじは。汝だけは。

　Rebellion　──それならば反逆リベリオンさえも共に歩むと誓ちかってくれた。

　Immortal 　──その誓いは不滅イモータル。不死イモータルにして、不朽イモータルなのだと。

　Utmost 　　──では、我も示そう……この最も遠き地アトモストから。

　Shooting 　──汝に報むくいるための誓いの矢シユーテイングを。




　汝が、我が名を教えてくれた────我が名は、SAGITTARIUSサジタリウス」




　そして、大いなる神秘は完成する。

〈獅子座レオ〉が八十八の魔女における最たる『攻こう撃げき力』を持つように──

〈牡羊座アリエス〉が八十八の魔女における最たる『防ぼう御ぎよ力』を持つように──

〈射手座サジタリウス〉もまた、最たる特性を持つ。




　──それこそが、『射程』。




〈射手座サジタリウス〉は八十八の魔女の中、最も遠くからの攻撃を可能とする。

　だからこそ、その威い力りよくは相手から離れれば離れるほどに高まる──そしてその攻撃は、正確にして精密。

〈射手座サジタリウス〉の十二魔女の瞳ひとみは、千里を見み渡わたす鷹の目ホークアイ。

　故ゆえにそれは、狙撃銃スナイパーライフル。

　肉眼で捉とらえることさえ叶わない遥か遠くの標的を、ただの一撃のもとに下す能力。

　だが。

　ただそれだけでは届かない。ただの魔女というならばいざ知らず、同じ十二魔女と競きそい合うとなれば──「相手が気づくことのできない距きよ離りから攻撃できる」だけでは、仕留めることは叶わない。

　それではただ、十二魔女として「並んだ」だけだ。相手を上回れるということではない。

　ならばこそそれは、狙撃銃スナイパーライフルではない。

　──それは、大砲カノン。

　それこそが〈射手座サジタリウス〉の《御使魔術ゲーテイア》。

　誰だれよりも信しん頼らいする「矢」を放つからこそ、陣じんを築き、術者自らを大砲カノンと化す大魔術。

　ユキハは今、一歩も動けない。僅わずかな身じろぎさえも叶わない。

　口を動かせたのも、さきほどの通信が最後──それだって、余力のすべてを使った。もう舌先も動かせない。

　遥か遠くの標的に向かって、膝ひざをついて、弓を構えて。

　そして今、放たれる──「矢」。




　──「砲撃アーテイラリイ」。
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〈獅子座レオ〉の十二魔女、為槌いまりは──ただ一言、こう言った。

「見事」

　笑ってしまう。

　これのどこをもって、「弱い」などと吐はいたのか。

　俊しゆん足そくで到とう達たつする〈射手座サジタリウス〉の砲ほう撃げき。

　それは千億の水の「矢」を編み合わせて構築する、巨きよ大だいな氷ひよう塊かいに他ほかならなかった。

　激げき突とつする両りよう雄ゆうの『一撃』──

「獅し子しを飼い慣らすことなど、誰にもできん」

　だが、〈獅子座レオ〉は〈獅子座レオ〉。

　彼女も言っていたように、狙そ撃げきならともかく、向かい合っての激突で劣おとる星座ではない。

　彼女は消しよう耗もうしきっていたが、最後の気力を振ふり絞しぼって繰くり出した拳こぶしは、その氷塊にさえ亀き裂れつを入れた。

　──だが、それがなんだというのか。

〈射手座サジタリウス〉は最も信頼する「矢」を放ったのだ──それが身体からだを張って稼かせいでくれた時間があればこそ、練り上げることができた至高の大魔術なのだ。

　その働きに、主人が応こたえなくてどうする。

　だから、どれだけの亀裂が入ろうと。どれだけの傷を負おうと。

　その氷塊は決して砕けはしない。

　それは、たった独りの魔ま女じよが太刀打ちできるようなものではないのだ。

　それこそが《御使魔術ゲーテイア》の本質──

　たとえ万全の状態で構えていたとしても、どうにもならなかったのではないか──いまりにすら、そう思わせるまでに。

〈射手座サジタリウス〉こそは狩人かりゆうどの神。

　標的ターゲツトとして一度狙ねらわれたならば、この地上のどこにも逃のがれる術すべはなし。

　否いな。地上だけではない。

　たとえ星々の眠ねむるあの天上に逃れたとて、逃にげきれるものではない────




　　　　◇




「……勝手。オマエは上官わたしにそう言ったな、東雪羽」

　ユキハは、倒たおれ伏ふすいまりを見ていた。

〈射手座サジタリウス〉が標的を間近に見る──それこそは勝敗が決したことを意味するのだと、ユキハは学んだ。

「確かに、上官わたしはオマエに勝手な期待を押しつけていたのかもしれない。上官わたしは東卿ヘル・アズマと直接会ったことはないが、彼女の話を聞く度たびに、不思議な昂こう揚ようを覚えていた……」

　なぜならば。

　東卿ヘル・アズマは『当たり前』を飛び越こしていったから。

　自分がずっと縛しばられ続けてきた、御お家いえとか、〈旧家〉とか、そういったものを簡単に飛び越えて──

「ああ、そうか……」

　──いまりは空を見上げていた。

「上官わたしは、爽そう快かいだと……感じていたのだな」

　今、ようやく気づいた──

　でも、自分はそうなれないから。先祖が代々受け継ついできたものを、自分の代で捨てることなんてできないから。

　……だから。

「オマエには迷めい惑わくな話だな。オマエは上官わたしを殴なぐっていい」

「ええ、そうね。でも、これでチャラよ」

　そうして訪おとずれた静せい寂じやくは──とても心地ここちのいい静寂だった。

　誰もが疲ひ労ろう困こん憊ぱいの顔をしていながらも、口元にはいつの間にか笑えみを浮うかべているかのような、そんな静けさ。

　けれど、だからこそ油断する。

　それが仮に、狩人の神であったとしても。

　その矢で標的を仕留めた直後だけは──




　　　　◇




　────三さん滴てき目。これでおわり。




　　　　◇




「えっ……？」

　一いつ瞬しゆん、なにが起こったのかわからなかった。

　確かユキハが、いまりを起こそうと手を差し伸のべたんだ──

　いまりはその手をつかもうとして、そして。

　どういうわけだか、急にユキハに襲おそいかかった。

　手先を尖とがらせるかのように手刀鋭するどく、まるで引っかこうとでもするかのように。

「な、な……」

　そして、そのいまりの行動に誰より驚おどろいていたのは、いまり自身だった。

「ア、アンタね。まだやり足りないっての？」

「違ちがう！　上官わたしにそんなつもりは──」

　言いかけ、いまりはハッとした。自らの爪つめを凝ぎよう視ししている──それは真っ黒に染まっていた。まるで闇やみの切り絵を貼はりつけたかのように、真っ黒に。

　息を吞のんだ彼女が次に見つめたのは、また闇。今度は影かげ。自分の影。

　そこに──顔があった。

「な……！」

　俺もユキハも、咄とつ嗟さには続く言葉が出てこなかった。

　影の中から飛び出していたのは、半分だけの顔。

　そして、その顔には見覚えがあった。

「焰……さん？」

　そう呟つぶやいたのはユキハ。

「……違う」

　けれど、それを否定したのはいまり。

　その通り。なぜなら委員長なら、さっきから俺の隣となりにいる──ふたりの決着がつく直前、ふらつく身体をおして地下から上がってきたのだ。

　だったら、そいつは──委員長の顔をした、そいつは。

「十二魔女が三人もいる中、誰にも気づかれずに忍しのび寄れる者……影の中に巣食うなどという真似まねができるのは、オマエしかいない」

　いまりが擦かすれた声で言った──ユキハに襲いかかろうとする自分を押さえ込むかのようにして、こう言った。

　──暗殺者として育てられた魔女オマエしか、と。

「〈蠍座スコーピオン〉ッ……！」

　濁にごった目──

　それこそが、ただ一言、それを表現する言葉だった。

　そして、その言葉だけで十分だった。

　委員長の顔で、委員長の背格好で。まるで彼女と瓜うり二ふたつなのに、「〈蠍座スコーピオン〉」と呼ばれたそいつの目だけが、似ても似つかなかった。

〈蠍座スコーピオン〉──〈序はじまりの生徒会〉の一員ではないかといわれていた、かの星座。

　それは他人の姿を模すことなど造作もない、暗殺者の能力を兼かね備えた魔女だった。

「ふひ、ふひ、ふひひひひひひひひひひひ」

　そうして、身体を震ふるわせるようにして奇き声せいを発した──いや、それは哄こう笑しようだったか。

　だがそれは聞く者を怖おぞ気けに誘さそう、気のふれたそれではなく。

　極度の緊きん張ちようのせいでつい口の端はしから漏もれてしまうかのような、どこか挙動不ふ審しんな──

「やはり、この爪はオマエの仕し業わざか……〈蠍座スコーピオン〉」

　いまりに問われた間も、〈蠍座スコーピオン〉のその目は忙せわしなく動き、ひとところに留とどまらない。まるで、他人と目を合わせるのを怖こわがっているようだった。

「うん、うん、うん、うん」

〈蠍座スコーピオン〉と呼ばれた少女は、何度も何度も頷うなずく。涙なみだ目めになりながら。

「そ、そう。《反英雄アンチ・オリオン》を、をね」

　──それは「英えい雄ゆう殺し」とも呼ばれる、〈蠍座スコーピオン〉の毒魔術。

〈蠍座スコーピオン〉は毒を操あやつるという。血液毒、神経毒、腐ふ食しよく毒、発はつ癌がん毒……ありとあらゆる毒を。

　しかし、いかなる毒をもってしても、十二魔女を害するのは難しい。

　それはいかに己おのれの星座の得手とはいえ、ただ遠えん距きよ離りを制するだけでは勝てないのと一いつ緒しよ。

　だが、この毒ならば。

「《反英雄アンチ・オリオン》──十二魔女さえも侵おかすという、かの毒か……！」

　けれどそんな価値ある毒が、そう簡単に手に入るはずがない。

　そもそも蠍さそり座ざとは、神々の殺し屋だ。

　傲ごう慢まんな発言をして神々の怒いかりを買った英雄オリオン──それを罰ばつするために、神々によって送り込まれた一いつ匹ぴきの蠍。

　見事に役目を果たした蠍は、その功績を認められて夜空の星座となった。

　だからオリオン座は、今でも蠍座をなによりも恐おそれ、蠍座がいる間は決して夜空に顔を見せることはないという。

　そのオリオン座と蠍座は、どちらも最も輝かがやく星を中心とした三つ星に、名がついている。

　オリオン座の三つ星を『参しん』、蠍座の三つ星を『商しよう』と言い──それは夜空の中で逃げ回るオリオンの姿から、『参商』と、長らく逢あうことのないたとえとして用いられている。

　──それでも、一度。

　──さらに、二度。

　──あえて、三度。

　顔を合わせてしまったらどうなるだろうか？

「オマエ……上官わたしの中で、《反英雄アンチ・オリオン》……を……」

　それはオリオンの「恐きよう怖ふ」という名の毒として、凶きよう暴ぼうな毒素を発揮する。

　いまりを蠍座に、ユキハをオリオン座に見立てて──ときに、自らふたりが出会うように仕向けて。そうしていまりの体内でこそ、その毒は成長していったのだ。

　英雄を殺すために他ほかの英雄の体内で育てた毒ならば、十二魔女にも効果がある。

　それは、同じ十二魔女の血と魔ま力りよくによって練り上げられたものなのだから。

「そう、か……ならば、上官わたしは……」

「そ、そそ。ようやく気づいた？」

　神話と同じように、蠍座はオリオン座に襲いかかる。いまりの意志を無視して、英雄を殺す。

「くっ……！」

「も、もう逃げられないよ、〈獅子座レオ〉っち。見立ては神話をなぞらえてるんだから」

〈蠍座スコーピオン〉は、そう言いながら口元を押さえた。自分の意志とは無関係に溢あふれ出てしまう笑い声を、止めようとするかのように。

「とにかく毒を『入れて』くれればいい。そうすれば、あとは〈蠍座あちし〉がその毒の濃のう度どを好きに調節できる」

　そうすれば、十二魔女とて生せい殺さつ与よ奪だつも思いのまま。濃度を調節すれば、相手を意のままにもできる、と。

　そう、つまり──

「〈射手座サジタリウス〉っちから東卿ヘル・アズマの行方ゆくえを訊ききだすことだって、簡単」

　そういうことかよ。

　けど、なんだっていまりを……？

　それほど便利なものであれば、自分でやった方が都合がよさそうなものだ。

　なのに、どうして同じ〈序の生徒会〉であるいまりを──蠍座に見立てた？

　くそ、考えている間はない。そうこうしている間も、ユキハはいまりに追いつめられている。いまりを止めなければ。

　けれど駆かけ出そうとしたその瞬間、俺たち──俺と委員長は、自らの状じよう況きように気づいた。

（足が動かない……？）

　まるで己の影が地面と縫ぬい合わされでもしたかのように。

「まさか……すでに神話の再現が始まっているから……？　完成した《反英雄アンチ・オリオン》の見立ての中では、他の何者も邪じや魔まができないと……」

『襲いかかる蠍座』と『襲われるオリオン座』を見ていることしかできない──

　委員長のその言葉に、血の気が引いた。

　動くことができたのは、いまりとユキハだけ。

　しかしそのユキハにしても、先の戦せん闘とうで消しよう耗もうしきっている。なにより彼女は、決着がついたからこそ、弓兵の立場にありながらここまで近づいたのだ。

　これほどの至し近きん距きよ離りにあっては、有利なのはいまりに他ならない。

　すべてが〈蠍座スコーピオン〉の手の中にあった──

「……？」

　しかし、その状況は奇き妙みようであった。

　いまりの攻こう撃げきが一向に当たる気配がない。いや、ユキハは辛かろうじてかわせているに過ぎないんだが、いまりを相手に、しかもこの距離だ。

　確かにユキハも運動神経はいい方だが、一度も攻撃が当たらないなんてこと──

「抵てい抗こうしている……のか？」

　そうして俺は気づいた。よく見れば、いまりはそのフォームを大きく崩くずしている。最適化を突つきつめた〈王権の象徴ウル・グルラ〉が、今は異様に大おお振ぶりで、無む駄だな動きが目立っていた。

　間違いない。いまりは抵抗しているんだ。攻撃の手を休めることはできなくとも、なんとかユキハがかわせるように──

「でも……そんなことしたって、いつかは──」

　それでもユキハは、ギリギリかわせているにすぎない。しばらくはもつかもしれないが、このままいけば、いつかは攻撃が当たってしまう。

「いえ……違います、キミオさん。為槌さんは……！」

　委員長が息を吞んだとき、いまりがついにユキハを捉とらえた。

　そしてその手刀も鋭するどく肉にく薄はくした──

　だが、ぐらりとよろめいたのは、いまりだった。

「いまり……？」

　地面に倒たおれた、いまりの身体からだ。最初は驚おどろいていたユキハだが、ハッと我に返ると、いまりに駆け寄った。

「……どういうことだ？　委員長」

「《反英雄アンチ・オリオン》は神話の再現。オリオン座と同様……蠍座に見立てられた者は、蠍座と同じ運命を辿たどることとなります」

「同じ運命、って……」

「──星座となった蠍座のように、天へ昇ってしまうということです」

「なっ……！」

「それは実際には、《反英雄アンチ・オリオン》の毒が自分の身体にも回ってしまうということ。だから〈蠍座〉は、為槌さんを蠍座役に見立てた──なにより自分の身体に回った毒は、いくら〈蠍座〉でも操作できないのですから」

　そうか。だから〈蠍座スコーピオン〉は、他人いまりを犠ぎ牲せいにして……！

　それじゃいまりは、わざと……？

　わざと無駄な動きをして、先に自分に毒が回るようにと──

「アンタ、なんで──」

　俺たちの声はユキハにも届いたのだろう。しかしユキハが言いかけた言葉は、彼女が口にするよりも先に、俺の喉のどを焼くように飛び出していた。

「なんでだよ！　こいつは……いまりは！　あんたら〈旧家〉のために、必死だったんだ！」

　なのになんで、こんないまりを犠牲にするようなやり方──返ってきたのは、簡潔な答えだった。

「バカだから」

「バッ……？」

「だって。だって〈獅子座レオ〉っち、余計なことばかりするじゃない。なんか役立とうとするけど、実際は足を引っ張ってばかりっていうか」

「…………」

　俺は絶句していた。言葉が出てこない。

「東卿ヘル・アズマにバレちゃいけないって言われてるのに。気づかれないように動かなきゃいけないって。なのに、そんなのお構いなし。戦い方だって派手。はっきり言って、邪魔なんだ。〈序の生徒会〉には、相応ふさわしくない」

　狙ねらわれていたのは、いまりも同じ。

　ユキハから東卿ヘル・アズマの行方を聞き出すために、こいつらはいまりを──

「……そうか。邪魔、か」

　ユキハの腕うでの中で、いまりがぽそりと呟つぶやいた。

「では、上官わたしは……とうの昔に、お役やく御ご免めんを言い渡わたされていたのだな……」

　とても弱々しく、呟いた。

「ぷぷっ。今いま頃ごろ気づいたの？　脳筋。それになに？　最初は、〈射手座サジタリウス〉っちになにかしてやるつもりで使い魔に近づいたのかと思ったけど──なに、猫ねこって。猫のきもち？」

〈蠍座スコーピオン〉が吹ふきだした。

「バカだ。バカすぎる。いくら猫の声が聞こえるからって。猫ってのは、本来、魔術に利用する道具なのに。それが、はっ、卒業？　なにそれ」

「……ってんじゃ……よ」

　気づけば俺の口から言葉が零こぼれていた。

「笑ってんじゃねえよ……！」

「えっ……」

　俺が叫さけんだとき、〈蠍座スコーピオン〉はびくっと震ふるえた。

「だから……？　だから、いまりを犠牲にしたってのか……？　お前、お前は……！」

「な、なに。知らない。知らない。だだだって、あちしだけが言ったわけじゃないし。他の娘こだって──」

「ふざけんじゃねえぞ────ッ‼」

　駆け寄った俺の手が──空を切った。いまりが倒れ、神話のなぞらえが失敗したからか、身体はいつの間にか自由を取り戻もどしていた。

　けれど〈蠍座スコーピオン〉の十二魔ま女じよは、まるで影かげの中に溶とけ込むように搔かき消えてしまった。

「おい！　出て来いよ！」

　影に向かって叫ぶ俺を、いまりが制した。弱々しい声で。

「無駄だ。あいつは影の中を移動する……捕とらえるのは容易ではない」

「いまりっ……！」

　いまりの顔は蒼そう白はくで、息も絶え絶えとなっていた。

「いまり！　大だい丈じよう夫ぶか！　今、医務室に──」

「…………」

　けれどいまりは、首を振って否いなやをした。

　助からない──誰だれよりそれを理解していたのは、いまりだった。

　その絶望的な状況に、続く言葉などなかった。

　ただ、〈蠍座スコーピオン〉の声が届く。

　今度は遠く──庭園の中の、果樹の隙すき間まから。

「なんで？　なんで、〈獅子座レオ〉っちのことで怒おこるの？」

　そして今度は近く──俺の足元で。

「もしかして、〈獅子座レオ〉っちを助けたいの？　そうなの？　〈射手座サジタリウス〉っちも同じ気持ち？」

　その所在は近いようで遠く、遠いようで近い。まるで実体を捉えられなかった。

「──それなら交こう換かん条件。東卿ヘル・アズマがどこにいるか教えてよ」

　そして、〈蠍座スコーピオン〉はそう言った。

「なんだって？」

　俺は思わず、その声に反応していた。

「そしたら、〈獅子座レオ〉っちをなんとかしてあげるよ」

「……お前が約束を守るって保障がどこにあんだよ？」

「〈獅子座レオ〉っちは、もともとついでだし……本来の目的が達成できるんなら、それには代えられないかな。……というか、むしろそっちに失敗したときの方が怖こわいし……」

「…………」

　一応、筋は通ってるが……。

　俺はユキハを見る。その表情が強こわ張ばっていた。

　ユキハだって、いまりを見殺しになんかしたくないだろう──しかし、姉の所在を明かせば、それだけ姉は危険な目に遭あう。簡単に頷うなずけるようなものではないだろう。

「……やめろ」

　そう言ったのは、いまりだった。その声にはもはや、生気はない。

「上官わたしのためなどに、オマエが守ってきたものを捨てる必要はない……」

「アンタ……！」

　ユキハが息を吞のむ。

　そしていまりは〈蠍座スコーピオン〉に向かって、こう言った。

「東卿ヘル・アズマの所在、か……。なあ、妙みように焦あせっているとは思わないか？　あの〈乙女座ヴアルゴ〉が……。まるで〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉が始まるまでには見つけなければならないとでも言うかのように……」

「お？　気づいてたんだ。そうだね。〈乙女座ヴアルゴ〉っちはどうしてか、焦ってる……」

「……無駄だ」

「え？」

「〈射手座サジタリウス〉も、その使い魔も……〈牡羊座アリエス〉も。東雪羽を取り巻く者たちは強い。オマエたちがなにを企たくらもうと、そう簡単にどうにかなるような相手ではない……」

「……『強い』？」

　いまりが発したその言葉に、〈蠍座スコーピオン〉は素す直なおな驚きを見せた。

「『強い』って言った？　あの〈獅子座レオ〉っちが？　他人を『強い』と認めたの？」

「ああ、言った」

「…………」

「──荒あれるな、これは。バカな上官わたしでもわかるよ。今回の〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉は、決してただでは終わらない……〈天秤座リブラ〉の反乱クーデター？　〈終ついの生徒会〉？　そんなものではない。もっともっともっと……強い嵐あらしが吹き荒れる」

　……その言葉は最後、声になっていなかった。

　その声なき声で。

「……そのとき、上官わたしは……東雪羽をその姫ひめ君ぎみとして……仕え……」

　呟きは結実せず、為槌いまりは──瞳ひとみを閉じた。

「……噓うそ、だろ……？」

　自分の声が、とても遠くに感じられた。

　それよりも、もっと遠く──ちっ、と、〈蠍座スコーピオン〉の舌打ちするかのような声が聞こえた。

　そして。

「無理、よ……」

　ユキハの声が悲痛に響ひびいた。

「だって私、姉様の居場所なんて知らないもの……！」







　終







「なあ、ユキハ──旗はた揚あげするってのは、本気なのか？」

「ええ」

　俺の問いかけに、ユキハは力強く頷いた。

「悪かったわね、勝手に決めて。その……相談もなしに」

「いや、そりゃ別にいいけどよ……」

　俺は首を振ったが、それはきっと言葉足らずだったのだろう。

　戦いの中で得た答えとはいえ、と、少し申し訳なさそうなユキハに、その決意を後押しするかのように続けたのは、委員長だった。

「いえ、東あずまさん。わたしはその言葉を待っていました」

「え？」

「わたしは、あなたがこの魔術界せかいを変えてくれることに期待しているのです」

「大おお袈げ裟さね」

「大袈裟なんかではありません。東さんなら、と思っています。そして、それができるのは、きっと〈旧家〉に非あらざる者だと思うのです」

　どこか委員長らしからぬ熱の籠こもった言葉に、大袈裟だなんて言いつつも、ユキハはまんざらでもない表情を見せた。それは、ユキハの決意の強さを示していたのだろう。

　やっぱり、以前、委員長が言いかけていたのは、このことだったのだろう。

　彼女は予見していたんだ、こうなることを──なにより期待していた。

　そして俺もまた、心のどこかで待っていた。

　あの日、ユキハに「次の天てん帝ていになってみせる」と聞かされたとき──ユキハがやろうとしていることは、今の世の中を引っくり返すことなんだと、そう知ったときから。

　だからこれが、俺たちの旗揚げ。

〈射手座サジタリウス〉の十二魔女、東雪ゆき羽はを陣じん頭とうに──その使い魔である俺、〈牡羊座アリエス〉の焰ほむら悠ゆ里り、その使い魔である〈龍座ドラコ〉の斑まだら保ほりゆ。

　そして──

「〈獅子座レオ〉の為い槌づちいまり」

　そこは医務室。ベッドで横になっている少女に、ユキハが問いかける。

「アンタ、言ったわよね。私に仕えるって。あれは一時の気の迷いだったの？」

「……いや、言った。確かに言ったとも」

　いまりの声にまだ力はなかったが、その意識はしっかりとしていた。

「しかし、とんでもないことをする姫君だ。信じられん」

「ふん。誘さそった以上、それぐらいの覚かく悟ごはしてるわよ。自分が頭かしらを張ろうってんだから」

　そう──いまりが助かったのは、ユキハがその毒を半分近く「受け持った」からだ。

　つまり、死を半分、受け持ったということ。

　いまりは誰かが半分でも毒を受け持ってやれば、鍛きたえ抜ぬいた強きよう靭じんな肉体の持ち主──死の運命に抗あらがうこともできた。

　さすがにまだ本調子ではないようだが、いずれ回復するだろうとのことだ。

「だが、代わりにオマエ……」

　それでも、その毒は《反英雄アンチ・オリオン》──「英えい雄ゆう殺し」の毒だ。

　いまりが助かった代だい償しようとして──

「オマエが、魔術の使えない状態に……」

　そう。ユキハが魔女として死──その能力を失ってしまった。

　ただ、正確には失ってしまったのではなく、「麻ま痺ひしている」状態らしい。もともと《反英雄アンチ・オリオン》を使った魔術のひとつに、「相手の魔術を封ふうじる」ものがあるらしく、いまりと毒を分け合い、薄うすまったことで、その効果が出てしまったようだ。

　だからなにかのきっかけさえあれば、回復は見込めるということではあるが──

　それは狙ねらって出した効果ではない。

　いったいいつもとに戻もどるのか、その目め処どはいまだ立っていなかった。

「別に問題ないわよ。〈十二星間戦争ゾデイアツク・ウオー〉の参加資格がなくなるわけでもないし──その間、アンタが私を守ってくれればいいだけの話でしょ」

　そう言って、ユキハはいまりを見て笑った。

「期待してるわよ。〈獅子座レオ〉の十二魔ま女じよさん」

「…………」

「なによ？　まだなにかあるの？」

「……いや。どうせお役やく御ご免めんを言い渡わたされた身だ。オマエに借りもできた。オマエのところで拾ってもらえるのなら、是ぜ非ひもない」

「なんか気に入らないわね。そういうのは」

　そんないまりを、ユキハが一いつ喝かつする。

「私はね、アンタが必要だから言ってんの。〈獅子座レオ〉の十二魔女としてのアンタの力がね。可哀かわい想そうだから拾ってあげるとか、行くところがないから身を寄せるとか、そういうことなら、アンタなんかいらないわ」

　ぴしゃりとそう言われて、いまりは今度こそ観念した顔を見せた。

「……アホでも構わんのか？」

「そのアホさも含ふくめて、上手うまく使ってあげるわよ。いまり」

　たとえば、難なん攻こう不ふ落らくの城が陥かん落らくしたとき、もしも城に表情があるとしたら──

　きっと、こんな顔を見せるのだろう。

　こうして〈獅子座レオ〉の十二魔女、為槌いまりは──ユキハの傘さん下かに入った。

「そうだ。なら、こういうのはどうだろう？」

「へ？」

　と、邪じや魔まにならないようベッドの反対側にいた俺の手を、いまりが引き寄せた。

「上官わたしはこいつが気に入った。上官わたしを戦力として見ているのなら、上官わたしの使い魔としてキミオをくれないか？　きっと役に立ってみせるぞ」

「なななっ……！」

　その言葉に、ユキハは激しく動どう揺ようした。

「オマエの使い魔ということであれば手は出せんが、もうオマエは主君。上官わたしの上じよう官かんだ。戦いは我々に任せて、奥で座しているがいい」

「そ、それはダメッ！」

「なぜだ？」

　いまりはきょとんとした顔でユキハを見上げる。彼女としては、じつにいい提案をしたつもりのようだ。

「上官わたしとて《御使魔術ゲーテイア》は使える。そりゃオマエの《御使魔術ゲーテイア》は見事な出来だが、上官わたしのそれとて決して引けを取るものではないぞ？」

「べ、別にアンタの実力を疑ってるわけじゃなくて……」

「……やはり、東卿ヘル・アズマが指定した使い魔だから、ダメか？」

「そっ、そうっ！　それっ！」

　びしぃ、っとユキハが指を差す。力いっぱい。

「……なんか、丁度いい案が出た、みたいな反応ですね」

　ぼそっと委員長が呟つぶやいた。

「なななななっ」

　ユキハの顔が真っ赤に染まっていく。委員長は素知らぬ顔だ。……なんか、拗すねてる？

「そうか、ダメか……仕方ないな」

　いまりは残念そうに肩かたを落とし、

「……また今度、言ってみるとしよう」

　と、諦あきらめた様子もなく呟いた。

　けれどそうして、事態は一件落着──とは、いかなかった。

「ユキハ、ひとつはっきりさせておきたいことがあるんだけどな」

「……ええ」

　ユキハは俺の言わんとすることを察したようだ。

「今まで伝えなくて悪かったわ。なんだか言い出しづらくって……でもみんなには、ちゃんと言っておこうと思う。〈旧家〉は私が姉様の行方ゆくえを知っているって思い込んでるようだけど、私は、姉様の行方なんて知らないの」

　やっぱり──そうなのか。

「ううん、行方だけじゃない。あの日、姉様がいなくなったあとのことは、なにも……」

　そのときのことを思い出したのか、ユキハは少し言葉を詰つまらせた。

　ユキハが言うには、〈旧家〉によって追いつめられた東卿ヘル・アズマは、突とつ然ぜん、ユキハを訪ねてきて、〈射手座サジタリウス〉を託たくして去っていった──ということだった。

「『渡り星の奇き跡せき』……というやつか」

　いまりが呟く。魔女とは、星によって選ばれるもの──本来、人の意志による星座の譲じよう渡となどできるはずがない。

　もしそれができるのなら、〈旧家〉は世せ襲しゆうによって魔女を継けい承しようしていくだろう。それでこそ「血」は守られる。いまりのような目に遭あう者だって出てこない。

〈旧家〉にしてそれなのだ。しかし……。

〈射手座サジタリウス〉は、東卿ヘル・アズマからユキハの手に渡った。

　それは、『渡り星の奇跡』と呼ばれている現象。

「星が渡る」という、本来なら起こるはずもない奇跡──

「それに関しても、よくわからないのよね……本当に……いつの間にか、私に〈射手座サジタリウス〉が移っていたと言うしかなくて……」

　姉し妹まいであるために「受け継つがれた」なんて表現をされているが、実際は、受け継がれたのではなく、なんらかの偶ぐう然ぜんが起こったのだろうという見方もされている。

「受け継いだ」のかそうでないのかはともかく、今現在、ユキハが〈射手座サジタリウス〉である以上──少なくとも彼女にそれだけの才能があったということなんだろうが……。

　ともかく、そうして東卿ヘル・アズマは消えてしまった。

　妹の胸に、様々な想おもいを残して。

「その東卿ヘル・アズマですが……」

　そうして、ややためらいがちに委員長が切り出した。

〈序はじまりの生徒会〉は、東卿ヘル・アズマの行方をつかむことを焦あせっている様子だった──ということに関しての、彼女の意見を。

「姉様が……？」

　東卿ヘル・アズマは〈旧家〉を揺ゆるがす「なにか」を握にぎっているのではないか、と。

　それこそ、「〈射手座サジタリウス〉の処しよ罰ばつなどどうでもいい」と思わせるだけのものを──

　それは委員長らしい、冷静で的確な意見だった。

「確かに、そう考えると納なつ得とくできることも多いわね……」

　そう言ったのはユキハだったが、俺も同意見だった。いまりも頷うなずく。

「東さん、心当たりはありますか？」

「いえ……わからないわ」

　ユキハの表情が、彼女の心中を物語っていた。

　自分は姉に関して本当になにも知らないのだと──そう痛感するような、その表情が。

「……そうですか。すみません、おかしなことを訊きいて」

　東卿ヘル・アズマに関しては、謎なぞだらけだ。俺を妹ユキハの使い魔に指名したのもそう。

　わかっていることの方が少ない────……。




　けれど、それでも一段落ついたと言いたい。

　今は、みんなの無事を喜ぼう──なにせ、新たな門かど出でなのだから。

「キミオくん」

「ん？」

「えと……の、飲み物。飲み物くらい買ってきなさいよ、気が利きかないわね」

　そんなとき、ユキハが俺にそう言った。

「あ、あたしが行くよ。あたしだけ全然役に立ってないし、これぐらいやらせてよ」

　そう言って立ち上がったりゆを、ユキハが制した。

「い、いいのよ、りゆ。キミオくんに行かせるべきよ」

「え？　あ。あー……」

　りゆはなにやら納得した顔。

　……よくわからんが、まあ、俺が行ってくりゃいいんだろ。問題ない。

「へいへい。んで、なにがいいんだ？」

　そうして俺が廊ろう下かに出ると──ユキハが一いつ緒しよについてきた。

「どうした？」

「べ、別に。人数も多いし、ひとりで持つのは大変じゃないかと思って」

「？」

　……と。俺はようやく気づいた。りゆがなんとなく納得した顔を見せた理由も。




　──ユキハは、頭を撫なでてほしいんだ。




　彼女は今回、本当によくがんばったと思う。

　だから、それが彼女の望みなら、いくらでも叶かなえてやるべきだ──けれど。

　……ユキハは恐おそらく気づいたはずだ。

　それこそが、姉に認めてもらいたい気持ちの表れなのだと。

「認めてもらいたい」という気持ちを持つこと自体は、決して悪いことじゃない。だからがんばれることだって、いくらでもある。

　だけど、〈十二魔ま女じよ〉という「責任」を背負って──その上で認めてもらいたいだけというのは違ちがう。

　それは、自分の責任と向き合っていないことになってしまう。

　その背に報むくいることにはならない。

　ましてユキハの背中には、委員長に、りゆに、いまり……わずかかもしれないが、もう人がいるんだ。

　別に目的がある俺はいい。

　ユキハは今回、そのことを学んだはず──

「……ねえ」

「ん？」

「私、今回のことでわかったの。自分がどれだけ弱い人間なのかって」

　不意にユキハが、そんなことを言い出した。

「なんにも考えてなかったんだって。前にいまりのことを笑っちゃったけど、私の方がずっとアホよ。アホアホよ。ただの子供」

「…………」

「でも、今回のことで少しだけ……なにかがわかった気がする」

「……そうか」

「私はそのなにかを、これからずっと背負っていく……」

「……ああ」

「──だけど、それ、背せ伸のびしてるだけだから」

　そう言って、ユキハが大きくジャンプした。
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　綺き麗れいな弧こを描えがいて、立ち止まった俺のずっと前に着地する。

「無理してるだけ。きっと何度もくじけるわ。私はそんなに強くない」

　そうして俺に背を向けたまま、ユキハは振ふり向むかずにこう言った。

「だから──ちょっと甘えるくらい、いいわよね？」

　そう言って、ゆっくりと歩き出した。

「たまに、で、いい……から」

　ゆっくりゆっくり──けれど背筋を伸のばして、歩き出した。

「やり方は、もう、アンタに伝えたから…………」

　その背中は毅き然ぜんとしていて。

　けれどユキハが言うように、まるで子供のようで。

　それはどうしようもなく愛いとしい──背中、だった。

　少しだけ。

　ほんの少しだけ──俺なんかが撫でていいのかな、なんてためらいを覚えながら。

　俺はその背中を、追いかけた。




　──やるべきことは、わかっていたから。







　あとがき







　この作品を書くようになってから、ネタに詰つまると星空を見上げるようになりました。

　なんかいいアイデアが浮うかばないかな、と期待して。

　ただ、やっぱりお星様は男の僕には力を貸してくれないみたいで。

　星空の隙すき間まを、チカチカと旅客機らしきものが通り過ぎていくのを呆ぼう然ぜんと眺ながめるばかり。

「ジャンボジェット……ジャンボキミオとジェットユキハにパワーアップするとかどうかな……」

　夜中にそんなエキセントリックなことが呟つぶやかれながら、本作は作られています。




　お久ひさし振ぶりです、朱しゆ門もん優ゆうです。

　こうして無事に二巻でお会いすることができ、ほっとしております。

　これもすべて応おう援えんしてくださる皆みな様さまのお陰かげです。本当にありがとうございます。




　本作はご縁えんがあって富士見さんとお仕事をさせていただくこととなった際、担当さんにお見せしたいくつかの企き画かくのひとつがもとになっています。

　そのときお見せした企画には、様々なタイプのものがありました。中には、明らかにライトノベルには適さないものまであったのですが……。

　そんな中、『チート星座（仮）』と仮題された本作が選ばれ、執しつ筆ぴつが始まりました。

　その名の通り、ゆくゆくは『チート星座』なる星座が発見され、キミオはその発見者として歴史に名を残す予定です（仮）。




　さて、そうして迎むかえた第二巻。

　担当のＨ原さん、今巻はかなり自由に書かせていただき、ありがとうございます。

　あなたからいただいた数々の金言は、末代までの宝物です。

　でも、調子に乗ってページ数が増えてしまいましたね。申し訳ありません。

　今回も素敵な挿さし絵えをありがとうございます。ななかまいさん。

　難しいいまりを可愛く、とにかく可愛く描えがいてくださって。最初にラフをいただいたとき、一ひと目め惚ぼれをしてしまいそうでした。

　他ほか、関わってくださった皆様に感謝を。


朱門　優












ゾディアック・ウィッチーズ２




十じゆう二に星せい座ざの魔ま女じよ








朱しゆ門もん　優ゆう
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